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弊社製品納入の大阪美術館

濁 川 式 特 許 ス チ ー ル サ ッ シ

瀬 川 式 特 許 ス チ ー ル f 7 -

朝 日 式 特 許 ス チ ー ル シ ヤ タ ー

瀬 川 式 ス チ ー Jレバーチシヨン

瀬 川 式 特 殊 高 級 銅 製 建 具

並 ブ ロ ン ズ"7- 及メールシユート

其 他 ー 般 的 建 築 金 物 類

朝日建材株式舎枇大阪支底

大阪市東ｾ高麗橋二丁目 九 番 地 Ｈ高麗橋野村ピノ ｖ 内Ｉ
電 密 北 j賓 (23) 国 4714 ・4715 ・5227 (3)  

東京市麹町匝九ノ内二丁目二番地( 九ノ内ピノV 内)

電 話 丸 J 内く23) 1141・1142・1143

東京 市城 東 ｾ北砂町 三 丁目一二番地
電話本所(73)2157 ・2158 ・2159

大阪支応出張所 稲岡市東長洲八丁目六三番地

電 話 福 岡 7 2 9 0 番

{名古屋市中毘南大津町一丁目 九ノ二( 共済ピノν 内)

出張所( 電 話 中 2776 ・2777

l奉 天 市 千 代 田 通 二 五 番 地

特 約 応 大 連 市 山 腕 通 二 一 三 三 結 公 司

赴本

場工



大 阪都 市 計 重 防 火 地 直圏 を頒布す

今回 下記内務省告示に依っ て大阪の 防火地区が康範閏 に渉

って追加指示されました に京如 、て、同 IYj火地直闘を次の 通

り賓費に て頒布し ますから御入用 の方 は至急お申込下さい

大阪都市計霊防火地区圏(ニ高分ノー) 1 都

@ 賓 費 15銭 ( 外に謹料 2銭)

@ 送 金 方 法 振 替 ( 緩替口座大阪5開75)

内 務 省 告 示

一一一占一
一ー一一一

大阪 者 ｛ＩＢ￯ｬ ￯ｾ 十 叢 防 火 地 匝追 加 盟 Ｚ 夏ノ イ Ｇ Ｑ 二

昭和十年十月 二十八 日附議 議事第一一九蹴 第 六O四

内務省告示第百八十八続

大正 十二 年七月 十 三日 内務省 倍示ｾ ｾ 二百二 十 七蹴大阪 都市 計数防火 地 問迫力 ｉ Ｑ 盛夏 ノ件昭

和十一年四月四日内閣ノ認可ア受ク昭和十一年四月二十九日ヨリ之ラ施行ス其 ノ開係図面

ハ大阪府j出及大阪市役所 千二備へ置キ 従腎ニ供ス

昭和十 一年 四 月九 日

内 務 大 臣 湖 惑 之 和11

申 込 所 喜男 日 本 建 築 協 曾
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H elencl arke の 住 宅 ( ア メ リ カ 〉
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庭 田 内 閣 乞 建 築 ・ 住 居 ・ 住 宅 問 題

大 須 賀 巌

4  Ｉ Ｍ ｩ 枕の編 Ａ ｉ ｴｩｾ 後記 に 於て 、 編輯了・は記して 「 こ の ｬ ｖｪ 間 に起 つ ｦ こ事 件 を 契機と して 、 技似 ｼ

はi次i台、経 演、数育4句等53穿，1; のあらゆる部門 lに亡i沙少つて乙C2

る。 而して 、2・26事 件 後の玖治 )/ 1而の出 来事と しては 、出川 |λ] 附の川現でトあった。j良川内

閣といふやうなものが 、恐らくは 、之が同氏の人々 の 中で、 1?- )  J 前まで に、 これを忠! 像

したも の が多数あ ったとは ，山 ま れぬ 。 ｪ 長 ｉｊ ｉ 氏 が外 ｾ ｭ 亡就 任され仁川 二 ｩ 亡後 ｲ｣ ｊｪ をて 、 ｪＧｊ なりｼ攻Ａ

民的信望をねてぼったゃう であっ たが 、こ れがノト11斯くも早j別に、凶AII の印校を41F び、そ

の下に内 閣が組織せ らる L とはM人も期待して肘 らなカ、ったであ らう し、jJ三社l氏とても 、

思はなカ、ったであらうと想像される 。すなは ち、JJI 出内 閲11¥現といふことは Il 他 -: H.:に芯外

なことであったがＱＺｾ め ｴ 亡 、 ｪｊＴ 川 内 聞 の 蛍生 ｊ ＮｐＺ ｉ ｉｉ とその存不 ｅ 理 ＱＱＱ といふ如き姐 ｉｊ のもの が 、

あの11寺以 米、流行新11I J 、流行雑誌の記事として 、非l I 'i :
r
j のl娠はひ i7e_l，i'.，せ fこ。 しカ、し、 この内

閲 の 出来た こ とは 、 それが ｈ ｾ､ ミる筋合の過程在 経 て 、 所謂行く ぺき ところに行 きつ いに の

で あ れ そ の IEI って米るところと怖に米 らんと す るH寺問の 中間 κ 、幾f和判11吋lリj の平布(三(-11イ札イ

〉究古tμし、カか、つ〉でで‘ あるカ、は 、玖 治家! l 誌は玖ii=，評論家の 任務とするところであって 、わたくし尖は

ただ 、 その ＱＱＳ って β ｫ るところをも Ｑ Ｈ ， へ 赴くべき脳 勢佐 洞 察 して 、 ｌｉ 本凶民の生ｲ，ｲ，Ｎ妹 ｬ て ｾ築 、

'fl:宅、住居問題について考へればよい。

長谷川如是l羽氏の 如 き偉』になるヂヤ ー ナリ九トはJN国内閣の蛍生理I} I としτ のみγ 1 とし

て、 日本在来のi次指が「玖i台内' がの建設者 fこるよりはその )) のメ力ニス' ムの怯f: Qi Iこなって

しまっ た」ので 「玖治内安の不 哩f伴者となり J l-i V: なる %-11&としτ 不合理的 な威 力を世1' :l i

するに過ぎない 」 も のとなっ たことを 示摘して ＩｾＧｦ る 。 これは玖 治 的に説 ｬ 列した のでＭ あるが

今 11の玖治 I;J: Ji J :合 、経携を遊離してれすること -j} 11¥ * な b、。玖治的のこ の況IlJ j はJ社合的 に

も経抗的にも 、 またそうした説明が渇されねばならぬ。山川内閣を費生せしむるに至った

わが凶の ｩｩｩ Ｎ土台 、 経世事 ＱＧｊＡｊＭＨ 剖 ＱＱ Ｉ であったか 、 これ を挫築の班野カ、ら Ｑｾ Ｑ￭むれば 、 5)  J枕 l乙大企

［ ｪ ､ ＮＺ 営繕課 長の ，［ 命文 ｉｌ ｾ 、刈 ｈ く 、 ｾ｜酬と の 模倣カ、ら白 ｊ ミ ＱＵ［ 立の同家観念を確定し て 、 凶作 Ｑ Ｑ

本が認識せられゃうとして 、 敵米文化 ｬ て取材した「合理的 ｾ Ｇ ＺｉＭｭ ｩＧ 判明朗を ｊι 泊とする近代 ＨＱ り

形式 」と ｩｊ本 の 体 統 的形 式より 取材した 「 美 的 感先の ｉ ｬ ￮Ｍ 現 を ｝ ，ｾ， ｊ｜ ｊ と する 形式 」 とが 、 成は

交流し或は針叫して志 ｲｲ 時代の主主築を生み ｉｉｾ そうとするうＱＭ ) J  に11i !III' iしつ L あるものであ ると

いひ ｾｾ ｊ ゃう 。イ ＱＱ Ｉ にせよ 、明治維新と し 、 ふ大草進は 、 不 Ｑ Ｂ｛Ｂ 川 の翠 ＪｲＭ の御技 ｪ 点の ＢＱ、 κ 、 玖治

的 改愛が行はれると Ａ 日 ｪ 時 κ 、 ｊ ｉ 止令ｩＧｉ ＧＮ ｊ 挫 Ｑｴ ｾＺ は 、 ｾ ｋ ｾ 火治的 ｩ 主 主主・ 前に於 τ 貰質 的に宜勢Ｉ Ｉ ｾとノ ｊ ［

1  VI  



V I 2  

しつ L あった支配勢かは、批合機構のJ 二にも表而化して、 封建的な支配階組は新時代への

宜 ) ) あるもの L 外は、 念特j貰下して訟落してしまった。日11寺の事1' ，!; . を描寓する 「ザン 切り

もの」之居の喜悲劇は 、 その頃のわが LI 本の光去な如1更に物語ったものであった。 またそ

の凶の文墜としても 、税永百上のある人命はこれ を題材として 、貧乏幕践 と色々な階級と の

結婚|問題をテ ー ? に取 散って 、亡び行く1 s 支配階扱への同1'I! j とi J ; 鐘が明ら様 lと貫寓された

のである 。がu、づれの時の刷:合改革 lけをてもそうである如くに 、荷くも人間同志の事であ

る以 1-.は 、ーカーの勝利者が他方ーの敗亡者をーλ 残 ら歩減 l孟すことが出来るものでない。改

革後の祉合がＺ交定するには 、 昔話土合の支配者 のｾ 記者と 来 ｊ｛ ｊ ￏｌｬ舎への支配者として上って ､ｕ こ

も のとの安岱がされねばならぬ 。 茜 ヨ ｉ ｾ 族の利口な人々と 新 興勢Ｉ Ｉ の権ー 力者と 資本家と の 合

同は 、日本の資本主義的な経憤組 織ぞ確立せしめ、敵米文化の念i放なる蹄取と共K 、殴米

先進 困 l乙見る 如き 大資本主義の商工業の繁盛とその快陥と在、市上合組織の上に表はすに至

っ た 。 日 消、日露の 二大 ｾｗ ､ ｊ，ｴはこれ ぞ ｬｴＴｾ進 せ しめた 二大 ［ ＡＸｭｈ であったといひ得ゃう。これ

を 1: 1 本建築の歩む だあとについて考ふれば 、四洋人の手によって鴻された純西洋式建築Ik¥'，

代 から 、 日本人の手による棋倣的 ｈ 寺代へ入って 、 夏らに匝 ｘｾ ＧｉＧ Ｑ ＷＨｙ ｩ践と闘東大 震災が一大動機

とし て、 まじり気のない日本人溺 J持の 11 木建築が反省せらる L こと となったこと は、それ

等の| 時代の此合的経情的蹴勢と全く歩調をーにして 居る。仰論、今日の民政的、陸i梓的了1:

憶が高淵せらる ｾ Ｑ Ｑ Ｇ｛ 前の」或［Ｑｉ ［ ｾ［ｴ 聞 に 於ては 、 文 化 生活 、 科率主義 、 デモクラシ ー カ、ら 、 三 五［で

騒々 しし、亦音までが高H昌されたのであるが 、この事はk起栓i主i築の上上‘ κ も明らカか、κ j反メ映 されfたこ。

岱 ｉｉ ［ ｾ Ｇ ，の ｬ阪抵 ｦ示利糾州 ｩｬｬ申刷 ＱＱ中州ｼド川 ｈ刊明ｼｽ百間｛日 Ｑ の文化佐宅地 ｪ域或

は夜も l川 ｬ も ｼ明閃 けぬ文化奥椋がアメリカ ｊ庇貞削 Ｉ Ｑド ｅ喰命 の ［文丈 化 士娃ｾ築と文 化 に ｦたこナだご ｦにこ Ｇｦ ＭＺＺご、｜ 、純枠 凶洋人らし

く生i活古舌.するを誇りとしfたここと lはま 、今向世人の記憶に粁するところである 。カ¥ 何 と いっτ

も明治維新以来の大勢は 、泰 I! E文化の輸入と崇奔カ、ら 、! こi 本文化の再認識へと歩むでpkた

ことが 、i前百十回Z盤以，*5・15事愛カ、ら今回の2・26事変へ と民肱的陪l粋的傾向が念角度i亡日 錫

され て「同的のお かには手段そ探ばす」的な脱線をも敢てするに至った。この時山町内閣

は出現したのである .

Jjl{ ll l内閣の玖綱は 、仙のこれまでの内閣の得した先例によって 、抽象的なものであって 、

凶l¥:'t iilj ｻｉｌ必然的な建築 、 住宅 、 住 ｽ ｉ ｾ ￮ｬｧ ｬ 題 につ いてはイ日比側 る ｌ ところのものがなカ、 つ ｦ こ 。

経怖は 、 凶民生 ＿ ｉ ￇ ーと ｩｩｾ 性る ベ カ、らざるものであ る に も 拘 らす 、出 場 蔵相は その ｊ Ａｾ 玖峰 ｉＡ 月に於

て、二度の峰 l珂やり宜しまでし? こにも拘 らす 、矢雌り金融の外 lとは蹴る L ものがなカ、った

依って 、これ等の大玖治家か らは直接これを|社l くこと をねないのであるが 、群吉の象を撫

する心持で 、 一般的な前後 の ↑ ＱＵ 勢力 、 ら 推す し わが凶の辿築 、 住宅 、 住居は民族的闘 ｦＴｾ 的

のｔｬ￭Ｎ記諦が Ｑｾ さる ぺ きであらう と忠 ふ 。 玖治的又は 、 出比 ｬ 内閣が恐ろしい短命内閣として

終必ず る ことがあっfことしても、而してこれに代は る後織内閣が11: ¥* るとしても 、それ笥;

にはお桃なしにわが凶の建築、住宅、住} . _ L } はス ンスン 出ニb・lijJ へ進んてeやまぬであ ら う。i的



ｭ ｬ とわが閥との ＭｦＱＴＱ の玖策が隙 ｬ 是として 、 ｪ 好調大 ｉ ｾ 主主義の表象と して今後護 ｍ すると し

ても 、i耐'1'1' 1の正li 築 、佐 官 、住 )lli はわが|止1の住築であらねばならぬことはb、ふ までもな b、。

i'l ，j 太平洋 が/11] じ し わ が 同の生命制! として 、今 後 l乙護泌することは、 j I<札11.f I，.f: 11の説l引を持

つ までもないことであって、これまた 、わが同! のlt 築 、イt 居 、イ1宅でなり ればならぬ。

tl制↑ |は、上安l立カ、ら I-L¥ｪ こ種族 がＺ［ｩＺＱ Ｍｩ ｦＺｩＺカ、らｾＡ 山 へ而 ｩ して回比利引から Ｕｾ 米利 加Ａ 大仲へ入った

その大きなott れの一氏肢の一つであることは 、人知皐者の略々認。むるところであり 、域 及

から ＱＱＧ ， て出 ｽｊ ・へ ｊ 多到した種矧のうち 、 印 度 ｩ 芋を束に今日いふ ｉ ｹ ， ｪ 洋を絞て来 ｅＱＴ 制ｔｉＺｾカ、らわが

凶に入ったものがあるといふ沿もま fニ、人矧謬者の否定せぎるところのものである。すな

はち 、わが日本の 文化 は、古代よりこのプJ ソ(1佳からも j!/，j大平洋からも大なる影響をう りつ

L 育成されたものであり 、jl守米もそうした段境の下にある ことは、歴史的事宜を離れて も

これを認めざるぞねない地勢 iζ 位位するも のであって 、 日本氏肢の宿命的なものであると

いふぺきである 。 己 ｬにと寺雑 ｭ 新以 Ｔ来 ｩ長 Ｕ のづ歩 ｢ さきｾｾ米 ｩ長 毛つ ｦたこ［治呂

なる凶洋文イ化ヒと ほ閥!併枠主毛長支とが念 アンヰボミ. f'[ i高古掲され揚葉されfたこその事が 、わが[ 盆! のjl与* の比

活力、しぞ見せたといふてよカ、らう。

凶贈りj徴といふことが 、l l X : る一部の千? によって 、議合の修正 、同防光貰f舎の玖治的要求

の1漂ii 否i乙過ぎないものである 如くに考へさせられ、 その彬響すると ころ建築、位府 、住 宅

についても 、大倉氏の b、はる. . ) ¥・11翁式偏狭がメト11 に於ては無いとはし、ひ弘和、のであるか 、

これを明治維新治時について考へて見れば 、|明 lコに事情が了解される気持がする 。すなは

ち、附艦lリH設が今卜l の 11 本図民としてi 1ffi 一人これを否むもの凝ふものがない 如 くi亡、常U'J 岸

として 、i学主については氷戸の大 1- 1本史感 減のみが認めたのでは なb、。それが挫夷と結び

つ いて、 ＮｾｙＺｉ 日 ｨ 立毛 の 古典減がｴｉ寺を ＴＡｊ 顔に ｩｬ 却ＺＩ 才 した の であるが、主主皇描Ｚ夷は玖治的標語でﾭ

あったのであるからして 、 討幕の Ｑ Ｍ Ｑ 的 が ｌ ＧＱ 徹さるれば 、 打来つることの ｈｾＪ な ν￭ｴＭ Ｎ皇はそ

のま L にして焼夷( 品、つしか1m化と艶化してしまった。洋式の洋服を着洋館で舞踏するの

11ft : ，、な応l帽子氏帯主li は、題市Lの苔 K タEぬるカ、 111間の枇 地へ隠れるより外 l亡仕) ] のなカ、った

ことは 、，(.1j PI {，iII剥'.1氏の 「夜明り前」がこ の間の事↑ 154旨克Ilfj fモ詰って居る 。斯 の女fIく 、玖治

的問 ＱＱ 討は ｕ ｾ ｜Ｚｉ 乙刷って説、守るが 、 同 ｌＨ 生活 ｬ 乙日 り する 玖治内記長はｩｊごまった ＩｦＨＢｊ へと 進んで，目、ま

ぬのである。今 11 以後のわが以| の也築、佐官 、イ UAは、己 にその椛ふとこ Fうが定ょっ仁の

である u 若し挺ひ i主ふものがあれば 、エイスキリメトはこれせーのもの K 到っ てし 、ふであら

う i1' リ品へ行かん とする !?J と。

政j自コンクリートは 、大企もいふやうに故 '， L外似|の ものでなし、。仰 I抑凶の布YI 木 鉢fとその

1i l l ! J 1t が試験されて 、サンフ ラン シスコの伝災はl耐火耐誌の小貫l放を j. 'h した とは b、へ 、わが

岡は ｉ ｾｾ ｉ 京 大 ￭ ＮＮ｜￈ 災ＩＩ｟びそ の 他 ｋ 於て大なる宜験と研究を遂けて 、 新興 Ｑ Ｑ 本の建築としてニれ

な大成して居る 。 鎖筋 コ ンクリ ート は ｉｉ ｬＢ ｙ ｾ 的であると同 ｉｉｾ｜Ｇ にわが ｉｊ 本の建築 でも あるので

ある。
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j長国 内閣の使命として、 統制経慣が課せられて るやう に人は b、ふ。馬場財玖は先づ低金

利攻策によ って、これを宜現化せんとするものであるとも体へられるの であるが、こ の事

はわが園の建築、住居 、住宅の問題と関聯しても重要事でなりればならぬ。わが閣の維新

以来の丈物制度が 、西洋の文化そ念蓮に取入れ ることによって 、今や新たなる回有文化を

創造せん としつ L あることは 、前節接近Sする如くであるが 、元来、わが国の取り 入れた問

洋文化はその根源をフ ランス革命 iモ有 し、従ってフ ランス革命の自 由、 平等、博愛ーの息子」!

は自らに 、わが閣の文化のうちに受り入れなければならなかっ たことは b、ふま でもな U、。

その結果として 、わが閣の文化 は、従来の封建制度下に培はれた弧濁性、すなはち、己れ

の家ぞ城廓と見て門ぞ出づれば七人の敵あ りと思へといふ如き 、私生活としては己れ以外

には心を許さぬ非枇合性の生活を営みつ い他 方・忠義のＱＮｾめには身をも家をも顧みぬ大犠

牲ＩＨ奉仕 の ｊ Ａｾ 弘の生活とか、 Ｑｊ 蹴的な二生活を一元 化 した武 Ｚ 仁の生活と して その内蔵する

ところの隣人ぞ畝と見る生活なそ の住宅、住居 、建築に これぞ示し米った。然るに 、維新

後の資本主義経慣の護展が 、自rlJ そその信保と して賞達したことは、唯物的に而して白 山

に、公共の生活I ' L 於てすら j副長なくその私 心、 私慾は殻揮されて 、大が L りK 濯悲粛正を

やらなければならぬ程な、 J!¥Hi i-I制な iI i 1 合事情と嬬って、生産過剰と高の偏在による融illl の

倒遜は 、図家そして13-:;1; ・l回を統jjjlJ するの除儀なきに至らしめた。建築、住居 、住宅につい

て見るも これが例外たり得ないことはし、ふまでもなし、。箔 1建築家の業務についてが 、そ

の事を痛感させら れるも のがある 。根切品の生活のやうな| 凋守主的な非祉合性は 、一つの川1:

合不炎上i誌は生活不安さへもこれによって醗成されて居ったと考へられる。レーモント 、 ア

ンヰ ン先生の英園建築協合々頭就任の挨拶にいふ 「建築家の崎野の一割地以外I ' L /1¥でぬこ

と」は 、わが園でも これを認め得るではないカ、。次で 、建築、住居 、住宅に|銅しては 、さ

ｌ や カ、ながらも門を構へ主 ｉｾ 討を設けなければ承知 ＯＭｬ ｾＭＪｉｊ ｊＮ 生活は 、 必要以上に 、 わが国民の

貫生活のJ 二に見らる L ところである 。 その他、 建築材料に してが、規格の統ーは己にその

必要が認めら れ識者 lζ よって賀行されるところである。

今後の建築、住居 、住宅方面の1むく ところのものとしては 、議よりその創造的な各人の

白山は、これを主主重すぺ きであることは勿論であるが 、枇合的統制 より見てそれら合理的

であるカ、否カ、によってのみ 、これを認むべきであると考へられる。而して 、それが枇合的

に記. めらる L として、わが問の建築家の} 拾に置カ、る L 問題は、スタハ ーノ フ運動の検討が

あるとも考へられる 。由来 、統制されたる ird: 合の快陥 として主義けらる L ものは、 各14の不

勉強不熱心といふこと である 。若し岡家がすべての産業を統制したとあれば、 統命f I ' "の同

家の役員及び園民は 、働いて も働力、な くっても同じ事であるカ、ら 、いづれも 勉強す るもの

熱心なるも のが無くな るであ らうと し、ふ事が 、自rl:J 主義の論者によって指摘された。 スタ

ハーノフはロシ アの共産市lfIぐ にあって 、統領スタ ーリ ンがその制度の誇りとして柏錫する



ところのものであって 、その名のー炭坑々夫が昨年夏従来の記録の 21岳ぞ探知1し通常生産

Ｉ［ￇ ｬ ｾ ｴ［＠ Ｖ 噸を超過すること ＲＰ ＱＱＧｾ の能率をあけたことカ、ら 、 ＶＰＱￎｾ の新記録が作られ 、 その 仙 の

プj ・而 lけをても、これに刺戟せられて、| 随所飛躍的 に能率かあが り、所謂スハーノ フ浬重JJ と

して余ソグエート産業の全而l亡綴って阿ると報じられてるのであるが 、これは見様によっ

ては 、統制下にあってこそカ、 L る能不在あけ得るといふよりも 、統ffj l nのカ、カ、る自 巾主義

的な生産力は、 51E克、 一同 i乞生産過剰或は一部の失業持そ多カ、らしむる こととお らう 。米

同大統領がその闘の生産過剰に劃する制限ごと応したことも巴、ふとき 、建築事務所の封建的

なわl協と他を顧みぬ自 Jill fi lQ:: t 的な j主り 7)ーとは 、今後v r : : 於て省みる必要のあることではない

か 。 訂 ｴｾ 換へていふならば 、 わが同の雑草 ｊｩ 以来護法した 「 身分カ 、 ら梨約 」 の生活Ａｊ ｉｴ ＱＢｬ｜は 、

その如何K もl翻' f 的な i li民生活を改めて、身分的な生活ぞ人間の法本的な第 1:; 欠の生i訂と

考へ 、人間のみ( 0 次的，W本的生活カ、ら: V Ei4ii: した営利白人] なさ[:j jf，'/go 、建築家も人で・あ る以1て、

排するやうに 力むべきではないか。建築、住居 、住宅に しても 、 この札令性Vr : : )1国[!Q¥すべき

であると思ふ 。 わたくしは 、 先年本誌 ｈ 町長民住宅 の 創造的改良佐世 ｉｉ ｾ｜ した 。 前して そ の

後及び/ ト口 K 於て 、 このプ方 ｾＧｲｬ 而前の簿隼Ｚ ｾい、 研

くなつたこと をF烹写ひび、とするのてでe あるカが1 、わたくしは、今 日の必ひとして、前内閣の時代に起

った偏j長主義カ、反動として者Ilib文化 をオ・グレクトせんとしたことである。 何事 K よら す、

反動といふことは無償値である 。 例のクエプ夫妻が 、 その著ソグエ ー ト、コムミニス"ム

に 「利潤の撤底、枇合的前控のための生産企輩、品 t伶の21王手号; と3Lお凪主義、新代表制 、桁導

の職能 、 不 ｉｾ 裂の崇拝 」 ぞ 、 彼等の名つくる 「 新文明 」 として Ｓｲ へてるのであるが 、これ ｴ こ

「 反動主義」ぞ加へるによって、彼等は来して安めてるのカ、 ｊｾ してるのか、疑はざるを Ｔ り

ないことと鋳る。これも前内閣のしカ、も 、終期に H白へられた「農村と都ili の調整」は、jぷ

HI 内問に於ても機承してる如くであるが、要するに問的論的なものであるに過ぎぬであら

う。然るにわが岡の建築家にとっては 、 この問題は宿命的なものであって、現代はわが岡

建築家の頭と手K よって作らる L 農村及び者Ilrbの設計 、道管は 、今後の日本閣民U) 生活の

J てに 、琵多の内閣ぞ超越して不可Eすべきものである o V、ふまでもなく 、建築の如き塾術的

なものは 、構成、と常識と共に常住するものとは| 浪らな h、。而して玖治の如く、貧悶なる桁

導精市11
1
を以てしては、察易に動きる L ものでな U、。閤民生活ーとして 、事務的なカ雨を受け

持つ都市生活の建築と、安息地帯としての庄村建築とが 、いづれも偏色されることなく 、

迎築の技師によって、大小上下の匝別ぞ附せられること O!¥t く、各々の特異4・性ぞ護持して形

成さる L ことが 、新興日本の姿であるであらう。同時に大都合の建築のみが 、建築家のi J

.fl< とされて、中小都市のそれが 4・クーレクトされるこ とがあっては、これまた、日本の文化

を版行せしむ るものである 。いづれの方面にして カ、らが 、すぺての建築部門K 劃してこれ

ぞ傘重し全力を入れるこ とが、わが岡民の生活を且に悶梓的に民政的にあらしむる矯めに

わが閑建築家 l乞負 lまされたる大責任であるであらう。大都市の場末の一部を 切って持って
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行ったやうな 、今日のわが問中小柳市の建築現献ば果して採れの責 任である であ ら 7カ、。

ジ一 ドルンク鳥の完成 lと前建造カ、なる郊外地 、合ての物価高の折のi li 営貸家は 、建築がその

同氏の 品依と気宇とぞ代 表するとすれば 、わが岡は 11[- 界の一等間ではあり行ない棋な気が

する 。 これ、建築家の罪か 、玖治家の非か 、恐らくは 、建築が仙 と弧了r的I ' q探れ離れに有

っ て、協ＩＩ せない こ との非でなカ、らうカ、 。 産業ーの再計識は同じく 、 建築の ｪｬ ￯ Ｍｾ Ｍ ｉ Ｇ 主主でもある

と思ふ。

ヨえ' 阿の才リンピッ ク競技が、わが岡に開催せられる可能性につ いて新聞紙は感んに報守

るのであるが 、わが岡建築家諸1f の手に成る 、わが岡都市計設定こそ精ヨI'，j を この機 令 lこ誇

るぺく 、来して用意されてあるカ、否か、半生文4: 11はこの事について紳 干'Ii: して居るカ、どうカ、

クロ Ｗ トク ａ ラ フ イぞ 以 て取なる 美 感朽 の 領域と筋 し、 建築家も都 ｲ ｬｩ ｾ Ｍ ｉ 君主家も こ れを顧みす

戒 はこれを顧みるとしても 、攻治家民衆はこれぞ日iみるも のでないと考へる 如 きは 、JEに

外 ill の考といふべきである 。
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大 阪 防 火 地 匝 蹟 張 に 就 S 雑 戚

県

"‘ 、1
井

大阪防火地阿は謹K 擁張せられた。第一三久' の桁定後宜に十問年目である 。共長 U、問我が

建築協合 ｬ ま防火地問の蹴張ｾ�Ｎに者 ｲ ｓｔ ｬ ｩ の 防火 、 防 汚宅 建築物の詐及促進運動 ｬ 亡 ｾ症し 、 正 ｲ ］Ｎ ＱＱ Ｑ 行

事 として新聞 、雑誌、或は講演合により 、叉' 市町に是を建議し、以て li t論の喚起冶促し、

殊に三年来者11rli 武装促進委H千"r を特設 し、貫 K 涙ぐま L き運動を檎縞したのである 、それ

が効果としては今次の蹴張は不充分な誠に物足らぬものであるが 、刊1想 l亡近づく第一梢J仰

として 、悲に多年 fC亘る本協千: 干の好力ぞ杭はねばならぬ。

この都市武従促進運動は我勾: 建築家のJIit 合桁導の重大な使命であり叉汽務であ るカ、ら 、

J 比々 は今戸!の一部成J ) ) に) ) ｩ を行今後一層砕を ｩｦＷｩ らカ、 ｋ 共運 動 ｉｃｾ 必準 せなけ れば ならぬ 。 Ｚ Ｍｲ・ ﾭ

ポーは本↑{ ; I，iヤO) - l l として者ISi li 武装促進運動と 去ふ緊合重大なる事業 tこ携はり 、火防火地同

協懐奈の作製と案の通過交長11のfモK '，i'; った一員として 、市町並にそ のf創刊lの人々が防火 、

防空建築物の千r
l
，JJ<. I'L 1¥l!;tする 考察そ感刊 しTこ黙を悲 1'L:i!sぺて 、此種運動の帰米の指向方-準の

参考 ともし?こいと思、ふ。

現時は誠I ' Ltlt; 1命玖治であって 、砕なき月I f 玖治がないと云ってもよし 、。w.にi吹く児には勝

てぬ例 への 如く緊急切貫なる要求こ そ耳を 傾りし め 、 Ｑｾ 玖 者 ・も 亦短 ｌｊ 月に効 験の 顕はれ る

救糖の仕事は好んで努力 J別背しまないが 、如何に緊急切宜な りとは云へ数十年後始めてそ

の効験そ護搾す るが如き 、遠大なる防火地問施設の如きは概めて 弧) ) なる Jl J ;論のなき限り 、

央fi 被 りでイモ期中無事通過せんとす るは1せの常 である。然 るに11J論 を喚起すぺ きも のは 、メト

の島都市人にないと 云へ ょう 。泣き勝βlミに於て者IS rl i 中心部に成 る程度の耐火建築物の充宜

せば、夫守; 建築物所有者よ り附近に存布する木造建築物の災禍に よる脅威を訴へ、都心部i

k 於ける木造建築物の駒去、防火地院の蹴大強化 を高唱する或る時機に予I) dとするもの と考ー

へらる L が、現時に於ては市躍を代表すべき rli 令;川町に於ても 、防火地|高内耐火建築補助

金の交附でもない限りは之ぞ高唱するものは殆んどないと 云ってよ b、。然し最近二年間 K

i li合 、府合、議伶の夫々 の議員を通じ、防火地匝の蹴大強化、 同地匝内耐火建築物補助金

の交附、防火防空建築物の普及促-進に閉する建議苦々 作製し、夫ノを建議したるにやjれ も三

pq十名の賛成者密行建議は成立しずこ。此等; 建議の成立の上は??i局者ーは泣き JI与来之の113徒主主

そ樹立 し賀行にか L るぺき軽き責任を負荷せられるのであるから 、7η b長 、知事1汲伝に閥f係系ゾ

l阿Rに建議するの外 、此方面への建議そ提出す るは相訪有効 なるが如 く感ぜ らU 1こ。

防火地 1"l lirc劃 して は防火地匝ぞ桁定 しても 一向耐火建築物が建設せら れぬではないか 、

7  V I  
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放置して置いても耐火建築物を建てる人は建て ると云ふ白 山主義と云ふか、或は消概的の

Ili 責務安泰雫誌の鳴くぺき論者があることである 。成る時、大 阪 fj l稜防火地|高の貫1'1!; では 、

ｩ 町内十三年間に於て耐火構造建築物政は桁定前存杭せる宵おｉＡｾ甘カ ｦｉ へ二百八十 ・ ｴｾｾ に し て地阿

而積の約三分のーな完成したるに過ぎない 、買に遅々たるものであるが建築物が十年十万.

(，r::に して 、終易に建て設: はると考へらるべきものでなしされば と云って都 心部に今後木

造建築物を建て L ょいと云ふ議論にはならぬ。! 功火地|応の完成な促進するには地慌の桁J 1 : :

と月IJ 俳Ivc耐火建省主戦J宇inl1) }令の交 [Ij ，tにより奨lilJ Jするより外に策はないのである 。此種のiJl は

一服 ｋ 偵しない ｊ 芭論に池きーないが 、 一方 ｬ とは今柄耐火構造建築物は ｾ ｩｬｩｩ め て高俄であると先

入ー1:的 l亡考へ 、叉耐火構芯建築物を建築せん lζ も道路J J f . i憶により不按形の狭少なる ーl : 地が

成作し 、夏 lてド付近土地の購入交渉も| ホ| 著作な朕態であるから 、先づ 道路ド付近地の| 広明採J l t1完

成 のJ }!J 火地 1，lj百折半をなすぺしとする説は 、-I.@( 我 々の{ 噴出するに足る論議と 考へる。腕!

みる陀我々は徒らに耐火構造物の ＡＡＧｾ￯ｦｾｊ をなすと臨も 、 耐火構 造 主主築物の友情に建築せられ、

更 ｬ 亡維持修結壁 、 保険料、耐久 Ｑ Ｉ 等 ｴ Ｎ･ ヨｾ ｛ＮｦＮＺし 、 オ木 ｴｪ 芯主剖 Ｔ物初建築物に上兆じし υｽ 反文つて経憤的なること

イ伝旨 ι 、 主建 ｅ 築賓物に就 ｩきｾｾ数設， ｻＺ的 ［涜 ｦ免 ｴ抑旬明 ｪｾ を旨 ｢加 ｈ

父;泊立町E路行蹴4燦長の1鴻3 め切り碕こされf仁こるイ不之整形の1狭先少なる 二ゴ土1-- 地 iはま 、近t!'u也j f &牧月j し後h・の土地

所イT手tl こnるようにしては肘るが 、イI1Jれにしても Ili 内のゴー地は狭少なる而積K 所有機が分

布 ｉ ｊ され ｾ［Ａ ｉＧ ｩ Ｚ ［ ［ 而積の建築敷地ぞねることは本 易の ことではない、 ｬ 放 ｬ て 今後は是匂Ｚ多数の ｪ 事 ｲ［Ｎｻｪ

ｴｭ 者を糾合してｾ［ Ａｉ 常規殺 の共 同的 ｩｩｬｈ 火構造建物ぞ奨励するより外にないので あ る 。大 阪に

於てはー仰の長 屋を境段ぞ以て) i J f ; . { i椛を分官IJ する建物はf 佐々 |引くが、耐火構造建築物ぞ水

'1' :的に叉名古長 ことに所布椛4討もにする方法の建築物を求すご|昔! かないのである 、今後耐火建

築物の奨刷J VCあたり ては共同建築物の所宥棋の限界、並びに討議案ぞ作製し、一般人に爪l

知せ しむる のは大 切なる事と思ふ。

み ［協 合叉は土木 、 建築の市Ａ＿負間関よりなす此穂運動の ｛ Ｑ ｊｬＡ↑Ａ号 、 建議ぞ以て 、 ｾｾ� ｾ なる ｭ￦ 業 ｼ て

の立体と同一視する人々 のある事である 、jえる科、i li 介 、i MJ て合 議 所、IIr[ 内併の如 き間関

より此程の叫 びぞ串く' ればー府立1の要 求であると 考へら れるかも知れぬが 、間防の事は開

if長'，1': 、衛生の事項は留者が率先して桁導するより外はなし、。だから我々は今後ともカ、 L る

ｾ ￦ｾ 論に惑ふことなくーＩｊｪＭ躍を大にして 、 防火地同 の 術大切 化、 防火 、 防 本 建築物 の 件及促

進運動に泌準し 、本協合の語1:千守的使命金全うしなりればならぬと忠、ふ。

今次の防火地隠tJfti 張に|持l しては本誌前統K 於 て J) f1 jj 祭れより取敢へす報導せ られてある

が 、地 問4安定の叫山放 K 既 i ｩ ＺＺ の 防火地問と共なれる数黙 え甘え ｾぺて見ょうと思ふ 。

防火地匡の指定は圃面標示によれること。

地番指定はf l'，々地帯の盟: 更により 、叉路線名の盛夏により不使を生i ' -る故、岡商指定法

によったので ある 。

乙種防火地匡を全部甲種防火地匡に塑更し、更に乙種防火地匡を指定せざりしこと 。



乙程防火構誼の建築物に就きでは経掛 卜 Ｎ叉防火 ｫ 度々論議せられたが 、 Ｍ｛雨Ｇｬｴｴｍｾ旨 見る

に大 11反の乙種防火地| 高内に於て 、既往十三年間 K 建築せられた百棟中四分のーは 1j 1 穏防火

梢芯の建築物と して 、l向後盆 円々 1種防火榔芯のえl ! 築せられんとする傾向なれば、乙種防火

地 |町在酸化 し総 て'1
1  

llli 防火地問 li L 桁定したのである 。

集圏的路線式防火地匡を採用せること 。

路線式 11
1
種 IVJ 火地l高は函館の大火の貫Utl iL 徴し摘は完壁をj闘し費ft いと考ふるを以て、者li

￯ｬｩ の電要なる地阿には 、相官 ［ｪ ｬ 隔 ｉ Ｍｬｾ旨れする集倒的の路線式防火地匝の探 ｈｊ を試みたのであ

る。大阪に於ては 1出 }) なる何風陀到し、iトi北に亘る 三係 、即ち西61i 羽線、 間tj. 't痢川 に狭ま

る地 ｉｉｉｊｾ 、 日正問 、 心伐陥筋 ｬ 亡狭まる ｌ 地 ｛ｴＮ Ｍ Ｚ［ 、 来航繍 Ｑ 川 、 天市 Ｑ Ｑ 橋筋に狭まる地 問 、 ＧｩＢｦ川の幅 ｈ

t J Gにー1I 1T Ｇ Ｑ 三 ｊ Ｇｊ ｃｦ ｩ 三 ＱＱ 汀の幅 ｌｩ の集閤的路線式防火地ｼ応ぞ以て Ｚ［Ａｾ ｊ し 、 都心地船 場の大集聞と

ｾ系を保ちて者 ｛Ｑ 心部の防火に完繋を期せんとし 、 是当てを ｾ ｛ ｬ 心として縦割 ｦ ｻｬ｛ 走る巨要幹線の

州! ! I] )x者Ilr [ l 周阿部に走る放射 、現) j ) C の高架線下を防火地問に指定して 、都r[iを数同1 tDJ{I[細

分し火災の延焼防 u. に供へんこと脅期せり。叉j炊楽地は火災程生度も多く火災保険合枇に

ても危険視する所であるカ、ら革ｊｩ Ｇ ｬｬｴ 界、 道頓坊 ｮＭｾ｜ｉｾ ，ま集間的防火地問 ｋ 桁定し 、松 島 は周回

vc i"f JI[ を桟らす地帯なれば路線式とし防火に供へたり 。

避難場所の考察。

ｩ 断続場所として都 心部に於ては 船場 、及中 ノ ｊ 日の防火地 ｉ ￆＧｾ完成の暁は ｾＺＡｪ 首効果を裂揮すべ

きも、メトの昆比較的安全地と見るべきは都心部に近き蕗は 、城東練兵場、天 王寺公開 、中

央 ､ ｊ 場 、新淀川ド付近 にて共 他郊外 の本地より外なく 、 是ｾｾに遁歩 、 る放射路線の雨側の防火

地問に就きては相常の考慮t .d 弗ひたり 。ill 嫌に闘し尤も攻究を要するは港開である、港区

は人口升 十 三 ｴ ｩＮｾ 併を擁し 、木津川 、 尻無川、炎治川及 ｩ 毎に間まれにる島 で あ っ τ 、 河 川 交通

を長要視して尻 ｊｲｲｾ 川には架橋なく 、 安治川には源兵衛 ｩ 度しに陸遁ぞ以て西丸傑に連絡せん

とする一道計金あるのみにて 、束ん は数楠そ以て四阿に連絡する地帯な れば 、大 火に見舞

lまれた! 味j控雛者は九係方商 K 殺 到 しi度橋附近の混雑は名献すペカ、らざるものと考へらるる

ぞ以て 、木 津川 西岸には集闇叉は路線式防火地問に指定し災害に供へたる も、負 能力の乏

しき所なれば桝fi 完壁栓} 闘し襲ftーきを以て 、次期のDl li 暖{ I [ ' ま防火地原建築補助金の交附も 考

応し充分の指定をなしたいと ，思ふ。

高架線下を防火地直に指定したること 。

ｩＩｾｩｬｬＭ ｊｫｩｦｾＺ 道線 、城東線 、 電車ー阪念 、 新京阪 、ｼ 疫不日空容の諸線は高架複線にて Ｑ ・ ＡＱ 惜の ｉ 隔

ｈ をヰ Ｑ ・し 、 叉日さ 三 問問の所であ りて ｟ｾ ｾｉ ， の防火明ぞな すを以て 、 高二間以｟ｉＭ，の所には防

火地 Ｑ ， ＱＱＴ や桁定し 、 高架下を建築物として工作使加するときは 、 外壁 ｾｴ 他を Ｑ ｪＱ程防火構造と

なさし め、効果的の防火慌たらしめんとせり 。

路線式防火地匡は成るべく完成したる路線を撰定したること。

初期防火地問指定常時は者Ili li ;; 十議道路案すら完成せ? 、完成遁聞は蹴泉{ l [ j!si d"" ざる妖態

9  VI  



にて、 )1再来摘張 F ぺき遁路に防火地府守桁定ずるは 、諮 問 機 築 卜. 不使 Jj: 生すぺきを[ O1 ' ¥*l桁

定を i阿めてよか範問I ' C 11 め 、メト毛穴折定にも同校なる考慮teJmへfこるも 、納lま重要なる幹線一卜.

11昨夜共他数綿は未完成総i! に桁定したり 。

メトミ欠の防火地阿 ｴｊｉｾＧｽ 長ｉＧｃ Ａ ま 、 多 年 ｬ て亘 る 耐火構 ｪ 主建築物の低特低下による 一 般 Ｑ 時 ｊ 伎が 、 重

要な る 閃をなしに 事 は弔はれ ぬが 、 本 ｼ あ令 の ￟ Ｉ ｪ 火地問憐 ｾｈ 立に都 ｔｬ￯ の 防火 、 防 窓建築 物 の

千ー? 及促湛運動、殊にl函館大 火 、 限:>] i・防然irlI守? の女子時機 iζ 有効適切なる都市武装促進運動ぞ

起し 、 ｾ､Ｚ 合 ｬ 亡 Ｂ乎 ひ且 卜 りすこ事は Ｑｊ ｦｾ 張 ［ 表の Ｓｗｪ ｲｬＺＱに 重大 な る影響ぞｲＮｬ ｦ したの である 。 此運動ぞ ｬ￭Ｇ ｬ

後 一府強調機能す る ときは 五 年以、内陀夏に地問而積ぞ1:' fJJII し42べく 、11年311: 我がf必ずマの+'}長

fこる郁Tl i武 誕 の質 現 も近きにありと 考へら る。
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漸 く 躍 進 ぜ む 乞ず る名 古 屋

井 上 新

最近二三年rmの1 ' ，i日屋市の脱退娠は 、賀に 日間しいものがあ る。産業) J 而 l亡、統柄カーI前

ｬ こ 、ｾｾ 他 の総てのん Ｑ 耐と表 ｉｗ Ｎ しい 渡Ｉ Ｎｩｑ t..e示してゐる。者Ilrli 計51hノJ 而 IC も若々光宜せる施設

が 、 ＱＮｾさ ￼ つ ｌ あり といふことは 、 心強い限りである 。

ι も1' ，i' i  w. は六: ) 消防li ｾｉ Ｚｴ 、 人 ｮ の 勲でも叉而騎 の 対で も 、 ｊｬ ｩ ［ｾｾ 大 ｬ 坂 ｩ こ 吹 いで 、 中京とし

て泊三杭のi訪をヰ了してはゐるが 、 ĵ J俗的 tこは他のII. 大都市とよじ11史して遜色がある桜花忠へ

る 。 ー ｲＱ ｶｃ 去へは 川 ｻｉ［失が抜け 切 らないのである 。 こ れは今迄 ｩ 亡待 て大震火災 ｾｲ の天災 の

ｩｾ［ｾｾｾｾ 凶 ｨ り受けてゐない 、 いはピ者 ＱＱ Ｑ｛ Ｑ として無罪 Ｑ ｝ 戟な献態 ｬ 亡 、 ， ￌ＼ ｾ、ｉｩｦｊ芭かれに結果であら

ｩ と 思はれる Ｐ ＱｩＺＢの日 吹 を ｰｦｴ ーの Ｑ ・ Ｒ り Ａｊ＿ ＯＡｦＢｃ し ゃ うといふ 、 保守的な城下 ｾｮ の護 ｩ 主し仁 も ので

あるカ‘ ら、東京x は大阪のHd亡セカセカした 1-1苦 しし、阪 さぞ ちて ま: 歩 、京都風の如1")Iとも 1

ツト リとした落ちす子き のある 11汀lこし度い と願ってゐ るのである。成程一宗11I T時代嫌倉時ー代 l己

主 ｬｩ てられた建物が ｔｉ Ｉ ・ Ｑ ド ｬ 亡砂カ、らす見受けられる桜花 、 ｾｉｔ カ Ｎ ［ｾＱＱ ｾ＠ 、7ごりに落ち若 きはあ る。 然

しそ の務ち詐き たるや 、京 都の洗練さ れた落ち芳 きは見られ今 、月Ir 謂打11守J込く若年ち者 b、て

ゐる J慌て'dl る。六大将Ili [l のーとして 、その而 l...l を保つには米fご米t:." 未完成である。

然れともその未完成なとこ Fうが叉艇もしし、のである 。他の括11 I[ i殊 i乙束点大阪の桜な とこ

乃は大鰐完成された都市 で・ある 。いはピ老成した将Wf! i である 。 それ によじぺて 名古尾は夫完

成であるすごけ l亡、1!:f "j"'- の73気に燃え てゐ る郎Tli と，)，1..る ことが/ I ¥dミる。在; 成東京叉は大阪よ

1) 、;!戸l三名古 尽の j将来の稜肢は別して，) ，1.. るぺきがあるすごらうと梨が持てる。物{ 民桁数が111

U、Ii[ I f[ i f'i': 、JI年来への鑑民性が多分に約束されると云はれてゐる 。都ili が護脱すればする科

!j'l /J1'lt 桁1訟はJ干って行くものであるとのことである 。名古足もむili なるピッ チを_I -J j て臨港

し、今期f年以は十数年ならすーして束京大阪 と日を放べ渡利 fこる 中ぶの地; j ; を ，'，むる時} ，しら

くはボ京大阪と殆んと 同級の!j'l;J1' rl桁数ぞ万三すもの と忠はれる。そのH寺こそは j好調老成せる

ＱＧ［ ， 片 足に なる のである 。 永 ｕ 、 Ｑｉ 日 の Ｑ 命交 の夢彼ら れて 、 今や名古 屋は ｬｦＮＱ ｾ ｪ 運途 Ｑ Ｍ Ｎ のスタ ー ト ｬ 亡

立ってゐる のである 。

1"，i
J
j 尽に於りる! 1 i . i 小蹄は 、名古屋解より京間に 11ITの心臓部を" [ ，13ill せる 1-1 nの防総である

旅行者が. r ， .，Jj fi 去を訪れる時 、先づ最初 IC印象つ りられる大道路で・ある 。 i!"ii :定的 l ζr l' 心とな

ってゐ るこの活路lとして、而 も、それに而しτ 雨1J! iJf c ｾ ＧｈＧ ｩｾ ［ 米ずご空地が見られるのはどうし

たも の であらうカ、 。 こ れは防火地問 の 桁 定冶受りてゐる Ｑｾ で 、 主 ｉｉ 築する場合はどうしても耐

火 柿 立 ｩ でなりれはならなし、 。 耐 火 桃 芯 とす る Ｑｾ には 二 階建伎では不終桝である 。 日 Ｉｪ ｴ の も
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のとせなければ而白くなし 、。 そうなると、土居ぞ貸室として配置せなりれならない ことに

なる。J i l 1が この貸 家の利川者ーが現不iーでは案外砂し 、。従ってそ んな建物を建築 しても j '): 概 lモ

合はないといふオチになる 。而 も他地) / の 投yttct' 技fこなければならないとなると t MMであ

る。士山元の商賢人は木遣二 1; 持主主の奥深い 』i; に1J H、i凌ffl誌を誇ってゐ るj伏態では 、去!1々防火地

! 日の完成はfZ1か 、耐火t . IYi . 芯のl ! 1 物さへ持々 しく増加|して行カ、ないの は日然 である 。然し中川

く最近になって漸く目A しいものカ'; /1' ，来る松になって d Uこ。大阪刺r 1 ;() rl時l支品 1:， .f， i'ifiぷー筏

塚劇場 、 三 Ｔ Ｑ Ｍ ，物産 、 三井銀行匂 ｲ が堂々たるの姿を現し 、 叉閤 Ａ際矧たホ テＩＡＭ 、 三裁ｾ ｦｦｾ ｪ 事業 Ｚ 工

事中である。

j民小路筋も 漸くその而口を稜予Tf してpk仁枝 lζ 目、はれ る。J j . 正小路 lζ 次 いで若々大都 i li とし

て の 幹線として、 ｊｾ 手し カ、ら ぬ ｦｩｦ ｊ 去 ｖ Ｎ･Ａｬｦ ｴ へ ｊ 伐と してゐるも のに大ｴＭ ｬ ｴｬｬ ｬ ｔ お ｩ ｬ がある 。 その 北端に

先年市役所 がｻ多料 し 、 その 隣 ｩ 亡接 し て蝦 ｦｦ ｩＺ ｾＱｾ 守カ、仁 ｼ 下 工事 中 であるが 、 ￯ ｯｻ ， ｪ プ ｦ 熱 川 の護 肢 と ｾＺＩｉ

If 予略して 、急激なる準 ;J 止を示しつ L ある。殊 l亡松阪犀附近はmiJJ 、聞の般感 を、容は むとす

るのではなカ、ら うか とさへ忠はれる依になってd Uこ。

IVJ" I三芥 K は ちi 'i 屋解が現有のi鰐より北方氏 、移料する ことになってゐる 。 それに作って

新眼前より来へ 、 !¥J [ ¥2411f1の慢の Ilrr l' Ji1カ1 開設 され る ( 伏見 ll1f より先きは181間〉。 これ と同

時に新瞬前のｼ高実 Ｇ ｊ 整理 Ｈ ＲＷ 前町名古 屋 市 ー長 ー施 Ｚ りをなし 、 大者 ｉｬ ｮｩ の主附として［ｴｦＺ Ｑ 臨しい ｾ ｉ Ｇ

3h施設が若々準められてゐる 。 その時ニそは名古屋も芭殻を! 此 し、 モダー ン大名古屋と し

てデピユ ーす るこ とK なるのであらう 。

イ ｛ｩＺ ｦｴ 吹城 より熱田 ｾｩｬｬ ｬ 宵迂 ｉ ｦＧｾ ， ｪ ニＡヒ ｨ こはＺ通せ る本 ＰＱＱ 綿は 、 不 ＱＺＪＵＱＱ 刊 の 巾 ｈ であ つ にも の すご が 、 大

関 が1: 日屋筋 であるすこめ トラックの交姐激 しく 、荷 捌 きに似 る不伎を感じ 、先 '<p. Wi 小 路 よ り

北 を JIJ .H ＸＱＱｍｉ こ憐張し 、 故近 ｪｬｫ 小路 より南公 Ｔ ｾ ｬ ｬｉ ｦ 料 Ａ迄巾 員 Ｙ 間 ｙｌ ｴｊ ｬｱｾ 長され 、 ｚｅ 糾はク ー プ

J レとなり路_I-，に電柱の; ;与なく 、質 K 消ーんしし、現想的な道路 となった。而も 建築物法による

辿築制111亡よって 、地 元の 自護的施工によるも の で、都市計務上特''f t:大 7li すべき↑ 削也カ、ある

と忠ぷ、 。それに 開聯せる凝り 拡大須の ｾ Ｇ ，Ａ 討 を 、従 来 の ＡＧ ｭ 雑ｾＡｬ ｴ 秩序なる ｩ 伏態より救ひ 、 統 制

あ る 理想的盛り場とする ｉＦ ｾ Ｚ ｊｾｉｊ 袋町の ｉ ｻｑ が進められてゐるのは 、 イ ｉｉ ｊ よ りもが［柿なことである

泣く imIJ 一新せる大須となり 、感り場は斯くあるぺ し、 といふ)L* そ示すことになる fごら

フ。

jlk近 の耗Inli 計整地) ) ・委n千? で、附おilが-di 部 01; 部の連絡部 l亡於て不都合な楠をヰI し、ヨど泌上

京 Ｚｉ ｾｾＺ を起して ゐ る 。 こ れに到し夕、 ＱＱ 事施行 Ｎ て・ ＨＱ ＱＱ di計金事業 として制取 りをすることになった

これ によって拡パ ド ならす し て 、 干 ｢ 部と郡部と の交 通運輸 ｉ ｾ ｍ Ｑ 系は 図付＿に な り 、 永年の悩 ｴｨｾ ＿ ｦ

ii'f することにな り、愛知燃の産業を盆々準 j長させ ることに拍車そ力11へゃ う。嘗 て内務約者11

-di 計書課長fこりし篠山知事の英断K 今夏乍ら敬服の外はない。

広前 絶後ともい ふべ き英 大な る工ｊｦ ｾ千 数百 Ｑ Ｑ ＱｾＱ 国 を投じ 、 大なる峨中 ＱＺ を妙 ｊＺ っ て峻〕ーせし ｾ ｉｉ

川 ＵｩｬｬｩＢ ｦ も数年 の 問は、 一 般 ＱＱＱ Ｚ 間 よ り ＱＱ 倒 う だの 的とな っ て ｉｉ ｛ｾ ってゐ ｦ こが 、 近Ｊそ の 沿［ ｾｾ Ｚ 地に ， Ｉ ， Ｇ
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ツボツ倉庫及工場が建設される絞になれその終駄目11名! 日昆瞬時 iH! ¥j のth留り堀留 に先 11 堂

々fこるl柿 ¥11倉 庫及 州 場合 Jl ifが建てられ、11年*5illi"l 利川者のおにも111へられにことは 、愈々 jill

ￌＢｩも賀川 ｪ 闘に入 っ たこと そ物語って ゐ る 。 永年 ｊ ｉ Ｚ Ｇｙｩｪｾ されてゐ＿こ注 ＱＢＱ の汚水も木 ｪ ぽ 川 のＨ ｾＷｫ

によっ て フラ ッ シユする 計聾が 立てら れて ゐるから 、 近くＨｾ 化 さ れるこ とに なると忠ふ 。

､ｊ の針 Ｉ ｊ によって殆んど ｾ Ｇ￭ＧＺｔｬ ｩ 1"[ 亘って 、放沈下水道が完成し 、|υJ 1'.マ.凶 f伯品

ｹ水 ｋ ｾを旨 ｨ晶 注王羽理 ｔ里 二 し て ゐ る。 ｪ斯臼針 ｦ く先ｻも 悩 ｊￎ“￬ｉＱ 沼され ｦ仁ニ ＮＺＮ｢ 施包似［設立在々，イれ ｊ 効に利 川 する ｩ鳩 ＺＳＵ 陀 、 我開放初j といはれる 、主主

築物法による汲取似J 9 f 然 Il 同 域が 、 この 4 ) J  1  11に桁; . t 質施され仁。 その IM; j或は 、i li O) 心

臓部とはされる部分で止とは公 ｬ ＮＺｩ ｬ 記 ｾｉ ，ｾ， ｪ は自Ｍ［Ｑ ＱＺ Ｑ ｜ 町線 、 ｬ 但は塀 川、 北は ｊ｜ Ｎ 端線 、 これ等 ｬ ζ ｼ な ｬ ま れ

たる Ｍ ｊｾ ｊ である。これも数年ならす、して放 ￹ｴｴｬ 亘域全部 ｬ 乙 ｅ って汲取そ禁止ーされることにな

るであらう。者1I di Ｑ 乙 』 ぞける 汚水 の昌司Ａは 、 保健 ｩｾｬｪ ｾ Ｑ ミ 卜ＧＮＺｬｩ止Ｇ ｜ Ｇ Ｎ や 議論の 僻地はないと ＮＧ Ｎｬ｟Ｇ，，ＮＶ、 。 ｊ ｾ

如何に して施設ぞ促進させ るカ、と いふこ とを考へれば 好いのである。名古屋は地勢上初合

ｬ 亡必れてゐたので 、 Ｇ｜Ｇ Ｎ く 宜 現 Ａｉ ｜ ｾ た の は仕合せであ る。

ニの外八事山) /1市共仙のHoUi 文地lh五十日人i三に9Hする計2t 下、者1Idi ;l 十去J -. 諸植の研究調査がな

されてゐる。恰も ＱＱ 民れる獅 ｲＭ が起きずこ間のある名 ｉ ｾ 屋 ￯ｬｩ が症｜ｾギきながら 、 急 テンポの ｾＴｾ 進

を始めたゃう とする*fj もしい姿が 、現イ1:の名古屋である。11可・? : I とが大に期待!-I J?;kゃうと足、ふ。

そ れに ｬ 昨年春築 ｩ 住 Ｉ ｊ ・而に Ｑ Ｕｩ￻ｾ 昨の 地を卜して 、 Ｎ ､ｩ 巨 ｈｾ の汎太平洋↑専問合が三百 ｩ ｩＮ 十 戸 ｾｾ幽 の

経由ぞ以 て、 当 ｉｾ 々しく ｉ ｊｦ Ｎ ｊ ｦｩｾ されること になって ゐる 。そ れ迄に何とカ、或る程度迄総ての事

業の岡山ι ぞつけたいと全市民が努 力 してゐる 。 "({利 12年ぶには名古屋 も見逃えた伐になる

であらうと楽にして待 ってゐる 。( 完〉

1  3  VI  



大 阪 市立 美 術 官官

冨 士 岡 重

煙の都な以て象徴さ れて J;y る大阪は 、主主惜の昔11であり、y . . 生産の昔11でもあった。 それた

りに経 憤 的 ｖｌ ｊｬ ｪ ｴ 物的につ き進 んで行つ 仁 が 、 Ｍｾ ｖ 翻って凡ると文 化 的に ｉ ｊＡ ￉ 心的に 、 甚だ 主 主

疎なる憾みがあった、満たされぬものがあった 、衣食足って組問iぞ9:11ると云ふ言葉がある 、

衣食が)E って来ると自分ら の不作法さが気付カ、れて来る 、依りにうるはし、の な さ過ぎるこ

とに気附く 、われ等が誇 こる 大大阪にも正にそ の時段、に王11ったものと 云ってよい 、心のむ余

裕が ｉＫｾ｡ ミてＪたも の といへる 。

市立美術館は 三百;(l i;Th・民のこの要求に l監じて生れて* たも のであった。-人‘ |仮-rli 1( 1ともフミ

術 を鑑賞 し 愛 好し得るだけ の除裕が ｎｾＪ て Ｊｴ こ の であると凡られるぺきである 。 ｽ￬ｪ も大阪

でも一部金持の間では古くか らこの俄裕はあった し、必i主2誌は決して少なくはな カ、ったコ

しカ、 しそれはが' J 1めてーよか部分の好事家 lと|彼ら れたこ とであっ て、夫Nt iil Hと云ふが如き 大衆

的ib- 民的のものでは ない。

従って今二次竣成 しfこる美術館は 、大衆 l亡開放 された淀術の股立 であり、 rl l一民訴淀心の怖

を機 ｉｾｍ でなけれ ば ならぬのである 、 その意 味 ｋ 於て他 の ｬ ￮ 可知型 の ［ 淀術館と雌ぞ巣 ｩ 亡しに佼Ｎ

命 を有するべ きも のと云はなりればならない 、われはこ の美術館をしτ 先的政益の機|外Itこ

る の 峨能 を 十 分に蛍 揮 される こ と ごと 期 待するとＺｊ Ｍ ｾに 、 ［ 文化省 ＱＱｉ 打としての悲 ｬ 亡 肘ｉｬ ｾ ｕ Ｎ をなせる

ことぞ欣ぶ ものである 。

設 立 の 経 過

設立の計豊は誠に 占いも のがある 、e.Vc十数年以前ん)l反i ldこ於ては他 i li f乞半先して五術

館 の建 設ぞ計聾す ると ころがあった 、即 ちそれの概要を刊記す れば 、

大 正九年 、市什 iMni - ー 御 1" ll 駒子参千闘に ，JJ; ｾｦｩＺ百 ＱＱ ＧｩＡｾ 凶 ご と Ｉ ＱＱＱ へて た Ｑ ， ｬ ｬｩ 官 ｙｩ ｩｬｬ 設計九設す 。

大. LL: : 十年 、えt設敵地 未完 lとして rl Ht 物色 lいなり しと ころi凶 1: ぷぷよ 1) 見1抑制";ill 設を伐1' 1ー

として 天王守茶1: 1111の本邸似地全部 主:， iIi に'!'):l lj ，t 1¥11日あり 、 fli は此を:克く 。

大正 十 一年 、 敷地 を Ａ 司 ｪ 列 ｬ 亡決定したると こ ろ翌十二 Ｖ Ｑｾ 聞 東大混災は本 ￯ ｬｩ の 不 念事業料 延

の j上むなきに歪ら しめ本事一業 lζ - iJi nt坐を* したり 、然るに

大正十五年、住友家の立退完了したるに依り叉建設の機運 l立川一び動き 11日和二年 十二 J J基

礎工事 l乙若手l，iJ五年五月餓.rl餓筋コ ンク リート 工事ぞ接 へた るが工事は程々 の事↑，!; 1'1: Iよl り

一時中絶の止むなきに至った るが1I{_1利八6-1'- r
1
f ひ外法工事 l亡者J: 、昭和十一年i L) J竣こi Je _!'L

V I  1 4  



2 階 陳 列 室 の 採 光

すこのであっ七。

］ ホ Ｚ ｫ ｗ ｊｩ ｬｾ の特色は 、

美術ＧｬＡ ｬｾｉ Ｇ ｌ 於ての生命と

も 云ふべき Ａ￭［ｬｾ ダ ＱＩ 主の ｪ 栄

光には})f l.l 'l トッ プサイ

ト ラ イトを 川 ひ 、 ＿凶 Ｇｩ ｵ ｾ

芥 の位; 丘ぞ IIj '': くして照

I而を 11月るくなるt' Rに且1

光線を採ってある 、故

に訳1J ! IJ よりの反射が除

去さ れ るのも 、共 ｩＧｃ ｾｉｄｾ

21定者か らは全く天主主、か

自に入らす・してuの11を

しさ を ｾＡｬｾ くする 効ぷが

ある、叉こ の トップラ

イトの内に数多の占光色 ランプを仕込んで夜間!1Rl りl s H' ，* る桜に したのである 、又三| 唱に

百 五十二 昨 四 百人 牧 ＧｦｩＮの ｉ ［ ｉｙￇ ｾ 止と 、 一階に五 十九 時百五 十人 Ｔ 欠 各の 美 術講習 室のある ニとも

此 ［ 定 術館 の 特色とも云 へ 版 。 地 ｼド階［噛皆 陀 はｼ仕凶 ［ι川 ｾ ｉ山叩 ｼに伊 ｦ宇判 Ｑ門Ｚ

ある大ｻ保呆符 ｨ広 ｩ巨 ｚＴ を ｫ も 備 へ て ある、 ｊｾｊ 副主 ｼ を 廊下で ｬ 刻み 、 他主と ｩ 塩 噺し Ｑ Ｑ 佐ーの公全扉を ｾ［［ ｬ へて

ある のである 、

先づ本美術館の概要を説明すれば、

所 在 地 犬阪市天王寺|孟茶臼山 、

工 程 起 工 昭 和二々十二月 f十九日

竣工 昭和十一年五月廿日

( 但H召手u五年五月十七日ヨリ昭和八年十月十三日 7 デ工事休 J I:) i: r 際工事日盟主 13ω 日

敷 地 一前三千餓均豆、= シ テ天王寺公園点部丘陵上ニアリ 、前面 ニハ大石階段ヲ以 テ下方 公

図= 連リ 、背面ノ、s<住友家時代ソノ l遜ノ i網翠ナ ノレ庭園ヲ控 7
0

建築面積 主主坪 4033.8平方米 ( 1222坪〉

延坪 12716. 1千万米 く3855. 0坪〉

|入j 地階 439 し3卒ブ1米 一11皆 4033. 8平方・米

三|滋 1088.0平方米 四階塔屋 91. 0卒ガ米

倫f也= 小屋妥廊下320.0卒方米

各 階 陪 高 地l潜 4.0米

一1I皆 5.5米 ( 9.7米彫刻室〕

ニ|潜 6. 5米 く側館) 7. 5米 ( 本 館〉

三階 5. 0米- 8.0米

軒 高 本 館地 上 21. 0米 〈棟マデ24. 0米〉

側館地よ 15. 0米

二|潜3122.0乎) j 米

1 5  VI  
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総 式 日本趣味ヲ基調トセル近代式

梅這種E要 架憐怪ノ、餓骨餓筋コユ〆タリート造= シ テ、建築室、彫刻室= ノ、鍛骨小屋組ヲ架ス、基

礎ノ、地盤面ヨリ深 サ Ｓ 米］主総壁惚下ヲ布摺ノコ ｾＯＩｊ リ ート打パイルト、鍛筋コ ｙ Ｉｊ リ ー ト基

礎トス、床版、階段、主要壁惚ノ、凡 テ餓roi コY )J リート 造ナリ。

平 面 衝 要 総J也|管 ヲ持ツ三|省主主= シテ、丘陵上= 図面シ テ後立ス、 地|潜床ノ、地盤面ヨリ l 米，r年 九

周国二幅 3 米ノド ライヱリアヲ姻 ラシー|潜床ノ、地上 3 米 = シテ 、正面及雨nllJ 函ヨリ石]r皆ヲ以 テ

玄 関 =主主 J レ、本官官ノ、各階共中央部、左側| 郎、右側I]}mノ三部分= 分チ 各新l境 界 = ノ、防火壁 、l妨火

扉ラ以テ之ヲ匿分 λ 、左側i部ノ、主トシ テ常設陳列ノ ;符メニ、叉右側IJ 部ノ、主トシ テ展覧令刈ノ ;ぬ

メニ設備セラル。而シテ中央部ハ直接陳列= 関係ナキ諸室 ヲ以 テ占ム。

各室I i ! 置地|替 中央部 一 一中央保管倉庫 、 中央下足室、』質問トｾ応、汽継室、化粧室便所、冷

房峨械室、

左側部 一一地! 港北玄関 、北下足室、事務室、自官j正室、舷接室、合議室、研究室 、修理室 、前餌l

場、荷解場 、大倉庫、配電室、T白書交換室、政守室、使丁室、館員宿主室、詰所、浴室、

宥凋B- - 地潜南玄側、南下足室、第一滋備展覧R t 室 、第二政術展覧合室、ニツノ研究室、聞

書閲覧室、園舎庫、一般会堂、厨房 、大JJ 慮、控室、

ー 階 中央部一一 正面玄閥、切符焚場 、大成問、廊下、 J91i 立ニ テ使用ナシ得 J レ1501市ヲヰ. J - ^ )レ

講義室、化粧室、便所、叉背後= テラス及ピ換気塔 γ リ、

左側部 一 一北玄関、切符 ｾ場、第一 、 第二、第 三 、第四各陳列 室 、 建築、彫刻 ｬ 陳列室、第 一 第

二研究 室、

右側部一ー南玄閥、第一、第二、第三 、第四各展覧合室、第一 、第二小室、

= 階 中央部一一大康部上部組廊、 休憩室、控室、武賓室、衣室 、化粧室、似所 、テレー ス、

左側部ー一一第五、第六、第七、第八陳列室、休憩室 、第三 第四研究室、建築彫刻室ノ上官11姻郎 、

右側部一一第五、第六、第七、第八展覧合室、第三 、第匹l小室‘ 大展覧合室よ部姻 廊、

三階 ＳＲＰ 人分ノ ｬ 市ヲ有スル大講堂 、控 室 、潟Ａￌｬ 室 、附 ｪ 必暗 室 、化粧 室 、便 所 、採光 ｮｊ 小 屋 ￯ｊ ｽｾ ｩｉｬＧＭ 、

四 階 塔屋昇降機械室、水構、フアプル ーム、

階段 中央大崎段、 y ノ他主要ナ ノレ階段六階段ヲ布ス。

外 裳 仕 上 ゲ 地l潜窓上泡I t 闘石張リ、 ー;:.皆j滋上迄タイル浪人以上刺蛇腹迄リソイド塗リ ニシテ

t & ¥人口組リハ琉球産トラパーチ :;/1.長リユシ テ屋 恨ノ、永小1' i 1l l ' i 瓦本瓦土I キ、t栄光怪慢ノ、 λ カイ ライ

トパー精子ノ、ヒアノレキ y トy 綱入石骨子 7 使用ス。

内滋仕上ゲ 壁面ノ、各陳列室ノ、ｽＡｽ Ｚ 仮杉板張リノ上］染色 Ｈ 級紫色 Ｉ 上質腕 ｩ Ｎｻｪｪｾ長リ、展覧合 室ノ、 杉 Ｉ Ａ ｩ

板張リ上= セロ テツタ λ 張リ: J . . ノ、麻市張リトシ、他ノ; 室ノ、一般 = プラスター又ノ、 プラ λ 9 ー水

性塗料仕上トシ待嫁室ノ、べ 〆 キコンピヰ ー シヨン叉ノ、拭 キ ｬｾ リ仕上ト ス 。

天井ノ、プラスター又ノ、プラスターノ上水性塗料 . 或ノ、プ ラλ ター、火ノ、 r: 11!!， 王ノレタ ノレl火{;J ク等

トナス。

床ノ、各l管陳列室 、研究室、投資室、館長室、閲覧室、食堂 ノ、 ォ- )J ノフローリング・ プ ロッ 夕張

リトシ各展覧合室 ‘ 大講堂、議管室等ノ、はl 宅: 様床板張リ、正面支閥ノ、1ti 弱平i張リ、大成!品1左右

ノ玄関、ニ| 管週廊、厨房、化粧室、 f県所等ノ、各種ノタイル張リ 、廊下ノ、人造平Iのfl l : ¥シ、地|活断

下ノ、アス 7 アルトモルタル 、 トスノレ。

館内務設備 陳列室及 ピ展覧令室;説明

一 階］於ケル第 一 、 第 二 、 第 三 、 第四ｼ線列室 及ピ展 ｾｾ令室 ノ、 採光方法トシ テ ｮＱＱｩ是正ヲ採リ 、 第五 、

第六 、陳列室及ヒ・展覧令室、建築彫刻室 、大展覧o室 ノ、す1光R示、 二階ノ第七、第八、陳列室及

ヒ Ｔ 展資令室ノ 、頭 側 ＱＱ 宮、ヲ採 ｭ セリ、向大展覧 令室ヲ除タ各天ｾ＼、 Ｎ ｊｴＨ￟ｬｉ ｊ 怒ノ、屋上慾ヲ供へ テ二 重悠

ヲ匁 λ 。樹子ノ、「サンゴバン J .五ミリノスダレ石骨子= シ テ比 ノ爪側忽ノ、、此 ノ種陳列館ノ孜凶



最初ノ採光方 式 = シテ、之= ヨリ 光 線ノ、観覧釘ヨ リ毛1J51J!'7 明 J レグl! 買ラス 放 = 、E常子ク ース =

納 レ ｊ レ Ｒ Ｕ 面 ノ反 射 ヲ 比 較 的 免 レ シ メ 且 ツ 淑 ｾ ｚ 村 ヨリノ天法 〈 ノ 目 ］入 ラ サルコ ト エ ヨ リ テ 目ノ 陛

輝 ヲ ｼ 釣 平 、陳 列物槻 ｲ ｴｺ 上 ］ プミナノレ効果 ヲ 納 メ ｾ ｾｽタ リ 、 且ツ ｉ ｊ 、 原 Ｒｾ ノ 、自 由 Ｍ ｾ ｩ 並 行ナシ ｩ やレ程 度 ナ

ルｾ メ］ 、比 ノ ｬ 好 ］ テ 天ｲｩｳＮｾ I 掃 除 、;忠光 カーテ y / 誹j筒、 陳 列 室!照明 )11ノ電灯 ノ加減ヲ 儀 メテ

容 易］Ｍｾシ 従 ｊ レノ似アリ 、 前 ｪ シテ 陳列室ノチ ｌ テ 反 問 ｦＩ ｩＡ ｊｊ Ｉ［ / 設備ヲキ1・ス、展覧 待室 ノ、 右ノ設耐Ii ノ、

同下有セザノレ宅 、他 円陳列 *1吋悦 ヱ仕 上ゲ J レノ )11;，なア リ、

各室ノ面積

第 一 、第 二 、第 五、第 六陳 列 室 1各 45坪 第 三 、第 凶 、第七 、第 八1*列 室 l 各85坪

2.!"i.- 、第 二、 第 五 、第六展覧合室 j 第三 、第四 、第七、 第八 展覧 Fr室 j

建築 彫刻陳列室 、 大 農 ｾ Ｇｚ 令 室 各 ＱＲＷ 坪 各 小室 各 9 坪

第一 ｅ瑛集 備展 ｅ賢 ， ｚ ｾ伶干釜 4必5坪 t第f存4二E畿象釧制備illR展主t覧官T令干室 3ωO坪

'壷E塁壁2薗 J 延 長 l隙味列;室室 20ω1. 5問 展E覧官令室 2却O∞O

倫各 ｬ陳 線列 室 、 ｂ ｅ ｴ ｴ ｔ 平室共 臨 時必ｾ仕 切 ヲ具 ゥ 、 叉 第 一 、 第 二 、 第 三 、 第四 研 究 室ノ 、 場 合 ］ヨ リ

待別小 陳列室 ト ナ シ ｬ ｾ Ｎ ｊ レ設 ￺ ｩＯｬＧＷ有 ス

第 一間陳列 合 本 年五月 二 日ヨ リ五 月二十 IcI ... ヂ第 一回帝展 大|波 rl i.i l R列 伶ヲ 開 催 シ1* 列 室 、及

ヒ'展溜R r 室全部 ヲ使 JI-I シテ且ツ放ヶmノ臨 時 必立面 ヲ加 へテ日本 必211.'1¥占、彫 刻 19.1) 占、 美 術 工

悪事品203.rJi 合計43311，¥ヲ陳列シタリ 。

暖 房 換気設備 地 :皆汽機宣= セ グシヨナ J レポイ ラー三基 トス トーカ- s 気 7 ア y 、排気 7 ワν 、

空 気 洗i像機、 空気iほ過機、 加熱 機、 各種 ポム プ、 Jtf 也諸機械 ヲ設 備 シ、冷房機械室 ユノ、冷凍

線、 空気洗激機、主主株 啄械 、加勲器ソノ他ヲ備九 、叉 四階t笹屋= ノ、水階、排風 7 ア :;/ヲ 設備シ 、

ダ ク ト、 パイ プヲ 各室 = i邑タテ共装置ヲ操作セ シム。

温 風暖 房設備 各陳 列 室、展覧R r室 、及ピ小説堂 ユ之レヲ袋 ii't シテ温 度 ノ暖房 ト換気並 =- i，は皮剥

笹ヲナ サシム 、

直接暖房設繍 陳 列 室、展 覧 伶室/ 他 / 各室 ノ、放熱総 ヲ配; u: セ リ。

換気設備 三階大講. ; 室 、地l渚ノ持l革、! 厨房 、地潜1瓜所= 設備 λ 。

保管庫濃度調書E設備 |味タrJ物 品 ノ保( : f . =- 府全 '7 Ａ日 ｩ ス ノ レｾメ ］ 地 Ｑ Ｑ 皆 ＧｩＧ ＺＡＩ と 保 管 庫ノ、待 ］ 換気 ＮＦ ピ 滋 皮

ノ調 笠 =芯; ヲm ヒ、自動的 ニ且 ツ経済的 = 適地i盛減 、及 ピ温度 ノ換気 ヲ 奥 7 可 タ設 uiJl セリ 、悶

悶壁ノ、 コレ ヲ 低 張 リ ト セ ム

給水及 ビ消火設 備 給 水 ノ、 i行設 ノ水 道管ヨ リ分岐シ 、汽 継室 、l武房、浴室、各化粧 室、悦所及 ピ洗 凶[、

手 洗、シ Y Jj 水 呑 器 ソ/ 他 =-if: 水 λ 、治、火+圭ノ、各廊 下 = 設ケ タ J レ消火栓納箔 IAl =- 袋; 託シ、水 道 本

ｾｦ 卜 主 ｬｩ 絡 シ ｦ 苛 Ｎ Ｑ ＼ i会'T =- 電 働 ;t." y プヲ設備シ 、i 1l'火後焔内 / λ ヰツ チ トilii 洛セ シメイ民事ノi妓ノ、直

チ ニ ;t.":;/ プヲ i準備セシム ノレ除設備 λ 、倫 ' " 建物外部 ユサイミ ーメ コ y 'I、 タシヨ ンヲ 設 ケタ リ。

衛生設備 各{瓜所 ノ、凡 テ水 洗式 二シ テ流 出セ ル汚水ノ、浄化押l 二導 キ下方 下水= 白然流下セ シム。

瓦斯設備 厨 房 、浴 室、使丁室 、喫茶室等ニ配管設備セリ 。

電 気設備 市電気局 ヨ リ供給ヲ受ヶ 、交 流.33'J 0m- Jレト三側二三線 式 = シ テ地 階 鑓定室 ニヲl込ニ 、定

灯 及 ピ危 熟j羽ト シテ100 キロワッ ト、動力用 トシテ150 キロワッ トヲ設 備 ス。 各 階分氾 悠 マヂノ、

三キ目三線式ソレ 以降ノ、i制目二線 式 = 配 電ス 、ニ|潜陳列 室 = ノ、持 =- I ! 賢明ノ効果 ヲ計リ 、!日1峻' 照明

器具 、及 ピ天井裏内=待殊装置ヲナシ査光官1:1.1ヲ具へ 、必r: l1iJ fJ場 =官i11 7 、電 熱記長武資室二 12 キ

口、館長室 、際 接 室、及 ピ事務室= - 1 キロ グツ7 設 備 ス。

昇 降 機 中央部 ニ 人 良 川 及 ヒ ･ ｩｴ 客雨用 ノ 昇降 機 ヲＭｾ グツ 設備 ス。

電話、 電鈴、 電 気時 計 官ZZ苦ノ、電話 交換 室ノ、共定式 ! (iJ :主席交 換 機一芸 7 設備 シ館内各室36ヶ所 ヨ

リ弟 ｾＩ レ 各 線 ｬ 、 、電 話交換逸話 Ｗ 操 作ス 、電 鈴ノ、館 ｬ 正 室及 ヒ・ ｊ ｊｾ ｦｦ，室 ｊ ｾ 他 ヨリ 使 丁 室 ］ 主 ｬｩ 総 ス 、 電

気 時 計ノ 、 親 ｂＮ｜Ｇ ｴＮ ｬ ＧＷ ， 事務室］設置シ 、 各 室Ｏ 三 十 ｩ 岡餓 ノ 子 ｈ 何 十 ヲ 操 作 セシ メ且 各 階 ］Ｍ ＱＱ 島幸 世 信 ｾ Ｗｒ ;1 

をまセシメ得 、

工 事 費 百三十 部五千餓臥1

2支 計 大阪市役所管 絡 深
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現 代 日 本 工 萎 の 諸 問 題

上 野 伊 三 郎

世界的鰐替混乱の械に乗って日本:陥出貿易は長足の進展栓途け、工塾品もその一部門と

して ｍ Ｎｉ ｾＱ Ｚ ￬ の陥ＯＫ｜を見る桜になって朝野の注目を在き 、 そのー府の閥心と優良工塾品製作へ

の努力を見る K J' lj った事は工謹界の1;'$めに民賀 KJ 甚へさ' る品であ る。

古来日本は優秀なる工裂を有してゐナこ ｋ 係らす近時大資本主義の稜 ｲ Ｎｭ ｋ Ｑ ｾ Ｑ 、ひ優良なる立

匠はJ庄ち陀盗刑され、技1il t T 家事術家はすべて資本の座j Uぞ受りて忠趣味の il 文 K I，I，lliせ.さ。る

を ＴＳ さＧるの版態に陥ったこと し 西洋文明の倍々 ｦ こる投入に ＱＱ 支惑されて俸統謹術の柿示ｉｪ ｬｾ 旨

失った事等に依って所謂 1/ ナツテゐない 11 献活必現出するにま11った，。

帝展の凹部を見るがよい 、俸統的なものは古来のもの L コツピーであり 、西洋風のもの

は凶洋のコツ ピーであり 、所謂新抵のもの L 、コ ツピーにJ ドざるものは聾術的精神なき肝

衣服的のものに過ぎなし 、。

只入選作丈りあって技術は俸統的な立法なものを哨してゐる事が認められる 。

元来日本人は手工 K 於て世界的優秀な人種のーであり 、此黙凶洋人とは隔段の上位 K T. ii

る事によ って日本に工惑を起して11令出貿易を盛んなら しめよ うとする事は最も遁立な事で

あるが 、 術展に見 ら れるが如く我 閣 の現 ｊ 伏 は意匠の ｊｾ ｉ 却を 如質に示してゐる 。

さ5術は人格の表現である 、12: 匠のf { 凶は袈Wf 家の袈Wf 的人i怖の貧困を示 してゐるのであ

り、叉持要家側噌好の貧弱を示すも ので もある。

前た ￟ の 如く他人 の ｦＱ ｾ ｾ旨コツピーする事即世間する事ぞ ｊＡｻ ， ｬ ぷとしない桜な卑劣な人格カ、ら

優秀な るM匠ぞれl-る事は不可能事である 。

整 Ｑｾｪ 自句人持者は ｴｬＡ 才 ｉ ｴＮ Ｚ長 じないのを ｊｾＨｻｩ 固とし 、 民衆生活に ｩ 七較的俄俗を有した昔時に於

ても 立 祇 な笹術家は物 質的に不過 の生ｾ送っ た人が 多カ、っ たのであるが 、 生活の俄裕甚少

い現代に於て優れたる整術家の生活の困難は盆々 甚し き ものがあって 、天賦の材ぞ飽き 11主

ら本 しく附答の呆!: K;l.f'" つるの JLむな きy状態 t亡王11 らしめる氏甚多いのである 。

斯くては岡家人物経憤 Ｑ Ｍ Ｎ Ｑｩ ｈ ご不利と云 ，ￄ， ￯ｩｦ く 、 ｮ ｄ ｣ 保護法の完備によって 、 共生活 ｾ ｾ

Ｉｪごせしむるは国家緊急 の事で‘ あって 、 濁り ［ 文化の Ｎ Ｑｾ のみなら ｩ 寸 ＾ＺＣＱＱ 愉 ｈｾ を盛んならしむる

の源J誌である 。

現不Eの輸出品と云へば 、外岡商館カ、ら去さられfこ凡本を正確に コツピ ー して 、即ち1 ; 足場合

には悌治 して ゐるのである 、 ｪ 折の如きは 一 流文 化 法 Ａ として恥 、 つＮぺき行 Ｑｾ ではないの だ らう

カ、 ?
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現有は外 岡 ｴ￟ 停がれ利な ｲｾ め こ んな事をしてゐて も ｩ 街官になるの だ らうが 、 ｴＧＦｽ子が Ｇ Ｑ ＧＭ 常

献態に復 した時、 11 本工裂の叫 H判まなくなってしまふ。叉斯様な説話 、協志の風習そJ l ) ，長

し連続せしめてゐる 時は 、作家の猫. ( - i l ] } ) ，を死滅に 陥 らしめるのみなら歩、1世界文化準j長在

阻害するの行1M，こるの諜ぞ売る能は5 るものである 。

斯様 の 駅態にある日本 が 、 間際的な著作物保護保約 ｋ 加入する事は一時 ｗｾ ｎｊ 工業を衰 微

せしむる 事とならうりれども 、イe kの棋倣病を治するのj{(Mt 法として 、11司も なく濁創的意

匠t J )然として起りf J 本J : 警の本桁的興! 閉ま期して待つぺきである 。

本年プラッセ J レlとは著作物保護保約 IC闘する間際的合議があり 、吾闘力、らも合議 ICmJ 市

する事 E なってゐ るが、我困の回答は恐らく 日本の加入 を回避するものと考へられる 。悲

し、輪出向 商工業の一時的袋微を恐る L の務甚だ高 きものがあるカ、らであるが 、こ の事は

l二1 : 本倫出品の如何に多くが外岡品の模遣であるカ、必自ら物語 るものである 。

現代の 日本了ー塾の芯: 庇の貧困の脈問のーっとしては我図工禁致育の快陥ぞ翠ける ことが

出来る 。 即 工塾 ｋ 於ても建築ｬｃ ｽ ｪ きても様式教育そ偏重する結ＺＡＮｉｾ偉統的の形や文段Ｚを棋倣し

たり焼直 しをする事の器J 1j さ を上達させる民めの数育にな り、こうし、ふ練習を させ られた

者は何か猫創的な意匠そ考案 することが出来ない棋な習慣をつりられてしま って、生抗こ

の自縛カ、ら脱せられない事になる 。

濁創的な教育を授ける ｬＮｾ f'C1ま優秀な教育家そ要するので、吾図の現i!}Cカ、ら見て光づ立 誠

な欽育家を養成す る必要がある と思ふ。

工謹的な製松の入製試験 なんカ、も 、可なり改良すぺ き黙があるのではな からうか、 11 本

と大分襲った)J' 法としてクヰー ンの高等工塾皐松 ( K unstgewer be schul e) の例 を紹介 し

ょう 。

試験第一日には午前と 午後と lと介と家とを設計せよ と云ふ題が出る、これによ って 、桃造

的なものに加はる塾術的技能を桧し 、第二 E: I K ! ま日常親しみあ る果物や花の如き の京生を

やらせて精道的な才能を検するのである、地3 ' 111、歴史 、数謬の如きはすでに中等製松に於て

修了して ゐる のである カ、ら 、それ等i乙1討して試験を繰逗へす必要はな いと 云ふものであ る。

日本 の製校の 如く ｬ 亡 、 装 ｩ 仰 て 直接 ｉｾ ￞ｬ係のない墜科迄誠験して 、 平均黙によ っ て及落冶決

定する 如き はな l沫ない事であり 、誤った)J ・法とさへ思はれ るのである 。 クヰー ンの この試

験は然も 詫だ! 被選であって 、3日j凶入墜ぶ願者一- . 0 ( ; 一人の数授の数室 l乞入る事を志願者 l乞

於て，4iEZする のにカ、ら入接持IIJ 数は その教授がjj ごめる事になってゐる ーーは一教授に到し

ＲＰＰ 人位あ って入喜ｾ ［Ｑ Ｙ ニ 可を作 る符は Ｓ 人 か Ｔ 人 位 の Ｇｾ Ｇｉｊ 合て ･ あ っ て 、 ＮＺＱＺ科ｊＮＮＺＮ製カ ｉｰｊ 等 感松 ｾ

業詮1' Ei : さへあれば無試験で入患がHDIとるのに比較して 、甚fこ難しいのである 。

入翠後の教育) J 創は rl 本とは甚Tごしき1・!E在があって、i脱倣厳禁である 、模倣を護凡され

て を＿＿すに 従は ない時は退松 ｴｾ Ｍｲ［ｊ￬ ぜられるのである 。

ホフ 7 ン秋授の如きは皐生各自の個性を蛍押さ せる数校法の名手で、あって 、r' J人は十人
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十色の特色ぞ持って卒業 して ゆくのである。

これが其の教育であると忠ふ。

京語1Iや奈良の様な蕗では王11る蕗優秀な懇術品が見られるので、そう b、ふ屈に佐んで居る

人は博物q官官の内に住居す る棋なものであるが 、その他の地方では優秀 なものを見る機合が

殆んと ない のである。重 ｉｈ Ａｴ ｩ 的優良な感Ｚ毘ぞをふ ｋ は百千ｾ ＨＨｾ の講義ぞ 聞く よ り よ い ものぞ見

るに限 るのであって、 説い て就く能はす 、色彩の調和の法J ! l J ぞいくら考へ出 して も、それ

は “ 批判家" の立場を脱する能は歩 、創作には大して役に立たないので、。1; 者の所謂 “ 冷

暖自知" でな くてはいりない。

謹{ 制iJH葬者には精々多くの優秀な物そ見せて、 その美的感覚を養はせるのが最も大切で

ある 。 これには具眼者の蒐集した工謹品を 陳列す る向. 物館をつくる こと が必要 である。

ＢｖＮ ｧ 洋には逆の意味に於 て 、 大衆欽育のＱＮＮＩめの “ ｩｾ ｪ ｬ 盤 ｬ 床時物館 Ｂと 云ふのがある。

: I t t 近工謹指導とし 、ふ事が我閣に行iまれにした事は甚だ時機に過した こと であって 、むし

ろその出現の遅きを憾み度いのである。

工費指導と云へば、既に大家ぞ以て任する工袈家名位に於ては 、何を生意気なと冠ぞま

ける人もあらうが 、この意味は? 古分の蕗それ等の大家諸先生を指導 [1
1上け る と云ふ桜な

りくそれた" 事ではないのであるカ、ら 、気を静tて持ってもらひ度い。

これは主として都合地 lとあっては 、その生産品を向上せしめ 、j車山村 には国l業を殖えつ

け、叉は既存の工芸基技術を近代化し 、工法ぞ合理化せしめ 、都合の話要 lと適合せしめ 、準

んでは ｪ ｬ 喰ｴｉｾ をも試みようといふのであ っ て 、 技術や立匠令指導する仕事なのである 。

ア J レ E の鍋や六{I日十銭のコッ プの如きで きへ、開型のよいのぞ拠へれば 、大盆生産品が

すべてよくなって阿民生活ぞ以EJ にする ことが町公る。

一個五銭の汽車茶瓶にしたって 、原型一つで肱路沿慰める ことも出来るといふものであ

る。電熱器や瓦斯ストーグは 、建築がド ンドン新 らしくなってゆくのに 、いつ迄も凶i
l
F}.4I

草の Jν 牛ツサン ス式でなくてならないと云ふ理11I はないので、 ドシドシ現代的な尖しい形

にすべ き であり 、 ｪ 出村 ・ Ｉ Ｏ 而の仕事にしてカ、らが 、 千Ｉｊｵｦ Ｍ ｈ ｾ の竹簡の花活りを出してはすぐ

に生産過剰にな る ので 、 新ＥＧ ［ 袋を ｊ ｭ へ て 竹製［詰気スタ ン ド や 、 ｦ 燦柿子代ｊＧ ｉｊ 品 にも Ｚ進 Ａｉｾ する

とし、ふ事にもなる。

兎 K 角工謹の指導 lとは 、地)J' 的弱境を考へてなるべく その地の産IU材料を-o.: mし、，!.iPlと

の地方的技i:ft:i } ，甘利用するのん引をとる事が ij l二要である。

指導の貫際問題とし て は 、 ｴｾｾ 情 ｉｾ 対 ｩ 系を充分に考 ｬ 芯しないと質 ｅ 立を悲け 、 英Ａｴいのであ って 、

指導所 で い く らよい業を示して 、 一つやってみ て はどう す ごと云ふ工合に業者なり ｊｾ 村 なり

にす L めてみた唱 で、 官れるかどうカ、解らないものぞ諮ってみよう とする者は殆んど絶無

であ る。

普通取'J 1してゐる 問屋の番掛 さんなる ものが甚だ判 らないのが多い 、五祇 なー大デパ ート

V I 2 0  



の仕入掛りでも " ドー が f と思へるのが多いのであるのであるカ、ら 、業者がず々 1 - 1 '， し治る

のは尤もなのである 。

放に指導機1m丈りを設けて展'i
U

l1守t.e1iii す丈けでは効県拡微弱であるカ、ら 、ど うしても IT'f

ｴｾ ￭ｉｩ 要家と ｉｔ ＧＱＺ接に接隅し ＴＱ Ｑ る版日 ｩ 盛時討をＺ {)f: 位する事が1必要である 。 これきへあれば 、一銭

のお Ｑ もすまいとして 守 ｭｦ ｬ ＧＮ ｊ な城山 ｬ とたて結ってゐる ｮｮ 日河川、 ｉ Ａｾｾ r'i の厄 介 氏なら寸で K 版l I'Xを

比1-1' ，しれJ るのである 。

tJfftI i  ｉＨＧ ｊ のものは ｈｮ 院や小 ｾｉｾ ｊ ， ｾ ｩｩ が恐れる程 ｩｇ 要のな いものでな く、か へって友人は新ら し

いものぞ求めてゐるのであるカ、ら 、 このj坂w機 MMI ' Lよって 、北!I計百れるものである事が詩

ｉｉｊｪ さるれば 、 一般小百花も女心して注文もじてｾるとし、ふ事 ｬ モなるのである。

それで桁導所で優秀な袈術家の考案になるもの一 一 地 ＩｩＨＺｬ Ｂｊ ｦｾ イ ｬ ｪＺＡモ迎合する桜 κ 意匠さ オ ｌ

てゐる事は1!! 日命で- ある 一一ーを I!HMi 工房 lて於て試作し、日干j ｉｗ Ｑ Ｑｴｾｦ ｬￜありと認めた時には 、 之を

1;:111ホ! の副主キLI 合、産業中n合に11文して口取り 、之そ版WJ ，ii VC. 川すこと L す るが、場合に

よっては委托版' 1 ' 1とする 。

斯くする事に依って初めて産業 ｬ 亡封して宜 Ｑ Ｑｻ ￁Ｇｾ ｻｦ ｧ ｊ きそ及依すことがＯＱ｜来るのである。

叉従来地ん・の康-1WI 合の確問 fこるもの L なb、場合 lては 、ll'Hilt の産業が商人の駅け引 K カ、

かつてその Ｑｾｬｬ 格を ｪ｢ｴ 乍させられて値段の低 Ｇ ￍＧす る底を知らざるの朕 態に立至 ＱＱ ら しめられ、

.J1Ti (j の仕 事 も終的t的にイ"1の足 しにもならない校な; 伏態 l亡陥ってゐるものが甚だ多いのであ

っ て、折導 ｋ あたる者 は産業諜なり更生課なりと提携して 、 現在 ￭ｬ ｊ の 低償競争 ｚ 甘 させない ＱＮｾ

めに確 同すこる車 ｌｉ 合 必設りさせて Ｑｾｾ 特を統 制 せしめ 、 Ａａ Ｍ f ' [ 業者の利金/ l > 困るべ きである 。

叉地ん・的十亡産物の特色なくして、多くの同種の産物を Ｏｉｾ すことは供給過剰に 陥り 易いの

で、 ｩｬｊ 給 ｉ ｾ ｍ 係をよく考採し 、地 方的技術と自然的産ＱＭＱＺ似来ｼの黙ぞも考慮して 、 種類 的な 生

，; r 統制ぞも行ふ事が必要である。

桁導事業が全開に唱え」えする政になれば 、全問的統制を11: ふ事も必要である事論ぞ侠fこな

し、。

現有円本の F除H¥品はtlt 界各地K 汎i位してゐるが、 大ていは鴨川商の f!'fis容によって 、大 京

の製作をするにも係らす、利する蕗は子11って小である事を| 社! くのである。これが外岡市場

で如何 なる形となって現はれてゐるカ、の一例を悲けでみると 、ロ ン ドンで従来自特車は十

勝が'.".'Aの俄であった属、 H 木製| 当特車は一瞬でWられてゐるのである 、此 場 合 r-l ;>ド品が

万ＺｾＩｽ六勝であっても、英同 ｊＳＱ より安いのであるカ、ら 、 それ丈けに古れ ば充分百れてそれ丈

州諸りも多いのであるのに 、. w;1人 的な競雫によって、こうした馬鹿気fこ{ 請け損ぞやり 、英

同の製造業者からは非常l乞十Hまれると云ふ事になって 、|納税障壁は設けられる 、それぞ突

破する Ｑｾ めには盆々ｻｬＡￏを低下せねばならないと云ふ桜な事になるのである 。

抜 ｾ Ｉ馬 ｬ￪ の 利己を 考へる者は Ｑ ・ Ｑ Ｑ 卒ゐて 谷底 へとり務ちるのである 。

大 ｦｴ 本は優秀な統卒者の下に千ｾｾ ｾ の 人か￘ｩｊｊｩｉ、て利 盆をあけてゐる事そ 忘れてはならなし、 ｣

11 本工裂の: Wi ! 1絡の拐には優秀な意匠家の指導と 、確 I，'i ltこる組織がなくてはならなし、。

( M A  Y  1936)  
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ヌし 1主

1. 載陀現はれた* 都の寅瞳

観

動

大 IIJ_¥t の事を * KISとよ，; ＰＷｾ 、。 ｻｩ ｬｓ 心をＮｵ ｩｩ ｲ￩ するＮ ｜ ｾｾ ｟ Ｚ r  ，1j  ¥ - r  :1/，川f¥の 二 jn[ 川 を始めとして W'-I ，I 心街 を

縦 {;i( ｾ ｌ＠ ｨＧ ｈ Ｇ ［ ＺＺ ｾｉ ｊ する大 小 の 現Ｇ，ｦＺ ＧｉＩ りは 、 確かに ［ ｋ の ｻ｜ ｉｉ と Ｑ Ｑ 千ぶ ｩ こ ａＺ ｊｉｉＮ佐しい公況 ｴ ＮｴＧ Ｙ ｑ ， へてゐるが 、 し

ば ら く 御 汁 小伝願って 、今 此 の 賀543ごと数. j<I 亡よって明l瓜 に お 示 し 致 L. l.l n、と ，Uふ。

月 Ｑ｛Ｇ 云ゆ る 大 や Ｉ Ｑ 反の ｾＺＡｴ ｜ｭｩ 績 にが Ｎｊ 185! 1': カ辛子ある。そ の 1' 1
1
i川 111伺J安約21' OJ 粁で i lii 前積の 約

i  1.3 Ｅに ＿＿［ っ てゐる ｣ 六大都 ､ ｩ の ＱＱ Ｑ 、京 Ｉ ｪ ＱＮＺのそ れ が約 ＵＮＵ Ｅ 、 ｢ ， Ｇｩｩｴｦ のカ ｾ 1. 8% 、他は O勲 1--

な の ｬ 亡 Ｑｾ 交 ぺると 椛 ｊ 交の ｾＺ ｬ ｬ ｪＧ 立が ある のカ 可ｉｪ る 。 イ ｮ ，し ｾ ｾ Ｉ ｪｾ の 分Ｈま隣接｜ｬ ｉ ｔ 1:' J' 合 {)I今以前j の も の であ

るか ら 現 ｻｃ ｊ Ｉ ものは不明であるが 、仙 の 円 Ｑｉ け ｩ と ｉ じ較して 断然 抜いてゐる ｽ ｫ Ｉ ［ ｾ の夏らにすよ ｪ 二

大 阪 市 主 要 河 川 園
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大 江 橋

Ｑ ， ｾ しつつあるにもカ、かはら歩 、 遜 ｻ ｉ 事＿の数

カ、減っ て行 く。 此の- ) ( 矛 j円した現象は年

々完成されて行 く 1"水道の工 事にf l'ひ、1忠5  

7水j{ lt焔符カが1改麿さ れて行 〈品れiJ同I

り1，1，く云へば 、情と は 名計二りのドプ板が年

]々取り除かれてqj - く もの と考へれ ば先 支へ

なし、。 )!存?: ! ミもう よかし減って 1，200 怖 を 切 る

事 ｩ となる と ， ｕ ふ が 、 その ｦｉ 芋 の 質数 は 名 賀 ｾｴ

に防ら しい もののみ とどーへて '，' t : しい事と 忠

Ｎｾ、 。

現 (1:の1，221陥の拙延長は2¥239米除り 、

紙 l市成介計 241，442"1'- ん 米 とな っ て 、- {{.f

ン1':均 にすると r度中川1¥10米 、+局長20;i との も

の とな る。Jli らI' CI( II  1  '-¥し、事 lとは、バ[ Ｉｪ ｾ の桁

仰の '，4"J合を持ってゐる のである

カ 、ら 、 Ｊ の 持 Ｑ Ｑ と ヱ ミＮｾ、千 う も 決 して イ ミ

(1然でない事がうなっ力、れる c 反

らl亡、大 Il反の沼町総[ 剛氏の di IIl ifi't

IC到する' ，1-;，・'J 合が約 5、6 %、 f l支

ＱＢ Ｑ 川 而積 の Ｚ Ｑ ミ分 Ｇ ｃ Ｇ ｉｾＺ ［ ［ つ て ゐるわり

で、111:の黙からも水者11の賀貨が l列

力、 l亡読 I切されてゐる 。

i" l川 が多け れば?;t 然の邸結 とし

て怖が多 くなって 来 る 。r水の大

阪』は即 ち 「慌の大阪』 κ 通じて

ゐる わりで 、 ｩ 祈く認が ｾ ￭ ｩー 者の領 分

へ入っ て ｾ ｉ ｕ こ の である。

昭和七年の調査によ る と大阪 市

内情梁教 1，419情 、同じ く九 年 末

には 1，274橋 、そ う し て 今 年 4 月

末現 夜の それは 1，221橋。甚 だ 奇

怪な事には年々盛んに橋の工事を

大 川 町 遊 歩 道
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梁 ｾ［Ｎｾ｜ｩ 伺 ｬ￬ Ｍ ，Ｈが ＲＴ Ｑ ， Ｔ ＷＷ }I'- カ米で大阪

のと百位まで暗合してゐる rJ'L 、

その教が631慌て情なん阪の!Iと分 、即

ち一橋?;t りの平均 で云へ l工大関大 t  

Ｑ Ｉ 反の慌 の い の 而ＺｦＺｩ Ｇ￬ を ｮｾ っ てゐる事

となる 。 之れは取ぶには ｉｾＡ｜ 川川 氏

架 せられた大 ｻβｪ 詑が多い Ｑｾ めに よ ｉ 三

じて 手 ｫ ｴ こキ ＯＷ ｊ ｉｾ Ｎ で あら う と 忠 ふ 。

チ ｣ ｦＭ にもう少 し 撤 • r' を卑けて泣

く。 1，221 怖と 云ふと教の多い黙

で何如にもプUJRであるか 、その内

高 l克 梼

搾は〆トの ｪ ヲ ｲ ［ｩミナこＮ米 ｩＺ ，｛＾ 品 ｲｯ いも の である 。 即 ち 水怖が ＴＸＳ 晴 、 約 Ｑ Ｐ Ｅ ｾ 旨 ， ｉ ￯ め 、 その 他石橋 ＱＸＶ

橋 、木V1柿 39情、 そうして之匂の合計708怖は総数の60%弱に? ?;ってゐる 。残りは餓怖の353

折 、餓筋コ ンクリ ート怖の 160陥で 、之等のん1ま7 アマ アであるが 、都 w計書事業として

施工せられた民 f!I; 1うの近代的1 ¥0 ，梁は未だ 140程 lと過ぎないのである。しカ、し現不正都市計繁

一次事業の践り及び二二火事;主として約5Q橋、 その他の抗日 によるも の約2Q怖そ施工或は設

計中であり、 11 つ 叉何れあ三次郎計事業も笠去される事と 思はれるカ、ら 、千要橋梁が改定

され、ir¥Hi民Init Ｚ Ｉ｜ ， の近代情となり 、 ｾｌ つ水 一 円 Ｑ Ｕ 長翻の花形となって共の而 ｉｊ を一新する fl も;宝

くない事であらう。

2. 大 阪 の 橋 の 特 色

持li i li の持つ IAU滑に待到するもののーっとしτ慌を考へ るならば 、大阪の橋にも一つの共

M したり色ぞ凡1 - 1¥しれトる判であるが 、がj 分楠の; j :l な近代文 IIf Jの生んすご利息的梢造物にあっ

天 満 橋

V I 2 4  

ては 、著るしい特黙を探し附す事

はむつカ、しいゃうである。 む しろ

ー 怖の形とカ、意匠とカ、よりも 、大 阪

の楠の概念として明確に足、ひ詑ぺ

1  ｾトられるものは、 ｊｾ のディメ ン シ

ヨンの問題であると 忠ふo 1J IJ へは

東京の椛として代表せられるもの

は 、 ｉｾ 可 ｆ ｆ｜川 ｬ て放ん Ｗ ご 十 幾つカ、の火

きなものであり 、その雄大さと 、

各々ｾ Ｇｾ つに特殊の 梢 立 Ｑ ＱＱＺよって近

代 ｦ ｬＢ ｊｉｾｾ｜ 川川Ａ瓜ｾｻ ｾと 描き ＱＱ｜ してゐ る



天 前1
I

橋

ヂ 如く 、 大阪 の 陥は 、 ι Ｑ ｟ Ｑ 之 ＡＺ ｨ を ｲ ｬ ｾ 心 と

して ＧｾｚＺ ，I;，'j 、:1:l' c.tr:r¥の刷川)11に架せら

れてゐる多く の橋梁によ って代 ぷさ

1ιてゐると去って注し支へないよ i

である 。イJl j fl 手も L: ふ事であるが、 I¥i

の J¥
I
心守口 iAEする此の二'i

Jl
f川 は1拍手

47

ＷＧ Ｏ ［ｉｾｉ ， Ｇ ［ ｩ＠ 180米1'i 1: ひ 、後者が50米除、りで 、

J;liJ 問の也築l昨κ 生} し狭から ? 火山す

ぎす f l主
j由度の川lrl l; ft: 1，来ってゐる。

従って 之れ431 に架せ ら れる桁w; も

Ｈ Ｑ 然立花火さをｾｩＩ ｣ く事は ＱＱ むを引ぬと

しても決してセセコマしいものとは

なら す、l t 築! 瓜Ji t とよく I
間平日した JK

Xfl  らしいよ; 日! 却を桃成するのである。

辿笑が縦のプ'/Iti]1亡延びてゐ るのに到

して 、 ｾｉ 可 Ｉ ＱＱ と橋梁が肢 のプ ＧＧＢ It ，]に延び 、

雨者・のjH! 閉ま巧ま す‘ して都合美佐形

芯って央れる。 )1存3kM畔の主主築計も

全部 ｩｭ 肝のものとな り 、 ｷ， ｴ￭ｾ も全 部

ｩ 辻築せられ 、 道路 ｬ ｬｫＪ Ｏ ｾ Ｇ・Ｚが Ｕ Ｎ ωｩ｡ せられ た 暁には 、 Ｑ￭ Ｚ貫 共 に 水柿と し てはづカ、 し からぬ大 ｼ 虫

I1 I心地ffF となる 事 であ ら う。

桃立i トー特殊な形 J-¥: t.e.J: :yってゐる析も砂くないが 、之れは後医科く :事として構造から必然

的に滞らされ る形の洗練と云ふ 黙 ｩ 亡 ｉｾｲ ｬ しては放々ならぬ苦心がｴＹｪ Ｚ Ｈまれてゐる 。 一 つのグＩレ

f ー桁lとしても従来m川さ れてd Hこ，JiI 線そ行 口rl "J N- i ' l ¥辺する事ぞせす、ブj 嬰_I- j 之も合判的な

形 、そう して見fこII Rにも延ひのひと如イJ l J にも ) ) 1出く 感じさすやうにとT i J J点り 創作rl"] の氾tIi: ，il

が試みられて ゐる。ー怖にこ1:水ノ)

mの技術符遣は斯う 云ふJJ・而 に 到

して英fこ無開心すき‘ ゐゃうである

が 、 ｾｾひ ｉ｜ ｊ の 技 師 の 方々が ー け ｉｈｾ 以

i 、ff 此の黙に興味 と熱 とを持って

ゐられるのは けi にとって 、t/Jいf¥:者

側人にとっても拡にや師な事であ

る。llt の機合 l亡、役所では先飛であ

り同{氏では あ るが此の 1.水のん. /.(

天 品11
I

梼
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に主I して、建築技術者の立場カ、ら

ｲｾｾ 糾 の 敬 ｊｊＺ を去するものである 。

をj 郁l廻 りの芯WI' . 装飾' a: "k X'  i(  I  tt 

の供? ? ; で余り モノぞ云ふ事も 11¥βじ

ないが 、 要する ｩ 乙陥 Ｈｊ 日 ｾＺｏ Ｚ 安さへ

う たしく 川Ｊれ ば夫れ以 ト ＮＮ［ ｌ ｾｾｉ な ｦｽｽ

ｦｩｬｩ￮ 在地す心要はないと Ｎ ｌｾ ふ辿て前

で Ｍｴ Ｇｴしてゐる 。 如論 ｩ 払 ｩ Ｉｩｪ ｲｴｊｾ とぷ

ふやうな』情で ).; ::1，、に妓iill i(I"J  T-J I宛そ

f辰ぷ、場合もないではないが、根本

木1直

) ，・針ーとして i穫の役、芝居で云へば

Ｓ 主役ｶｲＺＺｴ ｊ す る女形 の 役ｾりと 云っ た 心 持ちでやってゐる 。

慌 のや うな公共建造物になると) 杉がJt 旬、ヵ、ら il主ってや らない匂 と去 ふ符:主建築に作ふや

うな苦務はｾｊｬｬｩい代 り 、 去 ｮ って夫れ丈け古ｻモカ ｡ 曾す事になるわりで 、 その芯 ｬ 味力、ら一般より

、にj依迎する所である 。 そうして怖が者1，i1i 尖そ構成する1主要な部分であるの批 評 ｉｾ ｌｩ ｅ は大

事を考へる時、建築家のんー々 カ、らはも っ と闘心を持って凡て戴カ、なりればならない と忠

ふ。専問的の忌仰 なき批判は苓々ぞ症する事故も大きなも のがあるであらう 。叉子1・々 とし

てそ の結果 足 らさーる ｴ ＮｴＧ ｦｲｴ Ｉ Ｎｾ 、事が ｉｉＧ ， ＿Ｚｉミ るなら ばイ三 ＧＱ ま之れに過ぎるものはないのである 。

観吾
川都水3. 

いよい よ本 題 ｋ 入って 、Ｗ｝Ｇ＼Ｎ郁 の ［［ｾｴ 現 在 形 ｪ さる 主 要な怖に就い て アレコレとお話し Ｑ Ｑ Ｑ し 皮

いと忠ふ。

名臭橋。生梓の
j良建つ子でも此の情の名在 滞ってゐる人は部りを

2 くない事と思ふ。

堺 筋が悲元従 II! Tで怖に終らうとす

るよかしず- 前に 、勾間代りに生節税

橋宮機

のがU/ I てそ村( え込んfご小さ し、怖があ

もとより名怖と云ふわりではる。

ないが、大阪の者1I リi計委事業と し

て第一株に誕生した橋であるカ、ら

物好きの人は記憶して置いて1&き

度い。竣 ーr しナニのが、大 11: 13
1
1' 10)l 

J 'J Jt 1211ミ程jji iの事になる。オ<11 、

大江橋コ淀屋橋。市役所を扶 ん

で|十i北 lと架せられて ゐるJ l l のIl lli 妹
Ｚ γ ｩｩ ム ヰ 孟ヲ 下一｜ｾｾ

VI 2 6  



卒 野 椅

析は 、 火大 ＱＱ 反 の ｲ ｬＧ 心を ｊｾＵ Ｎｵ る重要な ｦｦｩ 遺

物とし て 、 Ｇ ｉＺＺＺｬｾ ｽｦｉ ｽ と し ては共の』持活 ｶ｣ｾｾ Ｇ ｾ ｉ ｊＧｴＺ

lこ11よもむを i l し、fこも ので ある 。悩え てゐ

られ るんーもあ るであ ら う。大正 13
i
l' J: f懸

立 によっ て山く ｪｾＧ の 立 ｩｊ ｦ 告に ￭ｩ￭ ｦｊぞみ ｅ り 、 ｊ ｾ

の ｟｟Ｇｾ Ｎ ｾｉ ［ ｪ ｬ ｾ ＺＺ［ 法問 ｟ Ｚｫｻ を 基本Ｍとして宜施設計ーが

なされたのである 。常時の来としては怖

の 耐快 ｦ ｮ Ｇｾ ｶ 、塔 を 建てる や うにな っ てゐ

たが 、後主主iとll l: の塔 在j'jlj って仕f1f.: っ て現

イ1:凡 るが如きも の に改め られた。キキ税H

の［ ［巳御 ［ ［ 与 に刻 み込 まれた情名文 ｾ Ｏは ｬ 次ＡＦｦＮＮｉ

ＢＱ 長 の ｕＡＡ Ｂ ｲＡ Ｚｾ ぜ られたもので 、 メ トでは ＴＡｊ 難

い泣品として対側の記念物 となったわり

である 。

大川町河畔遊歩遁。拡屋橋 、肥後続間

二J: 抗期川 l乞沿っ て設り られた遊歩道は確

に水音 Ｑ ＵｖｃＭ ｊ［ｾ観を添へ ｦ こも のとし て特 京

せられる 偵他 が ある 。 ｬ ｬＭ ｴ の ［｛ｩ ｾｏ ￞Ｍ 泊のＱＮ Ｑ ・ Ｑ 心に持えずこ つイ ｴ 京本 ｊｲ ｊ Ｚ の建築の偉容 に 傘敬を挑 っ

て、此 の法 Ｍｦｩ 干 の ｾ｢Ａｾ 尻 設計ーを内問 ｭ 、 Ａｴｬａｬｬ 叶荷をも込めて 、常 時の住友の工作部長長谷 部銑

吉 氏にお願ひしたのである 。 私 Ｇｦ ［Ａ，Ａｾ として住友の建築を 中心 とし て 女子くまとま っ た影観ぞ諮

り上けれげこものと自信してゐる 。地域こ そj長 くは ないが恐 らく 何属医出しても滅多に退け

をとるやうな事はないJ iU:; であらう。

心粛橋。依りにも有名な 11.1 : の摘は質K 明治42
1f'Aミの緩工であ る。 純梓の石造ア ーチ とし

て恐らく大阪p佐ーのものであらう 。住1xに日られに故野口問(j ; の設計で、その洗練された

形と詳細lはすでに古典的l瓜特そ，.'1へ111 したが如くに見 える。悶った事に者15計事業として長

抑協が ｊｊｪｬｬ 漉せられるお Ｇｩ ｊｬｾ此の名怖も北ｈＡ ｉ｝ の ア ー チを半 分程 ￭ Ｇｪｬｪ り取られる事になる 。 止 Ｎ むを

侭 ｾ 事 と は云ひながら誠に↑ ｬｬ Ｍ しい

ものでもあるし、叉共の後始末; ; e

イ"J うつけたら好し、カ、今から気 l亡病

んでゐる 。

四つ橋 。 ｲ ｶ ［ ｾ しさに ｉｊ ｌｉ つ 橋を四

つi皮りりり J * 111の此のわ]は一 際

情名在天下に紹介 してしまった。

電車自 動 j l:[ の頗繁な休* やlリ1るい

回 蓑 橋
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電癒は昔しのホノ H苦い夏の夕涼の情調を味ふぺくもなくしてしま っ た が 、井桁に架せられ

た凹つ の 橋 、析の快の杉j)や"'J同 は今f前大阪名所 として教へる K ふ さはしいもの であらう 。

而自いのは凶つ析の名を諦らない人はないが 、此の四つの楠の名ぞ完全 lモ云へ る人 も殆ん

どない事である。四つ楠とは)ill 栴 で四つ共夫れぞれ立 棋に名ぞ持っ てゐる 。|羽な1;" 訓話え

ておいて損lまなし、。 ちょっと 112食時の話題 位ひにはなる。 長明線の・4 車 のA っ てゐる のが

｟ｉ Ｍ ，繋僑Ｈカ ミツナギーパシ〉 、 それ ｶ｣ ｾｦｺ ｾ rしてゐるのが下繋橋 、I十j北 に架ってゐ る中京1W)のが

炭屋情 、西1Jl I)のが有野屋橋である 。

高麗橋 コ援 貰・:f}!(うJ 閥の純 jC] 本式に立医 した情 で|ご部の銑筋 コ ンク リート ・アーチと調和

しな いと云ふ況もあるが 、之れはー j，' ij差 し支へない事と信じてゐる 。?こだ親中l代りの二重 制:

になった般誌 につし 、ては一言 帰併さして戴 く。苫 しあの橋の快に柄があったので、その悌を

何 カ、の形で遣 し度いと云ふ希望が一部からあり 、その結果があの舷能となったわりである 。

嘗つては此の怖の扶に大阪の ill 路版擦があったので有名である 。今も向此鴎陀あると思

ってゐる人も 多いゃ うで ある が 、現不1・は市役所正而主1mの 中心線と御堂筋の中心おil との交

黙 、即 ち大 ｩ ｔ 怖停留所の軌泊 ーに 狭まれ て 市 三 ｴｚｋ 浮日 ｝ｾした 織誌の 下に原黙 が鎮 ｊ Ｇ ｫ し て ゐる。

天満橋 。苛しのトラスが ｾｈｾ くなってｩｉＮ主るに淋しい気持ちがする 。ヌ ド［刊 ｩ 最 大のグ ｊ レバー桁

で恐ら く東 京の言11司橋 と'1安ぺても依り i主はぬ枕ひ K 大き b、。 そうして此の桁の1¥1市jl は本 I) J

1碍特のものと してたいに誇っ てゐる所である 。通りカ、カ、りに一度トツ クリとそのや1
1
びイ1) 1ひ

とした禁を首長けたや うな形に同脅 Il めて就き度い ものである 。

天 神 橋。 :12鳥川、中 之島 、土 佐 堀川の三つを一気 vcR軒、でゐる形は iiitlJ 情 中て のー偉1m

であ ると担、ふ。殊 に' 主品川 のスパン の如きは質に 62;jとに及んでゐて、 二 銃王にの制飯アーチ

として は 読 し I!l I桁のものであらう。 此の橋は元主将餓 筋コ ンク リートで計書されてゐ Tこの だ

がどうも地砦が忠はしくないので、中途にして鋼ア ー チに髭更されたのである 。阻 皮の問

題は 別 としても 、 此の方カ ｾｪｬ 豆快で結果は 誌ナご好カ、ったやうに思ふ 。 橋 卜 ｋ 提灯行タ ｉｊ のや う

に並んだ! 照明般は 、之れを下から見ー卜. け、る と天耐11様 の 紋zk栴 鉢の形になって ゐる。 之れは

; 作者の E ソデある 。

中之口へ降りる附j 交の附り 場カ、らj J 可 "- liiJ って 眺 めると 、中之口 の水と 紘 とな前JJ t として、

北 協カ、ら ql 之 ，(. '; ヘカ、けて の建築l比が- EEの下 lと入って来る 。此 のii t色 を大阪uトーと折紙te

つ けた人があるが 、1王者も大賛成である o 'Mi本橋及天満橋は共の 名に 山紘のぬれ 、天 j(4<I' ，':¥の

寺井品 1:司をわづらはして f!日、てgi!<いたも のである。

栴 直 木 橋。此 の 名 は 誠 らない人 もある事であら う。 中之自公合立の抗手公1.:11地引干と .:1'.W

塀 )11のJ -，vc架せられた慌である 。椛遣はグルパ一式銅飯桁五任問 、 しカ、し桁 1" 端を - j j先制:

に泊してゐ るので一見TE桁 のや うK 兄 える o.tlt の橋の如く 何! 日1が多く並んすご場合 、常 織的 l亡

橋 ｉｕｾ ｊ の ｊ Ｍ Ｎ 特 に 桁 ｪ 点 在情 すやりノｾ Ｎ ， ま 見 ｦ こ目に煩 らは しいので斯様 な ［ 方法ぞ保 川 したの すご が 、

結果は甚だk子力、ったと忠ふ。軽快m' i去 、86米の長 さを員一文7・K 引 きき っ? こ所は側めて蚊
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果的である。水害復興の応部の橋等l乙は非常vc j((- く調和する桃iti ではないカ、とひそカ、 l乙考

へてゐる。勾欄も下・のt持活 lて倣って簡素にしカ、もや1

'

びやかにと心掛りて12 庇し 、大関評'lelJ

も忠くないやうなので点んでゐる。今の所y口1)主の建築が大分ひどいので此の駄少々 |迫るが 、

公 ｉｾ ｬ の娘怯 ｩｻｾ Ｂ の 中 ぞ Ｍ￼Ｇ｡ｾｾ に走。てゐる此の橋近 ･ｾ［ の ｊ Ａｊｩｩ ｊ［ｾ は ｾＺ ｉ ｉ Ｇ＿Ｚｻ ［ ，亡優秀なものと云ひりら

れるであらう 。 向主 ｊｈｙ の刷脇 Ｑ ｛Ｎ 桁抱 コ ドを Ｑ ，ｾＮｬｉ 主 主化した帥板が ￬ ￸ｾ め 込んで・ある。 武川 ｴｾｊ 上の以

来によるものでお通りがカ、りの折 lに亡は一度気zを旨イ.

樫宮橋。1主正
j岸i告さI'C;挫腿下符

1.
公|以凶主刈l、: ( i)l 去に JK布観と造幣肋とを体へ 、その H¥-}t;e一気に繋いでゐる

あの銀色の大アーチは水お11-人阪の新長{ 出として )n ｾ 桁のものである 。 Ｑｮｭ 長賞に ＱＰ Ｘ ［Ｑ亡 、 公

活情としては多分日本で一議長い ものであらう 。 もう一つ此の柿 で特筆すべき事は三銃式

のアーチをmひてゐる黙である。此の形式は必- t-しも珍らしいものとは云ひ斜ない 、 しか

し此のやうな大きなもので_Uつ下路式( 構起が跨而 卜J 乙/1¥てゐる形式〉の ものは |吐界にも類

例 が齢 、 いのだそうである。 三 銃式の特徴はその ｩｾ 予定架椛なる黙で 、 大阪のやうに ｾ ｬｬｩ 揺のｾ

U、所では危 な気がなくて誠に :火心であ る。

平野橋。 ガス ・ピルのある 21玉野 IIrf を具庇ぐ京へ行くとオ!b1'l抑lのJ てに 架ってゐる のが此の

怖で 、 今の万 ｲｲｾｾ りその名 を識られ てゐないが 、 特ＧＧｦ｜Ｚせらるぺ き ｦ 賃値のあるものである。高

麗術力、らは下流 l亡、大手情カ、らは上流 lζ 此の怖の姿を眺める事が/1¥* る 。三位間連続1ml 制

アーチと云ふ之れこそ全く前例のない構造形式を月1ひてゐる。手取り平 く説明すれば東京

の
iilj :

I')'I' I.怖を倒 さまにしたものと考へれば大差はな b、。驚く程務者にスマ ー トに; f j '作成された

その優姿は喜々の此も自慢にしてゐる所である 。 あの溢は依り人の行カ、ない所て
e

はある

が 、 最非一度折 伝 作 っ ても 、 此の ｴｍ ｴ ごけは見て世い て ｾｩｊＮき度い 。 橋梁係長の堀威夫氏の設

計で、極めて特殊な面じ1ｾ、椛遣を持ってゐる黙カ、ら 、 折を似て改 めて 此の橋 ｦ ごｾＩ Iこ就いて

委しく苦ーき度いものと思ってゐる。

2 9  
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犬阪市に於ける塵芥理

汚物掃除法に基いて 、大 |坂."i I ' C於ては現イrの3 e ￯ ｬＱ ＮＱ 或 陀到して塵 芥 の ｾ｜ｩ 集を訂って ｊ Ｑ ＡＮｽ るの

であるが近米大阪TI1 に於ては年々人口戸数霊前数千戸の楠 加l iを示し、n併日 10
i
l三の除|勢; J 1J査

によ れば ＶＳ Ｐ ， ＲＳＲ 戸の多きに達し て 居る。 ＭＱ Ｏ これら の 各戸より排 ｎｾ する塵芥綿 ＱＱＲ も ゲ ｬ 、地

加戸敢に上じ例 して、 句年日量約22，500旺カ、ら 26，000むの増加 の傾向を辿りつつ ある 。

市はれ等ヲ〉塵芥te一定の LI 取を以って! 泣集し、その大部分はinf J11を経て焼却l拐に運搬さ

れて 焼却監理されるのであるが 、 街路践に就ては 、 堆ｊ｝巴、 ｬ ｬｻｬ｟ 立或は ドギ ー ト 底分のＩ Ｏ法 で ｬ 蛙 ｦｱｾ

4並行って 居ゐのである。

今大阪Tb・の態芥 昆た11作業に就いて之れを l品Wr AI <:: て示 せば 、大関ラ九: I'C j j，す如き 三つのは

階によって之れそ行って 日る 。日nち拡集、 泌 I目川1リ引刊11町'il及〉えt

今此島でで、取t倣投lはまん とす るの lはま特 1<::て、塵芥の焼却l島 '@11'C ｉ ｾ 討す る 問題 で 、 そのなかでも 、 焼

却蝿による島理!J J 法の二、 三の賀市ニ|ぞ提供せんとするも のである 。

大 阪Tli I'C於ては此の塵芥焼却島理K 附しては 、明治39年以来の事で あるが 、現イ，:κ 於て

は、 木津川、寝屋川JJ;.. 今-ι- にそ れ ぞ れ 鴎 3]1 工 場 ケ 配 位 し 、此の 3 臨まiJ ¥工場にて 1 11 約

1，117，500庇の塵芥晶玉虫能) ) iを有する 事になって府るのである 。か然し赴等の工場の布する

貰ｼ擦の島理綿能力は、地の故障、修 繕笥Ｚの Ｑ［ ｾ め幾分その標準能 力より低いの である。現 に
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第 1 表

これ ら Ｓ 監理工場 ｋ 於りる焼却賞制昭和 Ｙ 王 子 ι ｉ ｾ ｌ ｉ ＧＺＧ 均日並

は標準能 力の72%に して 、その貫14; は803，6511Uで全 'di 排

出島芥卜l 量約 1，162，500砥 に到し69%に 相 官 す る の で あ

る。 従っ て之が雄除の n立約375，000旺 は依然、堆肥 とし

て民家K 供給するカ、或近郊30ク所( 昭和 10年 6 月現代〉の

陀上 ￰ｲｲｾ 害地 ｋ 運搬して ｪ ｾ ｾ 立に 佼川するか 、 又は事故匂 ー の

Ｑｾ め己むをねぎる場合のみ 、 法く Ｑ 向 ｾｊ Ｍ ｟ に投棄する事 等に

よて半じて 、全排1I1盆の晶哩を行って居るのである 。乍

然足並lミ陸上島理は街生J -_又は風致上面Llいも のではな く

JLつ 、之れが宜施

安列郊l日i外 i地也の立念t 激なる蛍展 f陀亡イ件fヰ午|ド2ひ1新:り坑!庁f行f候皮柿地lはま 、盆々 、拶捌排j:底を主来i反ミ

たし 、i'fi n巴の需要なども民間地の怖とかに比例して微々と

して振はす 、夏に必中投来品理も衛生上好ましカ、らさ' る

は勿論であるが又漁業 k多く の批難を生ぜ しめる矯め 、

殊陀瓦季lP1問中は俄程の事怖が，{ - { ミイ巨しない l彼り之が賀行

を凡合せねばならぬ) j } C態である 。

今 大 正14年以降の排出並と 焼却島理量 とをよじ較して見

れば大略次 表の 如く であ る 。 Ｈｕｾ Ｒ 表〉

第 2表塵芥焼却慮分奮績累年比絞表

く大阪市保健青"消f書課調査〉

| 排 出 盆 | 焼 却 盆 1%

大1 [ 14年 246，259，5∞ k耳 48，513，7k54z 0  
20 

昭和 l 年 285，530，325 52，643，700 18 

2年 297，139，2∞ 58，98 1，575 20 

3年 292，498，825 121，756，427 3 7  

4年 355，印2，350 237，090，825 67  

5 止F 362，058，750 244，324，800 68 

6年 372，167，400 248，349，975 67  

7 年 381，149，500 242，414，898 64  

Ｘ ｩＫｾ＠ 362，8 14，1∞ 248，356.30 1  65 

9年 396，052，09 1  270，295，698 69 

10年 411，922，715 306，580，5∞ 74  

木j掌川塵芥虚理工場

大正匝Fト沼、カn，Ｈ，ｾ＠ Inr479岳地、木 津 川沿 ひ

に、敷地約5，000:t:.l"の 中に自第 1披 至 弟 6披

までの塵芥鴎理工場、事務所、試 験 室、倉

庫 、E疋怖場、浴場 、珪!員世従業員の公舎等

の建築物があ り、その建wは1，141珂ょに迷 し

て居る。

m 1凪理工場i立大正 5 年工 費52，000闘ぞ

以て築地し、白 然活J!fol式、焼却は 18 雌 よ

り成り 1 11  ( 24時 IHJ W業〉約 97，500Jil ( 約18，

000 ｬＧｴＩの単 ｾ Ｚ ｲｮ 能 ＩＩ ; をぶして肘る ものであっ

たが 、昭和7、8
1
F のおin ラ久' 憤張により 、6

蝿を法 ｊ Ａｦｯ Ｎｬ 式 Ｘ 雌 ｋ 改定し て み ￭ｾ 6島正'11I . 場 と

したのである。 J -_家 は 木 造 半 家 建、焔は自然泊 l!Vl ェに? 干而校入型で、内部は耐火煉瓦そ以

て芯 られてゐる 。f，' i司此の節 1晶玉E二工は 、操作ノJ 法 J誌も祐式なるもの にj過して肘る o ll lJ 3民

ウ ， ｾチ

力 の 吊錫機二ｾｾ旨以て塵芥そ鮒よ り 時十仕上に措 ｊ 弱 ｉ ｽ 、 ｆ トロ ッコ 」 に積込んで各悩ｦＧｌｾ副般投
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入し、自然遁風に よ り焼却するのである。灰燐は焔前火床 F より掻き出した上飾別して肥

料灰を製造して 居るのである 。

第 2島理工場は大正 7 年の増設にカ、カ、るもので 、工費200，000凶上家は第 1工場と閉じく

木造平家建K して 、櫨の装置は 、送風式背面役入 4 火房連続 1基形 16蝿を有し、能 力は 1

日10時間作業として180，000砥 である。塵芥は 5 馬力の起重機 4壷K より桟: 惰上 陀吊揚けて

蝿中に押入れ 、10馬 )) の迭J札機 4;!. 与を以て火床下より送J. l して焼却を促進さす法置になっ

クリ : . . 1; -

てゐる。焼却後の灰停は燐の前而灰出口より掻出し埋立地へ搬出される事になってゐる。

第 3 のj島理工場は第 4 工場と共に l昭和 4 年中に駿工せるもので 、建設工事些は 100，000副

建物ば鎖骨二階建スレート皆 、繍装置は強! 匪加熱 己主風式上部l投入 4 火房連続 1基型 2 基 8

焔より成り 、能 力 1 EI  120，000!i:f を示して民る 。塵芥は 、J -_家小屋組梁下の環朕 円 ピー ム」

に懸 垂せる捲錫機を ｭ ひて 「 デ ッキ ｊ ｋ 捲揚け｟ｉＭ ，部 よ艦内 ｬ と塵を投入 し、 ＱＷ 馬 Ｉ Ｉ ｾ ｉ との屯由 ｊ

途風機を以って煙道内空気務熱装置を経て 、加熱されたる空気を火床の下部より送って焼

却す るのである。

第 4 島理工場は工控80，000回を以て建設され 、その竣工_ { J ' - 月 、1二家構造 、操作文j 法. J E焼却l

能 )) 等殆ん ど弟 3 島理工場と同様であるが 、日間起の様式の孤 立: 4 火房1 ，1&型な る黙}j(_ び位

遁に空気務熱装泣 ｾ［ｻｩ し な い 駄だりぞ具にして居る 。

第 5 及 第 6 島理工場は 、共に昭和7、&: 年度の第 3 次協張工事の一部として昭和 8 年 9 月

起工 、 同 Ｙ 年 Ｖ 月竣工せるも の であるが 、 之が控設工費は 、 み ￭ｾ 5島区王虫工場約 55，000凶、 第

6島理工場約85，000凶一一l 位計り 10，000凶ーー となってゐる。第 5 披理工場は 、議 l乙大l E

8 年カ、ら大111l 年度まで‘ の化製:的蕗理法調査に71i り、宜 験Ji J として築誼し 、その後佼川ぞ

捜 Ｑ Ｑ せるＢｪ ｪｪ 式試験協を 、 又弟 Ｖ ム是正 ＱＱＱ 工場はみ ￭ ｾ Ｑ 鴎王 ｉ ｉｬ ｔ 場の ｉ ｾ ｉ 然活 ｬｦｯ Ｎｬ式 Ｖ 協を夫ノを 取り壊し

てそのl i ! J l i K 建設せるも ので 、いつれも上家は鎖市i コンクリー卜二階建にして 、協の型式 そ

の他 は大略第 3 雌 f! R工場と 帆 ぞーにしてゐる 。イFI_ し雌の配タl加、17合せで 11っその 中央の他

. " ツカーワ ー 今 ホ イλ ト

道内に Ｓ ナ所の ｬ 妨 ｅ 準法世が施されたこ と、 並絡揚機懸君主 川円 ピーム 」 が ｊｬ 主 Ｊｾ献をなぜる事

等が主要なる Ｑ ・ ｈ 逃黙である。焔の Ｑ 訟はみＨｾ 5島理工場カ、3 火房 l 基型 2 基 6 悩で能力 10時間

K 90，000託、 部 6 島理工場は 4 火;;;: 1基型 2 ｾｾ Ｘ 悩 ＱＰ Ｙ ， ＰＰＰ 砥 を島理し得る事になって ｊｾ Ｇサ 。

木津川塵芥島宅11工場K 於ける新芭 6 筒の島理工場のJl 革守合して総数58悩ある 。此の島理

能 力は 1 H宜v- c675，OOO庖を非して出る。叉従業数を卑け u ば監' 経 1 名、監11記7名と市:1h1i 116

名であるが 、向こ の外1必要 rCI.i U1じ若干の臨時人夫を' ( } E 役する こととなって氏る。

以 トJ 求、大阪の代表的蕗理工場の概要であるが 、前j Aの如く 、大阪市の持つ工場つ〉全機

能を奉けて属現しても倫ほ且つ 370，000Rの践除が あ る 諜 で 今 後金々島理工場の故苦 !ζ よ

り之れが能率 ｔ ｾ 事ける事と 、他 に遁嘗な地を求めて晶玉虫工場の増設を行ひ此の占星 ｦｾｬ に除 ｬ す

問題の解決に努力せねばならぬのはタ]論であ るが、殊に此の残蝕の問題にf ; J し、仙 lむi曲賞

な地を求むべき都市計壷的研究と島理能) ) ; を増進すぺき之れがメカ ニス・ムの改良凋査砂防E
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の二方面に別りて考へねばな らぬ と思ふ、そこで筆者は最近此の問題に鰯れた二、三のデー

ターを紹介し識者の参考に供したいと思ふのであるが、第 1 に奉けたいと思ふのは、米闘に

於て最も島理能力の大であると稿されてゐる 、シカゴの塵芥蕗理工場を、第 2 には都市が塵

ヂ胡ド出量の増加に件ひ焔の改造l ' L f -iす る要求が起り 、そ して此の要求 κ 従って建物( J - _ 家)

の鐙更は行はす要領よく内部のメカニスA ムのみの改良で之れが要求を満fこしたと 云ふシ ン

シナチ ーの蕗理工場を 、そして第3には 、建築技術家のみの設計で貫施され 、且つ相詣の成制

を懸けて居るイリノイス陀於けるシユレグポートの塵芥島理工場等の例を暴けたいと思ふ

そ して特に最後のは、都市工著書に建築家が堂 々参加し、 工準技術の上に相常の貢献を成

し途 けて 居る黙に築者の興味を多分 (1: '] I  ｾ、たも ので ･ あつに。

く此の第 3 の民自理工場の建築自憾の紹介 に裁てtt "建築さ 祉予' ( " 12. 1935，及 W新建築1/ 1.1936，がそ

れぞれ遁苦言に行なって居ろ故、意匠設計上の資料さしてはその方た参照され1:. 、〉

註 1

ｾ＠ 2  シカゴ塵葬鹿理工場

様 要

シカゴョの塵芥島理工場の焼却焔は 1日600噸のl是理能力を有し、恐らく米閤合衆開中最大

なものの一つであらう。 工場の敷地は河川港りに而し、周囲は工場K 固まれて居り 、建物

の外観は快適 K して、 且つr r ; j 悶に 、芝生帯があり、遁路などは手入が充分行 き とどいて居

って一種額著な環境ぞ形遣って居る。敷地而積265' x300' 、建時172' x  125'  に して、之れに

附属 して、 建坪 18' x40' の事務室 と作業室とがあ る。いづれもコ ンク リートと鎖骨による

構造惜に して、外装は 、インデアナラ イムストンによる煉瓦仕上である 。蒐集車よ り塵芥

そ積下 しする 場 所 ( t i ppi ng f l oor ) は172' x  13' にして 、それが! け競坑 ( St or age pi t ) に導

かれて居る。共施には塵芥積下 しプラットフ才一ムと して 5 箇所の入 口と 1箇所の出口 が

ある 。索引装置くt ract er uni t ) は一方の側より 這入って来て他の側へ出る様な仕組になっ

て居る。 前面にあ る4 筒所の入口はパックして入るトラック用と して使用され、1¥す蕗坑の

牧容mま大田各1，200噸の能力ぞ有して居る 。

塵芥蒐集車の運轄と焼却壇の操作

トラック 並 K 聯 給率 ( trai l er ) 等が敷地内に這入って* るし計量所の前で |上 る、そ し

てト ラックと積I依せ る塵芥との量が計られる。次に蒐集車より塵芥ぞ積下 しする プラッ ト

フオ ーム に準行 し て行き貯蔵坑に塵芥な さ 足 りるのである 。ｾけら れた 塵芥は電気操作によ
ｊＡｾ＠ ，') I マー ホールス

るクレーンで協のJ -.I'L持ちjlli ばれ底部が開閉出来る笈置になって居る 漏斗献の坑 ( hopp巴r

hol es) の中にそれが空りられ、一人の作業夫の手で慌の中へ焚ぺられるの であ る。各塘悔

V ' 8 4  

註 1 Leonar d P.  Tur ner  ( Superi nt endent  of  Damp  and Inci nerat i on Bur ean of St reets， 

Chi cago I1l. ) ;“ The Operati on of  t he Chi cago l nci nerator"， T he  Amer i can Ci t y， J ul y， 1934.  



に 1 立方備のポツ パー ホー J レJえが 4 個あり 。その各々には焔 K 導くヲ |き戸が付・いあり 、そ

れが座縮空気叉は引慣り 鎖 にて開閉し似る妓置になって居る 。且つ之れが操作は火焚場

(五ring floor) の火夫によ って行はれるのである 。 ポツパーホー J レスの底の引戸か開カ、れ

た時、塵芥は焔の中に落ちて行くのである 。

共屍には上Ｓￆ の 如 きが ｲｬｾ が Ｖ 個 開 置して あ り 、 し、 づ れも外観 の 大い さ は ＲＹ Ｇ x  16' 伎である。

各々の焔は 3 つの間仕切壁 と5つの クリンカ - m及 135 司王)J PR の火床がある 。市して各焔

特に前:J f I'L 4 枚後方1 ' L 4 枚計 8枚の扉が付いて 居る。 燃焼室の1f 涼・( Combut i on chamber  

area away) の大 さは39' x6'  x  11' にして 、焔の焼却能力は24時間陀付き 101噸の焼却能 力

があり 、平均焼却量は 1 時間1' L4' o噸に相官する 。

蝿は電気制禦式モーターによ って登生する務熱送風法K よる操作で蓮轄され居るので

あ。即 ち各熔に毎分1，800回の回轄ぞなす 15馬力のモーターが 1個宛にあり、外部からの冷

気ぞ稼熱器，Pr eheater ) の中へ吹き込んだ後ち 、空気が惨め られ 、各焔に遺風されるので あ

る。l次込 ファンは只に外部からの冷気を吸込むばかり でなく、 i援めら れた温気ぞ吹き出す作

用ち なすのであ る。平均務熱温度は3，500度乃至5，000度位に高められ、燃焼室内の焼却温度

は大低 1，800度乃至2，300度位にして、温度が平均した時でも焼却能力は増加す るのである。

捜却焔は 4 時間毎K 掃除され、持:積した灰憧や銭 力憾等は燐の下の灰燈堆積室 ( ash

basement )  I ' L 設りてあるポツパーの中に落ち込む様な装置になって居。灰憧は E容に積込

まれスキップの付いた搾揚機 (Ski p-hoi st) のと ころまで運搬され るとj直ちにその搾 揚 機

にをき揚けられ貯麗用ポツパーの中ｉＧｌｾりられる の である 。 そ して 共蕗カ、ら 聯結 車 又は

トラック等K 再び積み込まれ各方面の塵域捨場に運搬されるのである。ポツパーの中へ空

けられた灰燈は電気昇毘ポ ンプ ( electric booster pnmp) の制禦による噴霧器 ( Water

spray) を以て持されるのであ る。之れは連結車等1' L 1i 足を積み込む時に生す、る塵埠そ防 ぐ

矯めである 。

共虞I ' L' ま 10馬力のサクシヨ ンファンが 3 個据置してあり 、それで灰憧堆積室にある灰の

塵域 ｾ Ｇ ｶ 主集器に吸込ませるのである 。 街ほ此 の 外に据置しである ＵＰ 馬 力と ＳＰ 馬 力の Ｒ 個の

サクシ ヨンファンは 、ポツパーのとり戸 ( Sl iding hopper  door ) の操作と煙遁の掃除の矯

めの金 J! l ' > l . 用として設備されてある 。

塵芥が非常に j必気を含んで居る時でなりれば、石炭は概く' { gt少しか使用しない。

作 業 統 計

此の塵芥焼却捕は1928年から 作業ぞ開始し 、その時より今日に至るまで市の北半分の塵

芥を昆理 して来fこのである 。此の匝域 K 於りる不燃焼性の塵芥は塵域捨場に鹿理ずるカ、又

は餓道運搬 K よって他へ運び去るカ、のいづれカ、の方法によって居る。

1928年カ、ら 1932年を遁して此の優秀なる塵芥焼却嫡の作業統計は第 2 表の如くであり、

第 3 表は指示された期間内に焼却墳を操作した使用人員の敷と種類とそ示す。
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• 3 表

登 間 交 代 ( 自午前 8 時歪午後 4 目的

少年舎記 ( j unior)  
2人

工場係長 ( P lant for eman)  1人

危機監替係 ( elect ri cal mechani c i n charge)  
l 人

危 機 係 ( el ectri cal mechani cs)  
4人

トラ ツグi塁線手 ( mot or  t ruck dri vers)  3人

運 搬夫助手 ( helpers On  trail ers)  
3人

慶績芥の投火入夫夫〈f(e(le1燈d燈in活7Zg  り2人〉
12人

f urances ;  t、刊 men t  0  each f urnace)  

( り2人〉

12人

( St oki ng  f urances ;  two  men ω each  fu.-nace)  

E豊芥積 下し:夫 ( men  On t i ppi ng fl oor)  2人

灰 魁t l佐積室の人夫 Cme n in ash-basement )  4人

灰燈ホ ツ) f - i笠締手 ( man  to operate ash  hopper )  1人

給 油 係 ( man to  do  g eneral  gt-easi ng)  1人

..g. 
針 46人

夜 間 交 代 ( 自午後 4 時歪夜 12目的
係員鍛

少 年舎記 l 人

工場係長 l 人

電 機 係 4人

塵芥投入夫 ( l i 虚岱り 2 人〕 12人

燈 の 火夫 く
1/ 

〕 12人

灰 t即位IU室の人夫 4人

雑 用 夫 ( man on  mi scell aneous  ass ignment s)  1人

dロh  
計 35人

深 夜 交 代 〈白午後 12時至午前 倒 的 1 係員数

工場係長 l 人

電 機 係 4人

E堅芥投入 夫 (  1燈 常 り2 人〉 12人

揺置の火夫 (  
11 

〉 12人

灰 越:土佐m室の人夫 4人

雑 用 夫 1人

..g. 計

ま理 計 115人

閣際公金事業協令へ提出され1: 書類 より

設 2

5  シンシナチー・クイン市の塵芥慮理工場改良績張計牽

櫨改造計壷の概要

シ ン シ ナ チ ー 市K 於ては 、1935年l ' L ＱＰＰｰ 餌の塵芥 焼 却能力 冶 有して居った中央臨芥蕗 Ｓ Ｚ ｾ Ｑ
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• 2 表

次 年ｼ阻嚇 ｉ 亀用石 ｅ 出Ｉ焼却費 Ｑ 野川 ｾ ｉ 残絵Ｅｬ 摘 ｾ＠

1928 46，516 2，389 I 即 時
2・86 詩る作頁契業約によ

現;

1929 

16，217 808 45，842弗
2.826 

14・8
1/ 

1foJ - 3月

1929 

80，189 722 149，849弗 1・87
17・5

市生善

4月- 12月
( 日雇人夫〕

1930 75，240 470 183，356弗 2・49
19・05

1/ 
( 11)  

1931 79，713 579 178，421弗 2・24
18・75 " に11 )

"  

1932 83，224 702 '162，お5弗 1・95
17・3

" に " )
"  

〈焼却燈の受入る塵芥量l: t 毎立方鳴 lこ付365封皮さなる 〉

工場を 、在来の島理工場の建物陀盤: 更を加へす‘ 300 噸焼却能力 を増加しれトる様、内部装置

を場設 したのである 。 中央臨芥島理工場に於て焼却焔を増加する場合の準備は、最初の設

計K 従つてなされたのであるが、それは 300馬力の水特式 ボ・ィラー ( Wa t er t ube boi l er s)  

2個で スチ ーム ぞ量生す る鴻め 、焼却燐よりの熱を利月1す る棋に構造されたのであった。

此のスチ ー ムは 7棟の工場 ( Wo s k hous巴〉市の自動車修繕工場、道路管理仕事場及市部

の中心部に配置してある全盛芥蒐集部 ( Wa s t e Col l ect i on D i  vi si on) のガレージに配供

される のである 。

島理能力400噸まで増加する場合には 、市は主要島理工場の反封世IIJ I'L 区別して儲の配置

を行った 100 頓の昆理法置ぞ 2 基運轄し得る様にしたのである。 3基の鹿理装置が最初 に

据置さ れ、 1931年 7 月1日に蓮轄が開始されたのであるが 、共の頃はま花塵芥蒐集は請負

制度で、且つ厨芥のみの盛理は期間i議了になったので、市がそのサ ーグイスぞ引措いたの

で・あった。長 い年月日の間市は此の厨芥を除いた他の都市塵芥を蒐集し且つ島理 して居っ

たのであった。市が此の厨芥の蒐集と昆理を引き受ける 様になった時戸主は是等の底物を

紙で包むか、又は紙の上K 置くカ、或は箱の中に入る秘K 命ぜられたのであった。 夏季の期

間住宅地に於ては、一週1 ' L 2度定まつτ 塵芥を蒐集する 様になって居り 、且つ冬期の聞は

一週に 1 度定まって塵芥を蒐集される様K なって居ったのであるが 、下町 K あつτ は、毎

夜定まって蒐集される J践になって居ったの である 。 互 の 暑 い期 間 は 3 基 の 櫨 が 8 時 間

交代で、冬季の期聞は 、中央部に設備されてある 2 基の焔が 8 時間交代で且つ外側に装置

しである 100PI頓の 2 基は 1基づ ¥8 時間 交 代で運斡さ れて 府 るのである 。夏季期間中の多

数の 日は創設首時 300 噸基の蝿が50% も} 品百で 、表H市しい島理能 力を示 し且つ外側に装置

してある 100噸基のも のは全能力に達した事を示 したのである 。 そして此の能力ぞ超過し

て居る間直ち κ 300噸基に封 し、鐙夏及増設の矯めfi&A なる研究と計華が進めら れた のであ

註 2 J .  Eugene Root ( Di rector Pub1i c W or! <s， Ci nci nnat i ， Ohi o) ; “ E n1arged Inci nerat or 

for Queen  Ci ty. " Amer i can  Cit y， Mar c h， 1936. 
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るD 此の装置の外部K 現はれた るl列カ、

なる鐙 更は弟2の煙突及クリ ンb ー( 石

炭殻〉又は琉憧ピン の椛地とである。

入口 への斜辺は 、此 J ) 建物j のj皇芥杭1亡

し部へ導力、れてあり且つ 1-1¥口のJJ・の斜

退 色入口と 同J践 に 此 地 lて導カ、れてあ

る。建物の中央部若くは弟 2 階は塵芥

を焔へ 投 け込む ｊｾ ミ Ｈ ｣ ｨ ｡ ｲ ｧｩｮｧ Roor)  

であり 且つ第一階は火焚 口のある j末に

して 、積み下し又は焚付 445は此唱で工

第 2 園 改造前の 1日1∞噸民主理基

場内の人夫の手によって行はれる棋になっ て居り 。 スチ ー ム量生の錆めのボイ ラーは煙道

近くの建物前部の第一階に 、そ して焼却施は建物の 後部に据置してある。

塵芥焼却の腐めに最初に据置されたのは 100p凪基3{r61てe あった。 その内 l 悲 は獅立 して作

業 が出来る械 に 設計及桃遣されて 日り 、その仙の 100噸基 2 但lは200p民基として作業す る棋

に設計 し且つ構造されてあったのであるカ、ら此の晶玉虫法置は 100噸基 、200噸 基又は300噸

基として運轄 l. Al f るのである。斯占去に迩輔された時 、各々の場合 、スチ ー ムの笹生の民め

ボイラ ーは 惨房の目的にも設備す ることが出来るのである 。

壇 の改造に劃する技術顧問と工事請 負

此の都市に取って本質的な問題は 、塵芥焼却能率を300p断力、ら 400時nまで増加しれトるキヤ

パシチ ー増加 問題であっ た。此の問題の解決に閉して市の援助として 、lii1i間技術者である

F osdi ck 及 Hi lmer の柄氏が開係する事になり 、そして次の 4 つの 、貴施 し41J ぺき計霊泉

を蛍表したのである 。即 ち、

V I 3 8  

1)  3個の焼却担豊島現在のま，， 1こ浅しておき 、そして最初に据置し 1: 時の如く一般的運締かなす卒、

但 し煙遜の必要なる 援更の絡め 、煙突の冷設 lこ鈴 し特別に溺立して居引00噸基の在来建物の母

布端た耳11ffl する 司王及ぴ空気、水.&1也の機械設備等か建物の右端の中 lこ納 める幕式p 除く。 此の言1-苫

第 3 闘 改造後の新 1∞噸民主理基
に闘して雇IUIl J技師t:t Ｑ ＳＲ ， ＳＲＷ ・ ∞ 郊の滋ｵＮＺ Ｑ ｾ

計上する事。

2) 物設する l ∞噸基ら 収 容する lこ必要なる

大きに従って建物の右端た増築する こさに

より 、家屋に射 し空気、水及他の機械的設

備か増設し 、立つ煙突の増設及び題巡の必

要なる主連克による扱張設さして 151，252・∞

弗の議tt 4- 計上する事。

3)  現在の 1∞噸基| こ射し特別な! ∞噺基た榊

設し て 、此 のｾ 理 工場 ｴ Ｚｴ ＲＰＰｩ 額基 Ｒ 翠さして

迩悼する Ａｦｾ が 出 来且つ ＲＰＰｾ 頓基 ｴ Ｚｴ各Ｃ術立

的に煙突に接縦さす 、そし てλ チ ーム俊生



及石炭及灰 越智 ｴ 下し設備等のｾめ待別ながイラーや準備する司王、現在の建物に望書して内剖的のも

のみや鑓更する事。以上の計m: で( : t 125，378・00弗の涼1ょが計上する事。

4)  皐ーなろ 100噸基た移動さす事叉( : t 新しいそして変! こよくまさまりの付いれ2∞噸基ごして、そ

れや蒋ぴ鍛イナげ、煙巡ら完全に更生きてま、スチーム ポイラーの一つル位置袋へに役立つサグー λ

さ石炭燃料 ｬ このみ ｬ こ利川される石炭及灰 民 政下し設備のｾめ新しし、ホ・イラ ー や増設する司王 、此 の

言十置では 125，0 13・∞弗の旗第が計上する事。

Ｔ 季の問、躍に役立って ｾｕ こ Ｑ ＰＰ 噸 基の焼却 ｬ は既に抑除せねばならなカ、ったのであ るが、

スチーム費生の応め、夏に極まりの』刊、」ょ っ経ｾＡ Ａｾ的な操作をなす鵡めＮそしてイ ｂｫ の建物

に封しその構造物の製・更を最小限度にする潟め、踏の増設を準備する事が佼利であると 云

ふ見解の F I ' L市は 4 の提案そ探月1したのである 。然し乍ら、単一1001頓 基 の 取 外 さ れfこる

多 くめ部分品叉は附Jn物等は設置の都 合 上200噸 基の修繕や又は阪の 位 置 に 復 せ し む る 場

合等に使用tUd6る棋にしたのである。

Ｊ央島理工場に到し改築と増設の Ｑｾ め設計回並 ｦ 土椋舎は Ｑ Ｒ ク保の ｴ 条 件 の 下て 、 入札 への

細分又は分類が行 lまれたのでめる 。 そ し て 市は 1935年 3 )-J  I ' L 、此の入札を受理したのであ

った。りれども、此の入札に到する最初の告示がなされた後、米園の産業復興法の下てeは、

是等の工業は 、此 の 工:主の如何なる部分でも設計四. ! l l'. 仕秘書の矯め支排が制止されて運輔

が持続されて居ったの で( 此 の 場 合2・00弗 〉ボイラー又は石炭焚に就ては、是等の箇保I ' L IUl j  

して入札が肪 ｾｽＧられ て居った事が解 っ た 。

ボイラー並石炭ー焚工業に従事する人々が此の純泉に賛成rU*なカ、った間 K 、市は此等二

つの傑噴に闘して請負者逮カ、らの提案を受理しTこ。即 ち12ク係のt条件の下で、此の工事は

失に示す請負者遣によってなされたのである。

l 一 新設の焼却措置及怪選; ピツツパークの T he Pi t t sburgh- Das Moi nes  S teel 合l弘。

2 一転射的煉又煙突 ; シカゴの A 1phone C l1stodi s 煙突合枇。

3 ー誘導式ドラ 7 ト 7 アν 叉( : t ポイラー後部の餓板工事; シ Y シナチーの Br eese Br os  ( アリー

ス兄弟商合〉

4 一 新設水管ホ・イラ ー及在来ポイラー第 1就の移築; シ Y シナチ ー Henr y Ni emes  墜すf焼却温

合枇

5 一 新設計イラー及在来ポイラー第 1放の石炭焚; Henr y  Ni emcs 焼却燈令枇。

6 一 新設及第 l 獄移築ホ・イラーの煉瓦主主侭置肇 ; ヒ・ツツバータの R ust E ngi neeri ng 合証t 。

7 一 勧カ線の配線鑓夏並増設; シ ゾシナチ ーの Gee，' 川兄弟前令。

8 - 10馬カターピ ν ; シエ/ シナチ ーの D. W.  ｓ ｬＱ ｬｬｩｶ ｡ ｮ 包Ｇ 総合ｾￚＺ。

9 一 石炭続下袋程; オノ、ョー州コロ Y プスのコロ ν プス コムイア合l乱。

10ー プラムピ Y ゲ ( Pl umbi ng) 工事; シ Y シナチーの T he Thos.  J .  Dyer舎批。

11ー 配管カバー及び絶線苦手; J ohns  Manvi l l e S a[es 令駐シ Y シナチ ー支応。

12ー建物鎚更に闘する雑工事，シ Y シナ チーの Me yer - Hecht 合iit上。

第 4 競の契約書の工事の内容は 、イ1 : * の除熱* . イ ラー ( W ast e heat bo il er s) を他 の 位

置へ移輔 さ せ る 事 或 は 新 設 200噸 基 焼 却焔 の 畑 出 を 燃 ・控室カ、ら外部へ 1)上1'11す挫辺へ 、

接 線 さ せ る 事 等 よ り 成 立 し て 居 っ た。 古川批の契約百は 、前にも必要であっ た如く 、オミ・
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イラーに如何なる瓦斯でも全然通過させないで使用が可能である拡ーに、不' E . * の務熱器

( preheat or ) を塗り艶へて新しい様にするおめ再び修絡することも含んで居るのである。

スペースの利用に就て之れぞ ｩ 主主 ｪＺ 傑く臨月 ｪ す れば 、 ｾ ｩｉ Ｍｬｾ としての ＲＰＰ 噸蝿を拐置く事は

不可能であるにも拘 らす、向且つ怖の周回で故障なく充分なる操作と井戸の如き出入口ぞ焔

及火焚室の様々な部分に設り作る事ぞ見1 - 1 ¥したので- ある 。前'，i( ま此の HfA契約舎にはまた、

焔自身のあらゆる装世に就ては例論、それに必要なる基礎、燃焼室の装置及燃焼室カ、ら不正

ｾをの芭 Ｗ ンホー ｊ レの煙退ーま で、 強熱接鈍器 Ｈｰ ｲ･ｨ･｡ｴｩｮ ｧ connect i on) も或は叉俄熱; j <・イ ラ

一、濁 立的に利用し ｾｾｊ る 二 路熱接 ｦＮ ￼ 器の移築及新設の俄熱ヰ ミ ・イ ラ 一等も 含んで居るのであ

る。全i必気市1I禦器 ( Full d  amper  control ) は様々な機関 l乞1必要なるものとして 、; 様々 な

分孟が遁過し来る瓦斯の配置に釘して 注意深く設備されてあ る。

T h e  Pi t tsbur gh- Des  Moi nes ｲｊｉｾ の設 備は現氏米岡合衆 同に於 て 迩刺 して居る最大の単

純装置式 、高熱j皇芥焼却焔であると和されてゐる。それは 、6 つの小 )j} よりキLL$泌されてあ

り上Lつ務熱気 ( preheater air ) はエアダク トが再整理された後 l亡イ1:米の 1首;熱宝カ、ら供給

される J践になってゐるのである。キキ小JHは灰焔iホッパーが前以て築造してある灰儲 トン4・

ｊ レ ｾ ｉ Ｍｬ へ き さり作る棋に操作される 個々の溺 立した設も ｭ となってゐる 。 叉此の小 Ｉ￭ｽ には手に て

迩轄すると込扉( Gat e) が設りてあり且つ コンテナー ( Cont ani er ) は 新 設 焔 の 絞 置 に

到して全く故障なく且つ構造物ぞ殆んど製: 更することなく 、イDkの建物ぞ遁合させたので

ある 。此の建物に附する限り、凡て構造物の盟・更は 、請負の 子にまカ、せてあったのである。

ＲＴ 時間試験 ｋ 聞 し ては 、 此の協は 主 主力、らｾｉＧｌなるまで 、 Ｒ ＸＴｶ艇の塵芥を脱却したのである。

4 月 1 日K 請負契約が成立し、工事が ｾＱＴ 図 400噸焼却民主理工場さして活動開始し 1: 焼却

始められたのであった。数人の請負者の

共同で工事が行はれるので、新 しく塗り

鐙へられた島理詰置は 、7 月の下旬まで

に使用出来る様 K なすか、或は夏季の1 ) J

めの塵芥が増加する時李lて間に合ふ抜に

侃置する準備がｉＭｉｾＪて居 っ たのである。

改築と箆Ｚ更の ｬｾ めの綿経抗は 、 高Ａ［負 ＱｴＧ ｻ 綴 Ｑ

4旨基礎として成立して居り 、」ょっ請負契

約後の些少 の 盤更の Ｑｾ め ｾｩ Ｇ午されて居る俄

分の経世は 122，814日n又 は 技 術 家 の 見 積

では Ｒ ， ＲＰＰ Ａｊｉｾ で あ っ た。此の特 別 な計主
世t3

I'L I針l して 、il i'i::; }，，') は P W A の干拠を矛1I

J . I J しなカ、った。

註3 P W  A  =  Publi c  Wor ks Admi ni st l' atioll. 
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塵芥蒐集部の監仔官は J ohn R.  M ani on 氏 、焼却施の操作に MMしては A nthony M.  

ｓ ｡ ｵ ･ ｲ 氏が開 係 し て居っ た 。改築と製 ｊ 夏は 、 ｨｅ 王ｾ｜工場の維持 監 仔官の ｊ ｯ ｨｮ F.  P ort er 氏

の監'1芽の 下で行 lまれにのであったっ

註 4

S  4  シユレヴポート都市塵# 鹿理工場の備設

栴 要

小規模の塵芥昆理工場ーに於ては之れまで丘地がその敷地として故も fit 値のあるものとさ

わて居ったのが 、 現代 の 牒芥鴎ＡｊＡＮ工場の如く普通の 地 牒而 Ｑ Ｇｌ ＱＯ ｾ りる塵芥受 ｩ 度箱 Ｈ ピン〉より

クレ ー ン によ りそれぞ れ 迩搬しねる椋なｾ＼置 に なっ て は 、 此の所謂敷 地 の ｩ 市低 去と云ふ こ

とは さ して重要な 問題ではなくなって31Uこ、EEにJf，作 と云ふ勲から考へて も、結問 lま了. 場

の能率増進 と云黙にJ比て喝!111工場の名建物f ' [ ， ｾ討 す る 配 置計主主が行は れ るものである。品理

工場に於りる塵芥の受渡の/)・法 もZf J ; 工場の規脱及能 力にか L って予kる課である 、“ Pl ant 吋

と云ふ事は完全に “ layout " と云ぷ、事，a 意味して居るので 、その内鮮はドライグクエ イ、

建物、芥塵芥受箱及焔及びクレー ン或はパクツ等の事刷まで凡て含まれて居るのであ る。

但し トラベ、 リンク' クレーンの場合はそれを使用するすごり充分大なる規模を制11へ7こ蕗理工場

に於てのみ使月j されるのが 持活である。

大小鹿理工場の比較

24時f ' [ 501順位の凪理能 )) iを有す る程度の小規松の出芥雌理工場の理想的配置は トラック

が ｊ 白Ｚち ｋ 焔の 上 部 の 朕芥杭下 ｬ 主役入ｼ宿泊三 Ｑ［ 皆への鹿芥を推積し Ｑｾ ｾる錦め建物 が丘地カ、 又は

高い斜聞のあるところに主主てられるのが普illi である。此の如き塵芥昆王]1 工場を “ di rec t

feed" 式と稿して府る。“ G r av ity feed" 式と云ふのは蒐集してPI討こ塵芥を蹴の 上 部の貯

蔵箱 ( St orage bi n) へ本ける。そ こで重 力により自然に舗の j 二部のホッパーの中に落込

む校になって居る仕組のものそ云ふのである。 “ C onveyor feed" 式と云ふのは臨芥が コ

ムペア ーの上に岱けられ、次にそれカ、kTIび 1-. けられ憾のJ て部のホッパーの上 K 主主り られ る

装置のものを云ふのである 。

24時間 I'C150噸叉はそれ以 卜‘ の晶玉91i' m)) を布する大島理工場に於んる建物の理想的配世

と云ふのは 、灰櫨肢川 し階 ( 1ドiりに大きな コンクリー ト製のj長芥貯蕗箱を似itr 、そこへ塵

芥 IJ ｌ 卜 ｯＨ Ｚ ｕｉ ｊ の ク レーンが下りて米て燦芥ぞｾりる仕組にすることであると我々は信じてゐ

る。塵芥の入って居るパクツは トラベ、 リング、 クレー ンによって づ|錫けられJ 1，つ水平に移

動し て 行き，ｦ ｾγ ドし 附ＱＧｃＧｴホッパー の ｲ ｬ Ｂ へ決りられとのである。疏 ＱＢＱ ［告は ｾ ￭｜ ｗ ｉ と し 却 ｉ ＯｾＭ 卜 Ｎのホ

ッパー の 弱 め に ｾ Ｚ Ａｉ Ｇ ， ｩ Ｚ［ ￬ の僻 地 が ｦｬ ｊＺ｜Ｚ＿さるべきで、ある 。

ロッカ - ;:I_は化粧宝"!rは此の階下に設りら れ るのである 。

詮 4 C.  E.  Olschner ;  T he  Design  of  Muni cipal  Incinet'ators， T he A merican  Ci t y， Oct .， 1935.  
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火焚階は 、壇の装置 、稼 熱、 フアヘダク ト等ーの矯めに最も能率的に活動 し得 る様な配置

計- 垂をなすぺきである。建築面積の経慣と云ふことは姐の周囲に好都合な面積と充分なる

成さを用意する ことで 、それは建築家の創立( 工夫力〉ある努力にか L って居る問題であ

る。確定的に決定しである最低の距離と云ふのが、法律命令で定 めてあるが、然し利便の程

度を増し旦焼却施装世に近接しτ 更に笠ましき仕事ぞなし似る様な コンデシヨンを奥へ狩

るとせば法定の距! 謙以上の最低距離を取り得る諜である。

3 個乃至 4 個の燃焼火房 ( burni ng-cel l ) より組立てられて居る大焼却蝿の一般に使用

されて居 る型 式の雌は 、 一方・の端又は後部陀於りる燃焼宝と ｾｈ｛ 一つの 系統 Ｈｓ･ｲｩ･ｳ Ｉ と し

て配列されてあるものである。三つの〆ク トが此の室カ、ら誘導されて居り 、大きい方はエ

キスパンシヨンチエ ンパーへ導力、れ 、j立ちに煙突へ逝ぢて居るのである。小さ い方のダ.ク ト

はエキスパ ンチエ ンパーに達するi I IJ I ' C 務熱室を遁はすぺき燃焼瓦斯のなカ、を遁過して来る

のである。燃焼室は臨芥トラップとして作用ごとなし且つ煙突の近くに配置されてある煙道

の蹴張された部分で、もある。その目的は旋回して燃焼して居る瓦斯中の塵域ぞ止め瓦斯の

みぞ斑突へ通過さす作用をなす ｬｾ である。ダク ト 及煙遣に於りる耐火煉瓦の垂直のグリ ｊ レ

は ｾｬｪ 苗に塵壊の通過を防ぐのである。それを定期的に 、即 ち約 Ｑ 週間 ｴ ＱＺに此の塵域叉は飛

散する灰憧を、シヨベソレにて抑ひ取り此の目的の矯めに配置してある是等扉を掃除するの

である。

本装置に於ける各々の小 JHに於りる直接積下ホッパーの下は乾燥櫨階 ( dryi ng hear th 

soor ) とし、且つパーニンク' グ ー トは鍛製として設計されてある。パーニ ンググ ート

の端は中心に小さい焚口を布す大きなギロチ ン型クリ ンカー扉がある。焚口扉を通過して

来る塵芥は必要な孟すごり燃えて居る火の」二に掻き集められるのである。そしてク リンカー

扉を通過して来る灰憾は、下部の灰憐ホッパーに劃して 、ダンピンゲート ( 灰櫨を空りる

グート〕 や通過し得る程度lモ移動されるのである。乾燥燐 ( dryi ng hearth) の 下 部 は 加

熱された空気があり、通気装置カ、ら j熱気ぞ持っ た居住芥を述K 水分を脳除すぺく加熱された

空気が流通する様になって日るのである。主主風機式及 ｩｪ 弘 ｊｉｾ 送風式Ｈｦ ｯｲ｣･､ draft )  I'C Iま務熱

室及モート J レによるファンを結ふダクトも含むのである 。怖の上部花開カ、れて居る取入れ

用のダクトは加熱された空気を移動し_ b I つ燐室の)l五J!l Vを助成するのであ る。

シレヴボート塵芥虞理工場の将来

シレグボートの塵芥島理工場の設計者は次の事を信じて居った即ち 、彼等は躍なるー建

物内では務め設置し仰ない或る重大な特色が結合せる設計岡によって開笹し得る事ぞ信じ

て 居つに。夏 ｋ 改善された焼却姐を設置する ｬｾ めに さ 欠の望ましき要黙が付加へられねばな

らない 、即 ち此の接置に就て前以って必要なものとしては次の数項目が傘けられる。

V I 4 2  

1. 1個の代り lこ2 倒のピンた使用の司王。 此の提案{ : t 一方のピ〆が掃除されて居る閥、他の 1信1た

使用し得る傾宜がある。



2. EX'!i韮ホツバ ーら通過 して盛より灰燈民主理用トラツ P までの直接引カ式通路子し くDi ，'ec t gravi ty 

passage) た設備する事。 此t: t 本質的な 設用 ( O，'iginal cost )  ;::作業設さら非常に減じ且つ灰燈

の税込ら最も単純化すろのである 。

3. 狭いグレ ーY 梁 (. Nar r o¥V C l"ane  bri dge) 此れは忌方Jの1VH;:: 運搬さるべき 私ー裕之 ら減じ且つ

積下IJ!>簡単lこす るのであろ。

4. 石炭焚室 ( St oki ng l "Oom) の匁め主主によろ直接通風、此t:t通i常見落してr.s ろ.tJj: 柄でわ るが、必

要な事である。

5. A襲芥量産理工場に使用するト ラツ P の銭めトラツ F 用車庫さ して灰雄政下i若や使用する幕。 此の

方法 t: t 極めて僅かの経 P.<の冷加て・好都合の操作が出来るのであろ。

6. 建築設のLi!t 償なる幕、ー餓骨総造の代 りに銀筋コ -:/ l/ リート フレ ーム架燐た使用する司王である 。

建物の設計はその必要性 lこ適合する悦純然 f: J.，機古凶甘なも のである事。

壇 の 構 造

シレグポート塵芥島理工 場の憾壁は 絶 縁がＡｾ瓦 Ｈ ｩｮｳｵｬ｡ｴｮ ｧ br i ck ) による構造で、ヲl!' 氏

Ｓ ， ＲＰＰ 度に耐ゆる ＱＳ ｙｺ 吋 壁の耐火 煉瓦 が ￤館 、 控及版等の餓 Ｇｦ ｬＧ 架梢の ｾｉｬ に ｪ 賞充されてゐる 。

床材料は耐 水煉 瓦、耐火煉瓦，灰憾若く は鎖 筋コ ンク リート 全容である 。 天井は耐火粘土によ

る71-'- アー チ煉瓦で、表而に絶縁居 311す在有する f! ;I 1311
寸の釣天井である。燐火部底の各火房

は灰憧を貯癒し冷却さす弱め のポツパーとして 設 計 されてあり 、且 つ それは地下、床高の

高 さ で 灰 櫨 運 搬mトラックより落 し込 む 様K 設計さ れて 居るのであ る 。 灰 憧 運 搬K 就 て の

此の方-法 の25純 性は 、今日d : で行はれて 居った エ レグー ターに押込み、そこで約40呪位掲

け そしてそれをポツパーの 中へ空け 、最 後にト ラックに積み込む装置のもの と地較された

時は非常なる 差異が明白になる。

錨銑若は ニツタノレクローム鍛製の移動式管が配されてある務熱器 ( P r eheat er ) は 焔 と同

様 K 壁 艦 及 天 井K 構造されてある。管の中を通過 して 居る 瓦斯は循壊して 空 気を熱するの

である 、 そして此の熱せられた空気は燃焼を迅 ￆ ｦＧｌせん Ｑｾ めに塵芥ぞ熱する こと になるの

である。多くの務熱器 ( P r eheat er ) は 絶 縁 鍛 板 壁 で 構 造 さ れ て 居 る の で あ る。 此の装 置

の比較的優秀な勲、最初1) 0 ) 経費及宜施に閲する勲等に附しては多少討論の必要かあ る 問 題

である o ｬ 結集のある厨芥等はＡ ［吃燥 の Ｑｾ め務 熱 ぞ 使用する必要があるカ、ら櫨の温度は 、 主要

燃 焼 室 に 到 して手1¥;氏 1，450度以 上 保 た ね ば な ら ぬ。 乾燥して J;.; る 底 物 叉 は 塵 芥 に 封 しては

座 柿j温風を1l e月j する の必要を認めない。

補 助 設 備

様々な種類の器械は此の焔をilli 特する 1-. f ' L 側めて必要なものである 。 7屯6気高熱計計. の記錦

若器i詩+は監'1降手官室に似イZサれ1

読み Ｑｾ科Ｚ斗 トる高熱 計計Ｎが却蝿証の ｩ祖且 度 ｺそ旨 υｪ 火 ｴ 夫 に 告け Ｔ刊号る様 ｋ なつて ｉ肘 ､ る 。Ｇｾ ｬｩＺＺ ｾ な式信披ｾれまクレー ンの

j1五斡手カ、ら火夫に主J して厨芥の種類とそれを雌3 :_m- r る特別繊 の種類を3 i l i 告す る様陀構造さ

れてある。畑 ｩ ￬ｊｬＮＩＧ�Ｂ ＺＧ Ｍ ｾ ｾ 息 は極度が ［ ， Ｇｉ ｨ 氏 Ｑ ， ＲＰＰ 度以下の時に蛍生するものであるカ、 ら 、 完全燃 ＱＵｾ

の路めにはi且度は最低限度ιU二を保持する 事を要求されて J，.; る。
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空 気 歴 縮 器 及 貯 水 タ ン ク は 蝿 の 上 部 の 塵 芥 用 ポ ツ パー の上 の 塵 芥 積下 し扉 ( char gi ng

gate) 及 1 階 の 天 井にある灰燐ボツパー扉 ( ashhopper gate) の矯め に設 備 して あ る の で

あ る 。 シ レ グ ボ ー ト 島 理 工 場 の 煙 突 は 高150呪 あり 11冨射煉瓦で、建築されて あった。 底 部 に

於 け る 外 部 隔 射 煉 瓦 壁 は 、1711.J の 厚 さ を 有 し頂 上 部 に 於 て は7，%11寸の 厚 さであ る 。 煙 突 は

外 部 に て 14呪 511寸の直径を有 して 居 る。 且 つ 内 部 は 一 等品耐 火 煉 瓦 で 匝 剖 さ れ孔径 内 法 6

n，R 6 吋 あり 、壁 厚 は底 部K 於て 13，%11寸にして国部に於ては4，%1  I，J ある 。 耐 火 煉 瓦 裏 地 の 現

はれる部分の 周回 ｬ と は垂 直 のコルセッ ト 及釧餓の水 ｚ ｉ ｟ｻＮｾ ｖｾ は 、 熱の弱めに内部が膨脹 し た時

耐 火 煉 瓦 煙 突 内 部の破壊に封 して装 置 してあるの である。

盟 の如 き光洋i : * 瓦 ( Salt- glazed ｢ｲｩ ｣ ｫ Ｉ の Ｉ｝ＱＱｾｾ 日が 事務 室 、 ロッカ ー ル ー ム 、化 粧室及作

業 所 生 存 ｦｌｾｭ しである 、 そ し て敷石 タイ ｊ レ ｪ 利立小さい 主 ｬ 亡 使用 し である。 凡 ての床 、 壁慌

及 ピ ン等は焼却l作業 終 了 後 句 LI 、句 EIF聖り肝 き 且 つ 殺1星iが施さ れるのである。

主主物及凡ての設備に到する設計と完桜ヲ? の完成は技術家の手によって作成された。主要

な る 焼 却 協 合JiU:の あ ら ゆ る 設 計 四 が 比 較 研 究 さ れ，日つ各合刷が同 じ基礎の土で競 争 が出 来

る校に設言 ｼ 岡が拙カ、れ仕様 Ｚ［ ｉ ｟ ｩ Ｚ が ｾ ｉｽ かれ ｦ このであ る。設 も ｭ と材料 を 記載するのにや ｊ り加 へ て

次 の 保 設 ( G uarantee) 又 は最大A主主主小 1'1:: 1かl しては請負の 主 要 な る 依 件 と を 示 し て 居

る。

保 誼 ( G uarant ee)

必要なる 設 計 標 準の も と で請 負 者 入 札 に よ る に よ っ て 施 工 が 行はれる場合それに釘する

入 札 保詮 のt条件 は次の如 き 程度 の 下で 宜 施 さ れ る の である 。

ＱＮ 遂事事中の蛾 Ｈ ｦｵｲｮ ｡｣｣Ｉ の温度ＨＱＮ何日で し華 氏 Ｑ ， ＲＵＰ 皮たヤらざる放機 ｩＮＧｎＮ 的 記録た確保 ｾ ｉ Ｍｲなら

ね且つ試験中の平均i鼠皮( 1. 各燃焼室に於て21' - 均氾皮革氏 1，450度た下るべからず。

2， ｾ 虚 の試運練中 何日 でし主義熟室 ｃ Preheater) の空気i足度( 1. 望書氏4∞皮た下らざる桜糊n的記録た

確保すべし 。

3  試験中煙突より 吐出 す煙(1. 合衆凶地質調査局 ( U. S .  Geolo  gical  S lI rvey) に依って提供され

れ るレイゲル ＭＭＺｲｾ の煤畑測定規格 Ｈｒｩｮｧ ｬ ･ｭ｡ｮＧｳ smoke scale; 第 l 就の園表の標準より暗黒又

は瑚密の程度ら越ゆるぺから ず。

4. 試験中如何なる場合でも煙突の頂上口より盛撲かl止すべからず

5. 試験中如何なる 場合で し燈2えその 附嵐設備の作業 lこより i1il. 尖ら出すべからず。

6. 各煩から残白金物( 1 . 燃焼 し得べ告組成物の浅らぬ絞徹底的 iこ燃焼され乾燥され1:灰協 定なすべし b

7. 此の焼主IJ 袋置 l工事Ii WJ燃料た力日へずして入札詩頁 lこ於げる契約の制合以上の燃焼率であるべし。

ＸＮ 正 面 若ＨＱＮ側面のｾ に 射して平行 ｬ 二 、 そして床叉ＨＱＮ nl1j lli; 1二射しては垂直の断面ル取り、 各燃焼室

l二於げる瓦斯の混皮[ 工 、試験中如何なる時でし毎秒 15' 9 { の般大限た超過すべからず。

9. 材 料7ft.. 施工 に闘する 凡ての ミji: (1. 工事完成後 1年のlUJ閥、之れた保澄すべし。

10. 煙突建築者( 1 . 工事完成後 1 年間瓦斯の熟度、風又( 1 . 気候による如何なる破損叉 l1. 破壊 lこ謝して

も、凡て煙突の材料、施ょ及設計の安全なる契約保詮に官il lへj :1- ろぺし。

最 大 限 と 最 低 限

1 . 燃焼室の大さく立方択で現す) l1. 、普通の刻合で24日会開に付 1 ｐ ｾ ｊｩの蕗理 能カた 有す る しのさし て
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各遂の長 15択ら下ろぺから? 。

2. 燈 (fl lrnace) の大き l:t 、:匹巡の割合で24日付nに付 l 噸の蕗理能カ た右するもの さして各透の

長 さ11 !lRfJ，. 下る べからず。燈の深さは 8 ｾ尺 Ｙ f1d以上にして且つ幅員{ : t 5 択 9 吋以上1: ろぺし。

3  歴縮空糸の且{ : t 、普通の別合で塵芥た民主理するしのさして: mき 1封皮 に付告5 封皮た下るべか

らず。

4.  I象熱室の面f .N{ : t 普通の場合で24時間に イ寸 1p頓民主迎し符ろ Lのさして 各迭の長 7.5択た下ろぺか

らず。

ＵＮ 各ｾ 燈 ホ・ツバ ー ｻＺｴ火焚室の床応以下 ｬ こ於て ＷＲ 立ブ Ｇｩ Ａｬｒ の収容 カら下 るべからず。

6.  ゲート の有効成さ ( 共民主に最後の燃焼室が配; 在してある ) (:t 1司王方 択毎に50封度以上の割合で、

ウ〆ゴロ

厨* や燦物た焼却し得る秘 lこ設計すぺし。但し乾燥櫨若くは思殺し鍛板た除く。

7. 乾燥嘘くd，'y ing hearth") {:t帆24吋ル下ろぺからず。

8. 煙胴のMミ建物外側の如何 なろ M健でもその問 4 択以上の間隔た保つぺし。

9. 二つの燈のよ長岡の間隔はお; < さ L 6 択以上 、そして櫨の終端 に於て後部建物のM憾の間隔{ : t 5  

択以上11M:すべし。

10. 各燈の正面に於げる火焚 λ ペ{ ス{ : t 燈の Jfini ご最 L iLI v、M骨量叉{ : t 隊得物さの間隔が量生< .:: L  14 

1尺t，l?i ;呆1: すべし。

11 ゲートの盛*ら空げる部分の断面{ :t 18吋' x36r吋t:e下るべからず叉{ : t 同等の L のが機械的 lこ操作

されろもの 1: るぺし。

12. 塵芥受ピ y { :t 水量- で400立方略以上の牧容カ た持つ L0) 1:  1.> ぺし。

13. 11筆挨た堆積さ d 若 U : t 、飛散して居る灰燈た監理 し叉(: ts' ) ; 挨及灰俊民F趨から運搬する匁めダス

トポケットた設備すべし 。

14.  lJ レ- y 、地|潜及清掃 lこ就て岡松な設備は技術者の計i . l l lこ従って之れら行ふぺし。

Ｑ Ｕ Ｎ 各燃焼 室から誘導されて居る主要煙 ｽ ｊｾ 或ｻＺｴ主要怪胴の集団の縦慌断面積ＨＺｴ ＲＷ 平 方 択以 上れるべ

し。

16. 各穣熱室 lこ焔瓦l WくA lI e g ll s) か通過さぜる 各 の々煙}J I，j 若{: t 煙 )J 同の桜断面続{: t 12平方択た下ろ

べからす。

Ｑ ＷＮ 雨方の雌から混合し ＱＺ 焔 ｾｬｗ ｴ Ｚ･ 通過さずさころの虫 ＱＱ 何なる主要焔遁でもそ の様 断面続 Ｑ Ｚｴ ＵＰ 卒方

択ら下るべからず。

18. 各議熟室から焔の瓦斯t:e通過さぜる各焔道叉{ : t 焔i立の集閲 {:t 12卒方択ら F ろべからず。

シ レ グ ボ ー ト の 塵 芥占星理工場はグー J レステ キサ スの A. J. Ri f e 及 H . E .  Bur ns 氏 に

依 っ て 建 築 さ れ た の で あっ た 。かむの設計は H. E. Bur ns 氏 に よ る も の で あ る が 、 焔 の 能

力と 鹿芥』足時工場 の 設 計 の 主 な る人 々 は 下 VCmけ た 技 術 家 の 祁 氏 に よ る 、仕 様子li :VC負 ふ と

ころ が 多 い の で あ る。

建 物 と 設 備K 到する設計ーには ] ones，R oessl e， ol sc hner 及 Wi ener 等 の諸 氏 が参 加 し

て居る 。

工 場 建 設 の 総 経 費 は 、JI 防長 、ガレー ジ及 技 術 家へ の 報 酬'1ちを 合 めて 180，OOOHJ で あった。

備 は 此 の 計 禁 は 公 益 事 業 部 ( P .W. A) の 一 部分 で あっ た 。
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大 阪 市 内 工 場 通 勤 者 距 離 調 査

工 場 調 査 表 I

土也 士或 | 所 轄 特 集 署 |

殿

記 入 注 意 事 項 | 調 査 年 月 | ※ 昭 和 年 月

「※ 」印ノ 項ニハ記入セザノレ コ ト

2.  教とj ' . . : ハ綿テ算用数字ラ用フ J レコト

3. 一回ノ 「得宿合」及 「枇 宅」夫夫ー箇所以上テ有ス J レ工場ニア リアハ此ノ書 .

式ニ依 リ別 ニ下 問ニ遁カ日記入 ノコ ト

4. 「始業時柔IlJ 及 「終業時芸lυ ニハ二部制 テ採 用 セ J レ工場ニアリテハ此ノ書式ニ

依リ 別 ニ上欄ニ記入ノ コト

5. 工 場 ヨ リノ距i謙二十以内ノ 「居住地」 ハ「匝 1I 1T  丁目 」叉ハ 「郡 村町 中」

ニ夫以外ノ 「居住地」ハ 「匝」叉 ハ 「 郡 山 」 ニ分カチテ夫夫ノ数ラ記入ノ

コト

6.  i: 寄宿舎」叉 ハ 「枇 宅」 ョリノ遁勤者ハ之 テ徒: J 1j国主/J 者ト見倣 ササソレ コト

7. 「 徒歩遁勤者 」 以外ノ ｪ ｪｊ ｂ ｩｊ ｊ 者ハ徒歩ア 併刑 ス ｊ レ場合 ト ｦｦｩＡ ｾ モ之テ徒段通勤者 ト シ

テ ｾｴ 入 セザ ｊ レコ ト

8. 「片道所要時1m_! 及 「一人一箇月運賃」ハ住居ヨリ工場迄ニ要ス J レ概数テ記入

ノコ ト

9. 欄外 「頁」ニハ 「工場調査表 ! J ノ i ノ;口数テ記入ノ コト

者11市計 量上 ノ

工場主 ノ:希望

註 記入注志事項「※ 」記入不要Z わる( : t 都市計i l I大阪地方委員合lこ於ては設に之等記事項ら調査 し

Tこるl二よ る。
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日日lfl; 」長|; ; |馴 |

刷 機 問|;l; l; !;  l;|;  |; i;  

突|高|; |;|;  7:|;  医院

附 防 止 装 置 |有無J I個数J J ヂ主J

得宿舎もι

宅日l

a 休日 「一

|工場法| ※

ノ遁否 |語読1

l亙 Ill r  丁目 地

用

排

道ー
尺

庖

郡

市上

区

郡

町

村 字

r; 

村 字

| 家族綿人数|

丁目 工場トパ

随 員制

I  g!" 

丁目 ｬ ｩｾ ト年 ｼ

町

IllT 

月 日 至 月 日 |午 日幸 分

自 月

月

日 至

日 至

月

月

日 |午

日| 午

sa' 

時

分

分白

終 業 時 亥IJ

種 類 |最近一箇年ノ総数量 ト ー 王手主出入 口= 於ケル運盤 盤 阻一 一

運… lz!; :1f lt 問日立
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工 場 調 査 表 II

居 住 地 耳ｾ 工 鍛

|工 場 ヨ リ ノ 2直線 | 位 置 男 女 小人 音「

底 町 丁目

約 田I

f.T1  村 字

匿

村町 字

丁目

約 町

初l

隠

村町 字

丁目

約 同T

主m

隠

村町 字

丁目

約 田T

亀市

区

村町 字

丁目

約 I!l r  
都

磯近、都市内の工場と共の却J持者の居住地との凡ゆる閥係は、都市計垂上最も興味あり

旦最も肝要なる問題と して取り放はれてゐるが、 本資料はこの見地より昨年末都市計重大

阪地方委員合にて貴地調査 し最近完成せられたるものの紹介である。共の精細なる報告は

他 日の稿K 譲ることとする。本稿は共の結論である。

倫本資料は義に都市計塾大阪地方委員舎に於てなされたる、 「大阪市に於りる! i i l J努者住

宅の分布調査J ( 大阪市K 於りる官公街、銀行、合祉、新| 持l祉、商底、百貨底、ピ J レデイ

ンク¥車庫の代表側なるもの72J . 旨選びて調査せるもの〉の鏑簡とも見らるぺき ものなるを

以て、該調査そも併せ見らんことを希望して己まなし、。 ( i 建築感研究J 77琉掲載〉

本表に於て明な る如く、 工業持働者の大部分は工場のF付近に居住するを一般とする。こ

の事賞は、一面交通上定に好都合であるが、他面こ れ等の住居7J' 工場カ、ら費生する肱煙、

有毒瓦j折、臭気、騒音共の他衛生上、保安上の危険に曝されること多く、斯くては都市計

査の根本観念に離反する。従って 、住居を工場の風上 K 置き而も共の聞に遁首なる線地そ

配して徒歩遁却IJ I ' L 伎ならしむるの持ぞ取るか、或は、工場数、l J X 容人員数、出勤時刻等そ

特に会慮せる安慣なる交通機 ｉｾｍ の施設が肝要であらう 。 く吉 田 信 武〉

1 調 査 の 目 的

工場に勤務せる職工、事務員共の他に就き 、居住地の工場よりの匝離世κ 利用乗物( 徒

歩、自韓車、電車汽車乗合自動車別〉の如何 ( 工場調査表I ) を調査せんと する のが共の

主要目的であるが、向この他、 復宿舎、iIl上宅、定休日、始業終業時刻及び貨物の運輸方法、

( 工場調査表1 ) ぞも併せ知らんとせるものである。

2 調 査 の 範 囲

大阪市内に於りる使用峨工数 100 ι L上の全工場に就いて調査せんとするも 、種々の者11合

上、共の中、認峨工場: 47、機械工場44、化祭工場59、特別工場35、飲食品工場 7 、雑工場

22、合計 214 f ' L 限定したものである。

V I 5 2  

5 調査の期間及び方法

昭和 10年 4 月乃至10月
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先づ闘の如き 工場調査表 1 1 を大阪府特察部 よ り各警察署を経て各工場に配布し、各項

に遁常なる事項ぞ記入せしめたものであるが、特に大阪府瞥察部建築課の助力に具ひし黙

拡大である 。

4 調 査 の 結 果

l七較研究を易から しめんため、義に大正15年同じ く都市計重大阪地方委員舎に於k、てな

した るもの併記 しておいたが 、; 就中通勤者距離に於て々回は前回に兆し、 10町乃至20阿の

ものが梢増加 し、 叉汽車電車等の利用者が増加してゐることは興味あることと思はれる。

第 l 表 大阪市内工場〈使用職工 i ∞以上 、214工場〉通勤者距錐表一昭和 10年調査

戦 工 事務員英の他

距 荷重 計 百分比

男 女 IJ 、人 男 女

5 町 以 下 15，993 28，262 751  2，323 406 47. 735 53.36 

10 町 以 下 6，468 3，134 303 781 97 10，783 12. 05 

20 町 以 下 7，462 2，466 288 1，084 105 11，405 12. 75 

1 里 以 下 5，334 1，313 162 932 102 7，843 8. 77 

2 里 以 下 4，707 810 114 980 115 6，726 7.52 

3 里 以 下 2，033 137 31 468 35 2，704 3. 01  

3皇I町以上 1，535 39 21 656 18 2，269 2.54 

言十 43，518 ＳＶ ， ｉｾ 巧 1，670 7，224 878 89，465 ぬO.∞

百 分 比 48.65 40.42  1. 87 8. 08 0. 98 100.∞ 
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第 2 表 大阪市内工場〈使用職工 10 0以上 、170工場〉

通勤者距離表一一大正 15年調査

戦 工 事務員共の他

距 ｾ＠ 言十 百分比

男 女

5 町 以 下
16，163 25，170 2，420 2，657 170 46，850 

56. 81 

10 町 以 下
6，593 3，148 358 625 48 10，771 13. 14 

2 0 町 以 下 6，486 1，781 326 802 92  9，487 11. 57  

l 皇 以 下 5，629 9 61  163 935 42 7，730  9.41  

2" - . 以 下 3，260 332 67 689 32  4，380 5. 34 

3 旦1 以 下 1，124 44  10 476 8  1，662 2. 03 

31l! 11町以上
626 18 9  718 9  1，380 1. 68 

言十 39，88 1  31，453 3，358 6，902 40 1  81，990 100.∞ 

百 分 比 48. 64 38. 36 4. 09 8.42  0.49  100. 00 

第 3 表 大阪市内工場( 使用戦工蚊 100以上〉通勤者乗物別距離表

H召 和 10 年 大 正 15  年

距 商t

寄宿 | 徒歩 1221別
徒歩 | 電事問 i自称

乗合自働耳E

5  PIJ 以 下 12，801  
104 326 27，357 19，132 47 44 

10l sJ 以 下 6，924  115  495 8  10，499 185  79 

20 IIIJ 以 下 4，723 1，753 1，564 10 2  7，774 1，315 296 

l 型 以 下 1，205 2，837  1，713 317 2，047 4.421 945  

2 笠 以 下 115 3，335 816 17 163 4，018 182 

3 皇 以 下 30 1，538 238 9  1，623 30 

3旦l111J 以上 7 4  1，603 130 1，374 5  

言十 25，872 11，288 5，282 27，801 39，625 12，983 1，58 1  

百 分 比 61 27 12 34  48 16 2  
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努 ｾＴ 表 大阪市内工場( 使用職工鍛 100以上、214工 場〉

通勤者乗物)]IJ Jifr要時間表一一昭和 10年調査

歩 後
乗汽車 ・危 車車

合 自 動

自 締 司王

資 数 | 百分比

5 分 以 下 7，7fJ 7  23. 93 13  0. 09 370 6. 18 

10 分 以 下 8，984 30. 60 256 1. 86 924 15. V4 

15 分 以 下 4，533 15. 44  544 3.96 1，237 20. 67 

20 分 以 下 | 3，624

1  

12. 34 987 7. 18 1，193 19.94 

25 分 以 下 1，409 4.80 838 6.09 52ヲ 8.84 

30 分 以 下 1，625  5. 53 2，181 15. 85  848  14. 17 

40 分 以 下 1，388 4. 73 2.791  20. 29 463 7. 74 

5 分 以 下 587 2. 00 2，222 16.15 222 3.71  

1 時間以下 0. 43 2，327 16.91 123 2.06 

1. 5時間以下 9  0. 03 1，405 10.21  53 0.89 

27 0.09 169 1. 23 2  0. 03 

2時間 l分以上 24 0. 08 25  0. 18 20 0. 33 

南 海 地 動 研 究 所 現 況 報 告

( 昭和10年 1月 よ り 同 年12月 に 至 る )

南海地割J研究所は近畿及ひートドjti fi:道地方に於て JI守- *大地震若くは地震津浪が費生する棋な

場合、共の前徴fこる諸現象射出l ¥IJするのぞ其の目的としτ 設立されたもので次は最近の事

業報告であります。

南海地勤研究所事業報告

( ー) 不断観測の結果

和歌 山地) i VC費生する地誌に就ては前に詳報してあり ますが、該地l J・の地益活動は i'lfr次

に哀ー退の趨勢を辿り乍 ら、終焔の jJR態K は本仰と近づカ、ない朕勢や示 してゐ ます。

地動i規制所に於りる地機 ftJ i斜の観測に附する 件は只今研究の緒にl如、 7こ7ごり であ りまし

て別段 l宅報告すぺき程のこともありませぬ。

中村東北子育大教授の紀伊半烏に於りる磁力賀ill lJ の結果、地殻盟、動の前徴に類似する現象
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が観察されたといふので問題となってゐますが、 手等 々も此際不断観測の結果を纏めて見る

必要や感じ串本世に室戸雨検潮所に於りる貴際の結果ぞ整理 して研究して見ましたが、昭

和九年末に至 る範間 に於ては半島傾動が依然と して南下りに同じ歩調を以て準行 して 居 り

別段な異常を呈してゐないことが分りました。之K 闘して、大阪0 J ，日新聞( 昭和10年4月5

日〉は串本検潮所検査結果として昭和 9年度に於ては平均潟水位が異常に低下した事責を

指摘し、ー半島傾動が方向斡換そ始めたのではないかとの疑問を渡したのでありますが、官;

所の調査によれば此の水面低下は週明性のものであって日向細鳥の検潮記録も全く同様の

慶化そ示せることによれ之れが地盤傾動の方向轄換を意味しないことが、明白になりま

した。

c=) 臨時観測の結果

昭和 9 年度に於ては大阪市土木部に依頼 して、大阪市街地に水準黙を増設の上、全般の

再測ぞ貫施することになってゐました。之によりて先づ替水準標の示す陸地盤形が分った

のでありますが、それは参考書類第ーに論じた遁りでありま す。即ち 第 1岡黙線の間む大

阪北部の三角地帯は著 しき tt -Fを織縦してゐますが、右の中、水準黙235仏 236、237、2

31、231-1、10695 を含む匝域( 下に記す丙院域〉と 10696、10697; a 含む| 高域( 下に記す乙限

域) とは相異なれる運動ぞなしつつあることが分ります。i !i 土木部に於ては昨10年 9 月乃

至12月市内95個の水準勲K っき再測を施行しずこのでありますが 、之に rl1て問題の地域盤形

の全貌が始め て明白となりま した。即ち此地域はラたの通り 3 個の小地域に細分して、各 自

の運動そなしつつ あるのであり ます。各自の運動は略伝平而的であって次に記すは其の不

閣の Ｑ 年聞に於りる 傾動主立に傾斜 ｾｱ ｬｩ の沈下であります。

( 叩〕三角地帯の北部… …市88
0

東から北88
0

西の方へ4・3秒傾 i州 IJ 線は6・0純沈下。

( 乙〉三角地帯の中西部…・・北24
0

東から陶24
0

西の方へ0.87秒 傾 斜qlj 線は5・1糎沈下。

( 丙〉三角地帯の南部 市30
0

束から
j
ヒ30

0

西の方へ2.7秒傾斜ぬ線は4・1純沈下。

特に今回の測量: 結果によりて丙同域の束部境界がー居明療に推定せられ、それが断居型に

起りつつあることが分ったのは特来すぺき f賃値のあるものと思ひます

( 三) 勝 家 の 施 設

中村敬授の研究は磁 力伏角の臨時賞il llJ の結果: に操りま したので 、詳細な模様が不明に属

し遺憾な黙があります。常所にては共の不断1即日IJ ;; 佐賀行 して、 大地盤の前徴となるぺ き何

物をも見落さない様にしたく、先づ間接地動観測所に於て、其の施設ぞする稼定であ り

ます。

紀井、室戸雨傘烏の傾動ぞー居確買に観測す る錦 、間違地動観ijllJ 所にあ る平均潮位自記

装置と同様のものを動ク所に増設しにく共の準備をしてゐます。
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てることに致してゐます。)



家 且
十票 準 イ士 様 書

従来家具の製作に沿って 、設計者・又は施巨のf!!l ll ' C於て fJ: 絞:l :ーを1 h比する場合はがAめてよか

く、 大 抵は、 設計｛ ， ＺＧｾ ｉ と大略の材料の指示とに依って 、 Ｎ ［担イ ＱＺ 者の信 川 ある工作に信組するの

が) i TI 例であり 、たまに{ 土岐7i! ーを添Ilj.t す るものがあっても 、↑百本件と j草il 位{ せき' るものや一部分

の施工程度のみを不均1Wi I' Cj;校総にするに過ぎないもの笥t が) 1: 常 K 多カ、った。

家具装飾協千Ｚ＿の作成になる 「 家ｊＺｬ｟摂取 ｦｊＺ 政 ｾ Ｇ［ ｉｕ はこの勲孜々設計者に取って大 ｋ 参考に

なるものがある カ、ら悲K 掲載することとする 。原案は l昨年夏頃に作られたものであるが今

回輩表のものは各方而の専門家 、設計者等の意比を徴してそれを修正したものである 。

家 具 標 準 仕 様 書

A  クラス家具仕様書

木 材 J 郡

此 / 級ノ家具= 使用ス J レ木材ノ、内地 産叉ノサト図産ノ高級材ノ心去 リ、 無節 、無庇、木理色合均等

ナル優良材= シテ見本通リプ ℃ ノヲ佼月J スル毛/ トシ、何レ 屯天然乾燥= ョリ含水率25 %内外 = ナ

シ夏ニ人工乾燥法= ョリ誠氏43皮( 恭 氏 約 110皮、ヨリ撤氏 711支〈恭 氏約 16Cl l支〕ヲ以テ乾燥且殺菌シ 、

含水 主 主司王均内地需要品］花リテノ、 ＸＥ 乃至 ＱＳ Ｅ 鮮 潟 ｾｴ ノ他滋度低キ方面ノ需要品］在リテノ、 Ｕ Ｅ 乃

至 8 %乾燥セシメ、倫 5 日間以上室内ニ於テ外気= 締レシメタ ルモノト λ 。

特 製イユヤｊｔｬノ蕊 材ノ、別 ν 、 ｨｾ レ、節、目切レ 等ｾＡｦ，キ良質ノ 朴、粉、杉、ホワイトバイ〆等ヲ構

造ニ 適合スノレ寸法=製娩 シ、人工乾燥法二ヨリ含水率 = 7 デ乾燥シタノレ宅ノダノレイシ。

ペユヤ上張化粧? 糊1ノ、ソードィュャ 、 λ ライスドイ = ヤ、ロー タリーカッ トペ= ヤ ノ3 種ノ中指

定/ 優良材 7 月l ヒ、何レ毛人工乾燥法二ヨリ品質ヲ' Ifl セザノレ放表面露政延" ' : : ' ' 7ナシ 、含水王手 5 %程 度

= 乾燥スル宅ノ トス。

羽目 板ノ ;女1I キ部 キ特殊イ ユヤ板ノ、優良部板 3 枚 令セ以上ノ ペ= ヤ板ヲ蕊材トシテ指定通リノ j享サ

ヲ有スノレ合板 トナシ、人工乾燥法= ヨリ合水率 8 %以下= 乾燥シデ使用 λ ペシ 。

ベ ι ヤ 構 造 J 部

天板 、nl l版 、沼目 板等ノ l幅E誌面ノ、線、テヲたノ方法 こヨ J レ優秀イ= ヤ式ヲ探用シ前述 ノペェヤ 蕊材 及

指定ノ上張l!w仮ヲ{ 定川スノレ毛 ノト ス。 各材/ 木理ノ、交互直角= 使J l J シ 、化粧上張板ノ、材カノ J平衡 ヲ

保タシム J レ処岡町共! 日iJ : t {材5' {!定!Hシ 、1参者乾燥後ニ 材質ノ内外音li=カノ不均衡= 因 J レ狂ヒノ生セヂ

J レ様入念= 施工スル屯ノ トス 。

勝者剣ノ、耐水、耐熱性弘太= シテ 勝者カ完全均一ヲ保チ湯気 =-i 品7 毛ilj. '!l，¥'7 主主 ク叉ノ、危害ヲ受ケ

或ノ、撃を ｴｴ セザ ｊ レ毛ノヲ ｭ ヒ、ｾ Ｎ ｾノ粘欄度 、 均 一 皮等惨状］最屯技芯シ 、 肌高佐 レ、 空底等ヲ存 セ ザル

伐ゲノレースプレツダ ーヲ用 ヒ、卒均= 充分塗布 シ、毎卒方糠= イ寸 7 Ii!: C毎卒方吋= 付百封皮〉以上ノ

歴カ 7 加 入、然 J レ後グランプヲ掛ケ勝者i ' [ 11/ 充分ナル硬化 ヲf尖チタラ Y プヲ除去シ含水率 8 %以下

二乾燥セシムルモノトス。

ペェヤ幅広n1i i ノ仕上ノ、短メ テ入念= 鈎掛ケヲ ナシサ Y グーヲ以テム ラ無キ段差主上= 仕上ゲ J レ宅ノ

トス。

家 具 構 造 ノ 部

1 指 物 類 各面11:メ 、}J 向付持 、11、穴桃等ノ、現寸困ノ指示こ従ヒ入念= 施工ス J レモノ= シデ 、納ノ

長サノ、 木l手ノ3分ノ 2以上ト シ、組立= 際シテノ、一服仮組 ノ上 自主主ヒ芸名ノ他= 付充分注意シ 、完全二
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ナシダノレ後納穴 、納等 = 修者舟IJ 7 充 分 =塗耳'ri シテ問メ込 ム毛ノ トス。

各 板類 ノ接合 ノ、 ＪｭｾＱ ギトシ 、 竪木ノ 模ＷＧ 20紐 - 25.担 ( 73寸〉間隔= 割'rs テ狐i込ムカ叉ノ、9粍 ( 3分〉

ポ ール トヲ以 テ紛i付 IJ )レモ ノト シ、f占T各 局m;lfz付ノ 要所ニノ、必要 ナル補強材ヲ使用 シー府堅牢ニ l段

付グ ノレ℃ ノト ス。羽目 板ノ、特= 組立前= 指定ノ色合 ヲ以 テ小穴入 レシ ロ昔日 ヲ塗袋 シタルよ組立ツイ

シ。抽出/ 部j 板 、側仮ノ 組合セノ、地 尾差 トシ、向板ノ、1併且差 トナ シ材料ノ指定 ナ キl浪 P 内部ノ、桐材

ヲ使用ス 。

抽出側板ノ底 部］ノ 、 スイ リＮｑ キ硬質 材ヲ 矧 ギ 付 ヶ 底 ｊ 板ノ 、 揚 ゲ底 ト ナシ 、 各 ｾｬｨ 出ノ ス レ桟ノ 、 磨滅］

耐エ得 J レス ペ リ良 当時u 'e材又 ノ、物 妹金物ヲ 伎 JII シ、各引htHノr : j " 問ヱノ、仕切板ヲ 入レ底昔lい下張リヲ

ナシ入念= 仕上 ゲル毛ノ トス。

2 精 子 類 材 料ノ、見 エ隠レ 材 ト.l¥IE屯員長答又 ノ、制レ 、府 レ等無￥柄、機 、朴 、桂 等 ヲ選ピ、各f上口

ノ、全部 柄 差 ト シ 、 共 長 サ木ｾ［Ｚ ノ Ｓ 分ノ Ｒ 以上 入レ 込 ミ 勝者 ｊＡ｜ ｉｊ ヲ 以 テ 充分堅固］組 立テ タル上 、 木 古 車

子叉ノ、 竹 ノ込栓］ テ 完 全］納ヲ 固メ 、 各ｾ 所 ニノ、充 分ニ 布 ｬ ￬￵ｊ ｩ￭ｬ 材 ヲ 取付 夕 、 倫必 要プ ｊ レ日炉、干 ｭＱ 長 金 物

7 使用シ入念= 施工ス ノレ 毛ノト ス。

塗 装 J 郡

塗 装ノ、木地 ヲ充分= 検査シダノレ後仕上ゲ 、完全 ナ J レ木地 ェ充分 研磨ヲ ナ シ見本通リノオイルステ.

イン着色 ヲ施 シ I f I 夜間放置 、乾燥セ シメ 、然 ノレ後精製 ラック = ス ニテ色止メ ヲナシ タル上ウッド

フイラー ヲ以 テ完全 = 目止 メヲ 施 シ、更ェ 1 jl} 夜間j広夜 、乾燥 セシメ ペイ ν トスプ レーニヨリシ ー

ラー 1 回塗リ ベーバ ー掛ケ ノ後グ リヤー ラッ カー 3 回塗 リヲ!施 シ、毎 回 毎 =- 7}( ベーバー常 ヲナシ 2

輩夜間以上乾燥シタ J レ上 、最後ニ ラッカーポリ ッシ ユ= テ最上級ノ磨 キ上 ゲ ヲナシ 、耐熱 、耐殿、

耐詰ｾ＿Ｑラシム ノレ 毛ノ ト ス 。

椅 子 張 J 郡

致 、 脊 Ｑｫ ピ 肘 等 ノス プ リ ν ゲ ノ、 各 椅子 ノｊｦ ｾ Ｉ Ｑ 犬 、 大寺 サ ｺ ヨリ 番 級及ヒ ・使 用 他政ヲ呉 ニ ス ｊ レ毛 品質

ノ、最高級 網線 銅鍍金 ノλ プ リY ゲ ヲ使用シ、 スプリン ゲ ノ間隔ヲ 4.5 纏 ( 1寸5分〉以内 トナシ、カ 裂

ノ、6纏( 2吋・牛〉以上ノ 高級品 ヲ使用 シ充分= ヨ l張リ 折 返 シ トシ待製 鳥 釘 = テ堅固 = 釘 J l : メヲナシ 、良

質ノワイヤ ー叉 ノ、必l引ヨ2糸 = デ λ プ リングヲ縦機 筋違 = 結束 シ、 9 1{f: 以上ノ スプ リO/ V"/ 、中吊 ヲナ

シ 340 瓦( 12オy ス〉以上ノ上等 麻布 ニテ被ヒ 来土手7 ' ):宣 リ2 重 差 トz 。

詰物ノ、極上等馬毛ヲ 充填シ詰物 ノ移動セ ザJ レ杭 完 全 = 糸J l : メ ヲナシ 、雲1寄叉ノ、キ ャ ラコヲ以 テーF

E長ヲ ナシ、良質布図綿 ヲ数キ 指定ノ上張材 = 惚絞l込P 図面通リノ張仕上ゲ ヲナスモノト ス。

底張ノ、自室主E良 キ布 = デ張 上 ゲペシ。

其 J 他 J 材 料 J 君F

上張材、 グツシ ヨy 誌物、 金物 、ヵ・ラ ス、大迎石等ノ、見本= ョリ 指定 サノレペ キ屯 ノ トス。

B  クラス家具仕様書

木 材 J 郡

此 ノ級ノ 家具］ 使 ｭ ス ｊ レ 木材 ノ 、何レ 毛 心去リ 事 ｾ節 、 ｾＡＡ ｾ抗、木 理 、色合略々均 等 ナ ｊ レ良材 ］ シテ 、

見本通リノモノ ヲ天然 乾燥 ニテ 含 水"p 5. %内外= ナシ 、m: =- 人工乾燥法 = ヨリ t泌氏43皮〈王座氏約 110

皮〕ヨリ城氏711変(当事兵約 160皮 ) ＷＧ 以 テ乾燥且殺 菌 シ 、 合ＷｽＨ ｾ ｬｬ ｦＵＮ均 ＸＥ 乃至 ＱＵ Ｅ ト ナシ タ ルモノト

ス 。

持 製 イ ュ ヤ 汗 ｪ ノ お 材 ノ、 制 レ 、 府 レ、節 ＱＡｒキ 良 質 ノ 米松 、 柄 、 杉 、 エ ｙ ＧＪ ｾ ツ 材 等 Ｗ 府 ｾ ［ＺＺ， 適合スル

寸 法 = 製娩 シ、人工乾燥法 ニヨ リ前記 ノ含水率二マ デ乾燥シ タル毛 ノヲ使月J スイシ。

ペ= ヤ上? 長化*Jt 7!(i 板 ノ、、 y ー ドイ = ヤ 、スラ イλ ドイニヤ、ロー タ リーカットペ ニヤ ノ3 極ノ中

指定ノ良材 ヲ用ヒ品 質ヲ 凱セ ザノレ悦夫 前;it 延 ペ ヲナシ 、合水王手5 %以下 = 乾 燥ス J レ屯ノ トス。

司耳目板ノ刻 ｬ Ｇ 持 部 キ 排妹ペ ニヤ板ノ 、 Ｓ 枚 合セ以上ノｾ ］Ｎ ヤ 板ヲ 蕊 材ト シテ 指定通リノ ｪ 亨サ Ｗ 有ス ｊ レ

合板トナシ、含水率 10%以下 = 乾燥スル 芳要 ス。
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ベ ー ャ 構 造 J 郡

天板 、観 Ｑ｝ 板 、者 Ｑ 日 板等 ノ中高瓜 ］ 面 ノ、総テ 次ノブ ｪ 法］ヨ ｊ レイニヤ式トシ 、 前主 ￟ ノイ］ヤ ｾ 材及ピ指定

ノ ｾｬ｜ｖ仮 Ｗ 使用ス ｊ レ屯ノトス 。 各材ノ木 ｊ ＮＡｬｬ ノ、交互直 ｪｩ Ｉ ］Ｍ 使用シ 、化 粧上張板ノ、材 カノ 卒衡ヲ保タシ ム

ノレ匁雨商共同質材' 7 ( 克川シ 、勝 訴 乾 燥 後 =材質ノ内外部ニカノ不均衡 ニ図ノレ狂ヒノ 生 セ!ザル絞入念

施工 スル 毛ノトス 。

勝者j 1i 1]ノ、耐水 、耐熱性弘太 ニシ テ修rt カ 完全均 - '7/fネチ、滋 気 =-1也7 宅 nj !ll，1'7 生 ミY叉 ノ、織も; :7 受

タ或ノ、後tt セザーノレ屯ノア JTIヒ、ゲノレ ースプレツグ ー= テ卒均 二塗布シ 、勝若ノ l努ノ、何 レ屯毎卒コ1j :tPi1

］付 Ｗ ｊ 在 Ｈ Ｔ￯￞ＧｆＭ方 ｪｬ ， ｪＧ ュ 付宵封皮 〉 以上ノ ｬ 匪 カ テ カ ｮｾ 、 然 ｊ レ後グ ラ ｹ プヲ ｊ 主トク勝者賞 Ｑ｝Ｑ 充分ナノレ硬化Ｏ

後グラ ｹ プヲ除去シｾニ Ｍｆｆ ｊ 乾燥セシムノレモノ ト ス。

イユヤ幅J$i 面ノ仕上ゲノ、入念= 鈎l: t トクアナシサユ/ ダ ーヲ以テムラナキ絞仕上 ゲイ シ。

家 具 構 造 J 郡

1 指物類 各 面11:メ、 Jl 阿付、小穴納 等ノ、現寸周ニ従ヒ入念= 施工スノレ毛ノ= シテ 、納 ノ長サノ、木

FZ ノ3分ノ 2以上トシ 、組1L = ノ、勝者側ヲ納 、納 穴= 充分塗布シ完全ニ図メ込ム毛 ノト ス。

各板類ノ、} 吾氏旬|平 トシ、20複 - 25惚 ' 78寸〉間隔ニ模ヲ掬i込ムカ叉ノ、本賞矧 トナシ 、各局昔日取付/

ｾ￘ ｩ ］Ｍ ノ、 ｩ 盛治 ナ ノレ干 ｬ 日以材 Ｗ 使 用 シｾ本 ］Ｍ Ｑ ｛ｊｻ付グ イシ。 抽出ノ自 ￭ｊ ［ｴＡｩ ト Ｑｗ｝ ［ｴＡｩ ノ組合セハ鴻尾 遂 トシ向 ［ｴＡｩ

ノ、箱組愛 、底板ノ、錫グ底トナシ 、各力1)出/ 中間 ニノ、仕 切板ヲ入レ 底昔| い下張板' 73長上 ゲル屯ノ トシ

主 ｉｊ 出ノスレ筏ノ、磨滅 ］耐エ ＱＺｾ Ｉ レＷＭｾリ泉寺硬質 材叉ノ、特殊金物 Ｗ 使用ス。

Ｒ 椅子類材 料ノ、見エｾｬＮレ材 ト ｾＡｾ毛品安叉ノ、Ｑｦｩ ｊｶ ， 腐レ等ナキ慣 、様、朴、桂 等 Ｗ 選ピ 、各仕口

ノ、納差トシ 、共長サ木FZ ノ3分ノ 2以上入 レ込ミ 勝 者 鮒 ヲ 以 テ 堅 固 =組 立テ/ 7) レ上、木虫草子叉 ノ、込 栓

= テ完全ニ納ヌ閲メ込三 、各姿所= ノ、通常ナル補強材 7 取イ寸ヶ入念 = 施 工スノレ毛/ トス。

塗 装 J 言F

塗装ノ、木地 7 充分= 検査シ/ 7 ; レ後ペ ーパ ー ヲ以テ良 P 研磨シ、見本通リ ウォー ターステ イ y 妻子色

ヲ施 シ、完全ナル目 11二ヲ ナシ、乾燥ヲ充分ニシ 、精製ラツ グエスニテ 3 回以上刷毛塗ヲ 施 シ毎 回 乾

燥ノ上ベ一月 - 22テヲナシタル後、 / 7: : . - - ポユテ塗商卒潟・ト ナシ木目充分止- . - ) レマヂ入念= 拭キ 込ミ

仕上ゲ7 - ; レ屯/ トス 。

甲板類ノ、木地砂f 持、活t色 、目J I : メヲ' 完全= ナシタル後 、 l  苫夜間放置乾燥セシメペイ y トス プ レ

ー= ヨリシ ー ラー l 凹塗リペーパー接トクノ上 P リヤ ー ラッ カー 3 回塗リヲ施シ 、毎回 ペーパーヲお

テ最後二ラッカーポリツ シユニテ完全ナル仕上ヲ ナスイシ。

椅 子 張 ノ 館

敷、脊及ピ ｍ 等ノ ｚ プリるノゲノ、 各椅子ノ形 ＩＱ 犬 、 大キサニヨリ番級 及 ピ使用個目設ヲｊＡｾ =-ス J レ毛 、品

質ノ、図産高級銅線銅鉱Ｎ［ｾノスプリユ Ｏゲ ヲ使用シ 、カ 裂ノ、阿 Ｖ 型 車 Ｈ Ｒｪｬ Ｇ ｊＧ 牛 〉 以上ノ上等品ヲ用ヒ、充分

= 引張リ、折返?ノ 、卒 iln鋲 = テ堅医I=- 鋲 J1: メ トナシ 、良質 ノ自民引玉糸 = テ スプ リン ゲヲ 縦横IUi 主主=

結束シ、上等麻布エ テ複 ヒ 縫土 手 ヲ 造 リ2 重 差 トス。

詰物ノ、上等ファイ バー ヲ'光成シ、上府 = 馬毛 ヲ敷キ詰物ノ移動セザノレ秘完全= 糸止メ ヲナシ 、金

巾 ヲ以テ下張 シ、布問料1デ敷キ指定ノ上張材二テtl 宣成良グ図面通リ張上ゲヲナ λ 屯 / トス。

底1長ノ、骨量殺R . キ綿布 = テ 張 上 ケペシ。

其 J 他 J 材 料 J 部

上 張材、グツ シヨ Y 読 物 、金 物 、ガラス 、大理石等ノ、見本= ョリ 指定 サJ レイキ毛ノ トス。

C  クラス家具仕様書

木 材 J 部

此ノ級 ノ家具ニ使川スル木材ノ、木 J-'l l色合概シテ均等ナノレ心去リ 天然叉ノ、人工 ノ乾燥ヲ 施 シタ ノレ良

質材 '7mヒ、反 張 、 収 納 / 生セ:"lf ) レ税法立ス J レ毛ノトス 。羽目 ;t!i 等ノイエヤ幅Jsl 面= ノ、 3 f_X合セノ

良質ペ ュヤ板ア使用ス ペシ。
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家 具 構 造 J 郡

1 持物類 各面止メ 、胴付、ノj、穴柄等ノ仕口ノ、現寸= 従ヒ入念= 施工シ 、柄ノ 長 サ木厚ノ 3分ノ 2

以上トシ、勝着剤ヲ以テ堅周 ニ 悶 メ 込ム 毛ノ トス 。 各板類ノ、ムグ板 ヲ ｾ ｉ 合 ノ、 セ ＲＰ 徳一 Ｒ ＵＺ 糎 Ｈ ＷＸ 寸 〉 間

隔= 模ヲ割滋デ皇帝付グル 屯ノト シ、各局部= ノ、必要二賂ミ，i直前; ナル補v員材ヲ使用ス。抽出ノ前板、

1¥l11板 、向板共各釘付クトシ 、同種材ノ ;木栓 :n参着剤 ヱデ完全= 埋メ込ミ、入念= 仕上 ゲノレ毛ノ= シ

テ抽出ノ、揚ゲ底 トス 。

2 裕 子 類 材料ノ、掻害 、書1作、腐レ等無キ柄、様 、朴、 桂等ヲ選ピ、各仕口ノ、納差トシ共長 サ木

j享ノ3分ノ 2 以上入レ込ミ勝者鮒 7 以テ堅固= 組立 テ、各35所= ノ、適合ナノレ補 i; 温材ヲ取イ寸 J.r 入念= 施

工 A )レ毛ノトス。

塗 装 J 言F

塗袋 J 、木地ヲ検査ノ上ペ ーパーヲ以テ研磨 シ、然 Jレ後下地塗ヲ ナシ乾燥ノ上見本通リノ着色ヲ施

シ砥 ノ粉目止メア猿 P 込 ミ、夏= 乾燥ヲ ナシ 、精製ラックニ九= テ 3 回刷毛塗ヲ 施 シ、毎回乾燥/

後ペーパー賞テ 7 ナシタル上、ダ〉〆オ， - テ塗面 / . 平滑 エナ J レ迄拭キ込ミ仕上ゲル毛ノ トス。甲板類

ノ、右工程ニ更ェラッカーテタ y ポ= テ木目ノ止マノレマデ入念= 拭キ込ミポリツシ ユ = テ完全= 仕上

ゲペシ。

格 子 張 J 脅

敷、脊2え肘等ノスプリ; / >;r ノ、各 機子ノ形状 、大寺サ= ヨリ番級及ピ使用箇理主 7 異= スルモ上等園

産品 7 使用スイ夕、カ裂ノ、幅5;fJj ( 2吋〉以 上 / 毛ノ 7 用 ヒ充分= ヲ |張リ折返 シ司王頭鋲ニ テ笠岡= 鋲止

メト ナシ 、蝋 引 玉 糸 = テスプリ ; /17・7 縦横筋違= 結束シ、麻布= テ援 し 縫土手 2 重差トナシ 、諸

物ハファイバー、バユ ノプ 一、 ｾ等ヲ充ｊＺｬシ諸物ノ移動セザノレ税完全ニ糸ＮｴｲＮヲナシ 、粗布 Ｗ 以デ ｆ 張

シ布図綿 7 敷キ指定ノ上張材ユ テ惚裁ヨタ 園面通リ張上 ゲノレ 毛ノトス 。底張ノ、骨量殺良斗綿布= テ張

上 ゲペシ。

英 J 他 J 材 料 J 部

上張材、グツシヨ y 諸 物、念物 、ガラス 、大理石等ノ、見本= ヨリ指定サルイキモノトス。
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日本折衷 主 義 三 我 圏 の 建 築 家

西 山 卯

本誌 1月 放 に 私 は 深 い興味そ感じま し

た、夫は外でもありません。 プJ レーノ ・タ

ウト氏の雑誌と同名「建築と枇合」と云ふ論

文K ついてです。現布 、これ程鮮やかに 、

しカ、も剖切に我建築界祈 命 じ * り論じ去る

構成者を私遣は殆んど笹見する事が1-1131ミま

せんでした。氏はまことに I宜殺に 、我悶の

建築家は「吉原女- 郎である ! J と断言 されま

す。之にませしてほ1nJ の抗期もありません。

只併し少しく納得出来カ、ね る事もあるので

す。

氏の論文は、1 " 11本の車1[1社Ii飢k で建築は如

何なる 重要きそ有 してゐるであらうカ、」と

云ふ設問カ 、ら ｈｊ 蛍します 。之は Ａｬ｛ＺＮ ｾＱ 命 題につ

いて、外岡人としてはまことに尤もな事で

あります。すごが当主党 、「外同人」の設問でし

カ、ありません。 と云ふのは 、氏は、徹頭徹尾

問題を氏が今まで生活して* ら れた外国の

容回気から提出されてゐる事です。夫ばカ、

りではありま せん。氏に とっては 、外閣の

霊度、y状態こそ がIlj t - の正しい根様であり

公理となってゐるので、す。之はニッポ ン見

物の異同人には全く正しU、YLプi です 、すごが

その見方ーは 、結ft，J (まitll 1 : 本質に楠れる客観

的なものを持ってゐるとは云へないでせう

こ L で、私達が 、叉 、「同 本」の立場から

問題を提起したとすれば、 夫は水掛論K す

ぎません。返答 kf Rる前十亡 、私はもう よかし

本観的に物を凡る やうまづ努めたいと考へ

ます。

2. 

Ｔ ザく現場と同而カ、ら離れ 、 鉛 ｾ ￍ￬ Ｚ と折 Ｉｕ･

置いて考へ ませ う。建築と恥1:合との聞係ぞ

凡る前jl 亡、私i創立松も基本的な1m題: 建築

生産 K ついてそして特に建築生産の 内K 建

築家が，'i める位世について考へてみたいと

忠ひます。現布 、私達が一般産業に従事

してゐる人ぞみます E 、労働者が諸の i向品

な生産するーカーに 、之等κ 釘して資本を供

給し、賃銀を支妙1:ふ資本家があり、そ の資

本家κ 佼月1されて働いてゐる 月Irの、産業の

技術的指導に任する技術者があ りま す。 と

ころが生産される商品な り生産物なりが造

型的な意匠を もっ場合 、技術者の中に も、

一般技術者と 、特K 造型的な部分に働くや

は り企業家に使 iまれてゐる特殊な技術者、

云はば意匠家と云ふものが 出来て来ます。

賓|緊は 、はっき り二つに分れてゐ なカ、って

も、質的に、こう匝別して考へる事が出来

ますし、その方が使利でせう 。

さて、 建築家は云はば此一部握業に於け

る技術者乃至意匠家の仕事を、建築生産の

内で踏つてゐるものであります。ところが

建築家は 、企業家 ・3空本家の使用人である

かと見るに 、一部の人は請負人 K 伎はれて

ゐますが 、そうでない濁立し土地位に ある

ものが将通 とせられ、こう 云ふ人を一般に

建築家と云ふ ぺきすごとも 考へられてゐま す

従って 、此技術者は、外の産業の技術者と

は大部様子がちがってゐます。何故こんな

に兵って来るのでせうか。

夫は仙で もありません。建築生産が他の

産業と ｾＴ ってゐる鴻に外な らないのです。

第ーに ・建築生産は現代の技術では 、特

定の土地、建築務定地に結びついた現場作

業を 二 ｉｾ 要部分としてゐます。此特殊性は建

築生産を始めから土地と結びつりる結果建

築な註丈・従って請負 ・11: f . 衣て生産 し、現

イ1:の産業が大部分そ のおカ、け・てe 現イ1:の松に

隆盛となっに H}j 品生産が殆んと行はれてゐ
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ない事です。 ( 他の土地と の結び付 きは 、建

築の消費にも閥係 し、地代告書; の問題を起し

建築の時間的資買 ・貨家 ・貨室による商品

化 をも特殊なものにしてゐますが 、之は考

へないで置きませう〉。第二に 、建築産業は

現代では 、他の工業一般、軍需工業や化製

工業などに較べ、て 、一流の産業ではあり 宇

せん。最近、建築産業への注意喚起が喧 し

く叫ばれ、日本の図富の 2剖以上が建築で

あるなどと云はれますが 、こ れ程のものが

今まで全く j主意されなかったと云ふ事は 、

却って建築生産の軽 b、地位を誼Wl してゐる

やうなものです。殊に最近注意喚起の主要

な原因が、 建築統計が財界のバロメ ーター

となると 云ふ勲で仙の方面に「利用」され

るために問題となってゐるに於ておやです

斯る駅態は現イ「の工芸裂技術が充分行ひ刊 る

建築生産の技術的進歩をも行はせ今 、その

結果何時までも低度な技術の現場作業が建

築生産を支配してゐます。

斯様な建築生産の特殊性が、ffti 品生産で、

は企業家の使m人となるぺき技術家を 、建

築家と云ふ特殊なものとし 、彼等は生産企

業家から濁立する一方、却って諸企業の営

繕強度のやうに消費企業家の使m人にさへ

もなって ゐるので、す。

すごが之は建築ーを永劫に支配する運命では

ありません 。一 般産業の賞展にも ｾｦｦｩ ｾ 、降 客

となってゐ る土地との紳が、技術的に 、あ

るひは他 の方法で解カ、れる時に 、建築家は

上に ｾぺたやうな 一般技 術家 と 同様な組織

の内に盤以:進歩すべき運命 K あります。な

ぜなれば現代紅合の一般生産様式は、 こう

云ふfj '肘lX;ta>最適と してゐる カ、らです、否、

既に此の盟化は現質には行はれてゐるので

す 。 大 ＧｴＺＮ 上 ｾ ￆｏＩ や う な原因が猫明く作用し

てゐるた めに 、その進行が中途で止ってゐ

るのです。そ して、此! Mhvc私達は近代的産

業の賞展に種々の 出登 と歩調 とぞと った各

図の建築家 、 技術家居の質的な 差 異ぞ見 ｈｾ
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すのです。そ して更に夫ばかり ではありま

せん 、此場合、準行が停頓 してゐ るために

何某の図の 「建築家」の地位が最も品賓の

建築家の地位を示してゐる と云ふ事も出来

ないのです。

「建築家」の組閣は決 して殴加| ではあり ま

せん。

3.  

では日本の建築家は此の1 : t 々質的に: N っ

て 、盤股の中途に停滞してゐるも のの 内で

どんな' 性質ぞ持ってゐるものでせうか 、之

は日本に建築家と云ふものが生れるや うに

なった明治以来の歴史的な経過を考へな く

てはなりません。

建築家居の設展の最も古典的な形態を示

す凶臥' では 、:it主主lJは、建築家が建築生産に

従事する努働者、石工や大工から重芸術家と

して分ji.ilf し、建に王依貨車中にも交はるやう

になった 15. 6i 世紀の事と忠lまれますが、夫

以来除々にそ の性質を盤化 して来たのであ

ります 、j [j も夫が近代的な意味の建築家に

なったのは 191世紀或は20il :l:*e， . 否、先にも

j道ぺ7こやうに米7ご正しい意味での近代的な

建築家は生れてゐないのカ、も知れないので

す。 とに角、 官; 初狐立 し?こ謹術家として生

れ、生長 した建築家が、共の成長と共に 、

mーに彼等の従事する仕事の当分象の種類の

鐙化と分化、 被葬fli 化 に於U、て、第二に彼等

の仕事に到 して要求せられる保件の特殊化

と複雑化に従って 、次第次第に翠術家であ

りながらも、 自己の仕事の内海を段々と易

えてjj さたので しに。此過程は、建築翠術の

l s tl !' 紀以来の遊建史に表は れてゐます。古

典主義 ・1良没主義の次々 の復活K ついで 、

折衷主義が之等の総決非として表lまれてゐ

ます。此折衷主義は 、 各国で 、 ｾｴ こ生長ら

へてゐるとも 、 も早や衰微したとも云はれ

てゐ ますが、木賞の意味で近代建築は折衷

主義以上のものも生み出してゐないと考へ

られます。何故なれば、私達がそ こK 向つ



て進みつ ｌ ある建築生産 のｩＡ ｾｪ ＶＧＡ，生 産 ￍｉￌ 上合で、

の最も輩遣した段階 K 於きまして 、即 ち、

前 lモ述ぺま したやうな建築主芸術が意匠家 ・

技術家等の分業に依て生み川される完全な

近代的生産の韓制 lりをきま し て い 此l是に

生み出される謹術は宜は折衷主義( 様式撰

様主義〉謹術であるカ、らであります。

もっとも 、建築史ぞみますし此折衷主

義も 19t 住紀後宇i ' L}i N、て表へ て行ったかの

やうにみられます、すごが夫は、所謂折衷主

義 、即ち「古き」折衷主義が表へた と云ふ事

であります。現代枇合の建築慈N可は基本的

には折衷主義を越へねないも のです。 そし

て此の古きものと新しきも のとの夏代は 、

賞は前にも云ったやうな、新らしい、建築の

分野と新らしい建築家への要求が建築家の

墾術的制作の酷制にあたへた拶響で・ありま

して 、此結果建築家は夏K 枝 nni らしく 、( ft !J

技術家らしく )な り、去! 1って本訟の意味の折

衷主義に一歩前進したのすごと考へます。も

っとも 、西敵の之等新建築家には 、技術に

近づく一万、新らしい 、一見神秘的な美皐

構成主義の美墜と 云ふものが・持 らこまれて

ゐます。だが之は、近代建築の昆賓の行く

手〔機能的な事、合理的な事) を指示するも

のではと正くで、長い聞の建築家の翠術家的

な品i 合K 於りる地位、 その謹術家的な創作

方法の歴史等にわざわひされて背肩込ん7ご

古い時代のぬけ骸ナごと解すぺきでせう 。

ところが我が園ではどうでせうカ、。

まづ我閣の建築家と 云ふものは古き時代

の大工の棟梁等が時代の進歩と共に自ら新

時代の建築家に生れ夏ったのではなく 、敵

米先進国の諸制度文物の11喰入と共K 、 ソツ

クリ敵米で完成された 、制度として持込ま

れにものでした。然ト治時の先進図は簡

軍に云へば折衷主義の時代でした。従って

我閤 1' L11!歳入されたも のも 、そうした もので

あったので、す。

儲て 、と ころが 、こう して;1命入された命1J

度が生む建築家ーあるひは造家感科LH身の

建築製 ｦ Ｑｾ 了諸大先訴はどうしたでせうカ、。

現賓のiiU: 併が 、そして建築生産が 、建築家

を一般的に1必要と するまで にま すご生長 して

ゐない時にこうして生れた建築家は 、先づ

彼等ぞ養成した攻府の使用人、官吏や技師

教授等ーになったのでしたっ ここに日本の建

築家 の 歴史の最初 ｪ の 、 そして決定的な ｈｾ 琵

黙があります。

以来日本の建築家は多 くは官吏 、技師、

技術者でありました。これは日本の建築家

が最も強術家的な性質ぞ以て遺り向された

大正中期h1 : 於ても依然鐙更されませんで し

た。四! 歌風の狐立しfこ建築家一建築事務所

が生れたのは日露戦雫以後ですし、その教

も、夏にその質も全く西臥・と較ぺものにな

りません 3 こと l乞大震災以後量的 K 充賞 し

た建築致育のおカ、けで、夏 K 建築家が年々

多量 K 生み 11 . ¥される事になりましナこが 、 こ

れも殆んど技師 、技術者の建築設計使用人

タクト氏の l好調 「固工」として賀枇舎に牧

浴され七のでし? こ。

建築学合統計委員令の授表によります し 昭和

10年末現在、我凶の建築科出身技術者中官公麟

lこ勤務する しの及欽脊lこ潟係する L の、大祭出

身4 1. 5 %、専門祭校出身 42.0 %、ご云の驚くべ

き数字に達してゐろ一方、自主査のも のは 、各均

12.4%、 6. 7%; : : 云』、愛弱なしかしその内 lこは建

準家ならざろ工務広主し含まれてゐる事与忠へ

11我閣の特殊性 l:t略 k うなづかれるでぜう

之は何を; む l床してゐるのでせうか。 即 夫

は、 日本の建築家の地位が最初から濁立的

翠術家としてではなく 、( 使用主が消費企業

であったと云へ〉 、使f I j 人 、技術者として略

完成されてゐにと云ふ事です。然も彼等の

習 j' トしたものは 、近代if U: 合の生産惜制 に合

致し fこ折返主義でした。

従って、n本の建築、即折衷主義程 、1世

界中i ' L Ｑ ｩ￯ｊ の到 ｵｪｾ もなく新しい 、 技術や材料

施設共他の:進歩を次々に取入れた建築袈術

はなカ、っ たのです。何故なれば之等に反抗
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し、叉之等の採用 に抵抗となった過去の塾

術と云ふ重荷( 或は体統〉が殆んどなカ、っ

たのですから 。日本では建築は塾術として

濯にみとめられなかっfこと考へられます。

建築事術 、 非型 ｈ 可論の ｾｈ ｙ 伐と 云 ふ風な興

味深いものが大正初期にありました。とこ

ろが西歌の此の動指; と 、夫が生んだ新ら し

い構成主義は、我閣には ｴｾｩ 且 ｬ 建築として蛍

時の若い人々によって輸入されたのでeす。

構成主義ぽ西厭では特に深刻な袈術上の斗

宰であり、近代技術が主主 ｗｩ の ｾ ｉｊｦ ｌ 築い た大

きな成果でありました。だがr J 本ではそん

な深刻な苦問はある ｾｾ ｉ 味で必要ではな カ、っ

たのです。此結果港にその本Tt te) L抜く事

がtI ¥3たな カ、った '日;時の我岡の来li: ! R! - 建築家遣

は、結局夫を豆! おそ切った拡-な外1自にもっ

て行かねばなりませんで した。

多くの新建築への iifr動はH長官台やその他

したが 、現賓の建築となる し 今までのJ様

式建築と何等カ、わる事なく 、却って奇矯な

形態と構造上の無理が破端にまで準ん官例

もありました。そ して 、今では之警新J - I J建

築も謹に日本折衷主義の形態上のグアリ ア

ントとして既に改組されてしまってゐるの

で、す。

4.  

以上の松K 私達は日本折衷主誌の特殊性

を考へ7こいと思ひます。

従って、 西陣' の建築家の質を唯一の協る

ぺき公理として之より 立論する事は 「殆ん

ど了 解し葉 ｦｾ ｾ 、 ｊ (タ ク ト〉事であるといj時に

まことにJ -.ツ走りな 議論すごと感じされるの

であります。

私達は 、こうした黙について深く 考へ こ

こを! 日量黙として夏に探く建築について 、

建築謬に ついて 、| 問題そ準めたいと思ひ

の紙 上聾術としては 準々しく映 ￭ｾ ｌ れたので ます。 ( 1935. 3.15夜 )
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苫共に| 防水毛 J レタ ル塗ご す

屋根偽造

級官・コンクリ ー卜 造 、講堂 、中央階段怒、

IflR?i tl 慾共 lこ高官子屋根防水Jぜ施工

外 部f上よ

車F、抗版、』要組り擬石H占り ioi{'&s同姻り 、

タイノレ貼り 、玄閥姐り北水産、花| 部石、

建物βl 図共の他! 欽石倉掛品産、 11: 尚石

内部仕上

上「よE

11t 

r  !]l- ， 

・" ] '，: or_ 

t 十 J

ヰト

玄閥、中央J $ J . 1111姐り壁、テ ラY 一、プロ

ック 貼り、講堂 、蛍「コルク J j，j[郷元帥記念

室 、胴及Q¥' ! 妥姻り石市場i トラパー チ y 貼り

ｲｾｩ 生 設備

各便所共水洗王むさ し浄化符l 付き給排水共

設備一式付告 、ffi 、火設備も 之 !こr:fU必す

照明設備

陳列室、講堂 、間接照明さ す

媛冷房換紙設備

蒸気媛房装置工事、機械的排気袋置

建物の用途

来郷元自111犯念欲育参考館にして建物中央

部に元自I l j泣髪室ル設げ泣徳島1.'i}. Q¥' 館内陳

列室に海! l I l #Ji系の参考物忌陳列 し、海 軍

教育のｲＮ ｉｊ 心さ し 、 又一般に奴 ｾｺ Ｑｊ，Ｎ許し 、

海軍智議、普及に貸しつ〉わり 、叉官官内

ｾｩｙｪ， 波 場 Ｑ Ｚｴ ｬｬＰＰ の椅子 Ｑ 慌た設げ海平胸係 講

演じ使用す 。

“ 海 軍 兵 畢 校 教 育 審 考 館 "
設計・山下霧i s建築事務所・総工・犬舎土木株式含社 1 5  

VI  



地 階 平 面 園

1 階 平 面 園

2 階 平 面 園
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3  陪 平 面 固

新 築 工 事 機 要

位 従 語l¥I iヨ市 泊1II )i 阿佐j l' lf 42 ifJ'ノ l

起 工 Uf1利 10年 2 月

竣 工 問 11年 4 月

敷 地 170坪4合2 勺

建物面政

建 坪 126坪7令8勺

延 坪 797刻、9令6勺

階級2立高き

階見! : t 地下 1/;皆、地上 5 階建、

屋上に港j重た設 く

軒 高 23米 19

|暗 記1 一般| 替 3米50

1  /滋 4 米0 0

建物月i塗

日本生命阿戸支 J;!i (1. 地階より: ' ) F持迄

'.l? f史川 L 、4 /省及5階(1. 1t 'J;". til :T. ごす

各 室岡山在

地階 ( 151坪5合6勺〉

汽健室、t12立i 室、議'i[ 1也室、' 1t rlU村'i

室 、機湖.mu:'t 詰所、タ.l f l l I 衣室、女

子! l I 衣室、宿 直室、合li li 室 、使了室、

会常 、厨房 、f近所、物; 花 、大小階段

室 、エレ ベー タ一室

1  /皆 ( 126坪7合8勺〉

修業室、J!lf. i安室、支r. li 長室、|司FH肱i

憾接室 、 客湖 、 プ ＨＯ ｊ 、主 閥 、 ｽｾＯ ，Ｇ｜ｊ、受

F付、滋i11; t島、物託 、(1 申1}! I i W

2  /;首 ( 125坪4合 l勺〉

支J;li .月脚昔/; 室、'f;:ff，:iI 、定話交換室、

診資室 、持 隣室、検査室

3 階 ( 125坪4合 l勺〉

支r. li 合議室、事務室、i '( J ( 室、控室、

4.5/管 ( 125坪4合 l勺〉

貸 室

塔屋 ( 18均;7合6勺〉

エレイータ一機械室、ファン 室

根 式 近 Ilt )レ 4、ツサ y λ 式

t品， 主 ｾ ｾ ｑ ｊｩ ￎ ｪ コ ン ｐ リ ート 造

外 袋

虫}而

別抗nu及 1委任 i占i岩〈北水産〉共他タ

イル lllj り

各 Ａｾｾｉ 話花閥抗 Ａｬ，Ｇ ｪ り ＱＱ ｽＱ｜人 造 石洗出

しイJ:J 二

出入 n 、怒;! t:他

支持i ¥J ドアー及 1F昔訟而綿子等( 1. i プ

ロy 7:' J 製品 ごし 、:&'¥(1. 上げ Fげ1- 7， 

l' - ) レサッ シユ 」に して玄槻及京市

昔 ｉｾ ｩＦ｜、にＨ Ｚｴｲ λ チ ー ノ レ シ ャ ツタ ー ｊ ［Ｇｪ，Ｍ 設

備す

内部イ1:上

地下室

}末 {1. 谷: i I 共「屯ザイツタタイル」や貼

リ¥!，v.i 天井( 1. 1プラ λ ター」にて仕上

げ、仮( 1. i 屯Jレタノレ」叉(: ! . i タ イノレ J l1占

りさす

玄洲Ａ ｻ存 ｪ 官ｻの 民Ｈ工大 ｊｮ ￎ Ａｬ ｉｾ リに して

ｊ ポｻＺｴｲ ト ラバ ー チ ン 」 ご し 、 管 業室 ｾｾ

他( 1. MミスPl 7 ロγ リンゲプロツグ J Iこ

てll ，'j lJ 、肢 は「テラ Y - J 塗りイ} 上さ

す、ズチ/'22日空(:tr プラスタ ー」塗の上

司i>1 ベy 斗J Iこて羽lffiil こイ|二上げ 、/1¥1 (1:

切Z クリ ーン(1. 1- チーク」材ら)Jl I9J

2.3.4.5/ ;訴

事務:i I床 (1. i フロアリ y グプ ロッ ク」

九?!l，'j り峨及天升( 1. i プラ スタ ー」イ1:よ

さし腰( 1. i カン バユ J ll ，'j リの上1.e i べ

y ヘー 」塗ごす

オ千三室出入 口及慾 (1. i λ チーノレ ドア-

lkスチ ーノレサッシユ J 1e 使月!す

廊 下床 (1. 1テラ y - J !TI 1治目地入. : L  

ｾｴＺ ｩｬＡＡ ，Ｇ ｊ ｱ ｦ，笠岡伐 にイ Ｑ Ｚ 上げ ｩ ｬｬｬ 所ＨＱＮ床及

4 ・5 陪 卒 面 園

腹共 「タイ ル」 貼 りさし間仕切り( 1 .

「大理石j t e使月J し木昔I l 及鍛の個所( 1 .

「べν キ」仕上さ す

設 備 工 事 甑 要

危気設備

各室及廊下 に' i l t燈、電鈴 、電気時計、

非常イ ノレ等の設備わり、主主 して地階

位以室及苔危池室 lこて操作し 、官!..ii 苦(1.

Ｒ Ｏ Ｈｴ ｾ 凶￯ｻｱ Ｏ￭ ｬ Ｑ｜に交換 室た設 け自動交換に

L瞥へ件る 秘 に設備す、屋上 lこは特 lこ

i ;j、ォ ν ライ ト」か取付げ1: uJ 

消火設備

各|階縫』成貸fH'問}目吋l可1にf泊i抗1

lにこ bl サイアミ一メコ 4斗、タシヨ ν 」た設

tj 市消防「ホ" : yプJ Iこ給水た可能なら し

む

上水給水及排水設備

i /i上水巡ら使J f l し「ポ Y プ」た以 て屋上

1¥( *附 lこ扱水の上各所 lこ給水す

給排水共I !mm1. l パイプス ペース 」内i二

掩蔽す

ｾ［ｾｦ 生 器具 ｬＡ ￴ 下イ ヒ 設 Ｑ ｭＡ等

洗面器 、 似 ｾ Ｚｆｾ ￇ［ 何れ し ＱＧ Ｑ 色 高級陶器 た

{l)! ) ll す

11
; 水( 1. 地下j利七Ml i内に導 H ポy プj t e

以て屋外に排水す

後)JJ‘ 換紙袋 :re

媛房 (1. 各室lこ「ラクエ ーター J 1e 設 i泣し

蒸;i ，t媛房ごす「ポ イラ ーJ Iこ(1. 1レイ 」式

1' 1  旬'J! fi :YIU燃焼裕之r 装置す各所の排匁( 1 .

1長上の換糸J l l i 7 アy J Iこよ り外部に排

出d しむ

会(1-1浄機設官l I J

.:a: f l l2人乗 エレペ ーダー 1 ;. 基か設備す

ｊ ｴＺ他の ｾｃｬ ｦｬ￬ｬ￬

腔 * 焼却J ;i也在地下室 に設置し乾燥魁芥

Ｑ ＱＧ Ｑ Ｓ ∞ ｴｕ ￨ 焼 却 し ｾＡｦべ し

“ 日 本 生 命 紳 戸 支 庖 " 設 計 ・ 東 畑 謙 三 建 築 事 務 所 ・ 絡 ヱ ・ 大 林 組 1 7  VI  
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〈イ〉 所 在 地 問 中 lor 大字新免字池ノ

下 888詐地ノ l

〈ロ〉 建築t' ; l 式近代式

ひ っ 建築物

校 舎 餓Ji jj7J品i反土主主 陸屋根 3階建 l 草I!

( 校舎及f瓜[fr )

梁間 511司牛、 桁行 50問

主lrtJf- 275坪

延 坪 855坪

内 認

11礎 275坪 普通 教室 6

職員室 2 小使室 l

2j潜 275坪 普通主主室 8

待JJIJ 数室 1

司法 275tJf- 普通教室 8

ヰ制IJ 教室 1

塔屋 30坪( 3ヶ所分〉

軒高地盤. t ! i l より軒バラペッ ト天端迄

41_R5寸

塔屋高屋> I ! 床j坂上端水下線よ り培E勘l TJ(

昔1;迄 9尺

説堂 餓Ｎ｜ｾ・餓筋 ｩ 昆 凝土主主 |注屋根 .zr-家

主lr 1昔日中21?t 1棟( 講堂 、控へ 室、

仮所、物i i ' ( )

深 11:¥1 12閥、桁行 2，5問

主lr坪 3∞坪

延坪 324坪

内 線

訴 堂 216坪

I[H! 覧室及便所、物 置 Ｘ ｾ 坪

1:1' 2 階物置 24世¥，

軒 高地悠線よ り粁パラベッ ト天端迄

26尺2寸

主li 絡波廊下 〈誹堂及校舎主主総〉餓百il a: 昆凝

土透陸屋根司王家主l!

殺|剖 12尺

桁行 39尺( 中央にて〉

五l!坪 13坪

ｷｲ ｾ ＧＺｩ 地 紛糾 ｩ より判先迄 13尺

制-出桁交 より納: 先迄 2尺

構 造 概 要

基礎及主惚

書1) 架石地形に して鍛筋コ Y )Jリ ート 主在

外1m仕上

l主セメ y ト色入屯 J レタル1火付仕上 Cs

令指示通リ 〉 バラペッ ト上端及前面( 1 .

人主査石洗出 し塗仕上バラベッ ト内面 t

メ ｙ トモ ノ レタ ｊ レ塗Ａこ し て 室ｾ ｾｊ＠ (1.ス チ

ール サッシ ユ使川外面ご入口扉 λ す -

J レ' " アー た使川 しサッ シユ並ドアー及

ｾ ｴ 他の鍛 ［ 百［ ＨＱＮ紙、 て色ペ ｙ キ塗り仕上

lλJ昔日仕上

廊下廻りは腹壁高図面の逝り " ' - Y キ塗

ぽプラ λ ター塗り天井ドl 色叉( 1 . 指示の

色合 プラ λ ? / - I l )，告イサげ粗而塗り階段

室組りし :布|司上

各重文室、理!l!. 科欽室 、裁縫教室. & 職員室

等 、の腹創り * 主主羽目 板張り に して 1

イルステ イν ワ = ス或 ( 1 . ワユス塗り E2

! l fo. に天井( 1. プラ A ?/ ー吹き付 tJ 塗職 員

室壁II 夫弁共欲室問上校一iと室1要視 1:1(1. 

桜 組羽 目lこてEE天井共布 l司

協堂内部腰羽目 従組務目 板張 り ワ = ス

塗及上位及天井 バ4・J レ( 1 . テックス張り

のよ水性 べy キ塗天井化粧大主主( 1 . 色 プ

ラス ダー吹告イサ塗各便所腹壁，" s タイ

ル張り 2. &. 天井共プラスター塗木餓! r J )

(1.べ Y ギ塗り

床仕上

11潜廊下及講堂1[(，1郎物置 t Hーピヤ ー

屯J レタル塗り教室講堂踊場共他共木造

拭板張り 11皆段 t1 . 木造プロック張ザ傾所

床人造石研出 し叉( 1 . タイル敷( 滋周 ) 1
1皆

下階段下物置及湯i?l，場共 屯ノレタ Jレ塗イ'j :

上 、但 し2，3 1情便所 t1 . 防水府た施 し本

J1¥イ1:上

屋上品I i 袋

床Ｉ仮にて水 勾回 ｾＱ Ｂ，附 し 防水 ｬ 掛か 施 し ｦ 思

議M ごし てタ ーピヤーコ ンク リート打

仕上

ｾ ｾＱ 也 庇 等 Ｈ ＱＮ 防水 炉 ｦ 塗り にて仕上

tili 粁姐り| 山水肘及保護府泊i塗 りlこし

て車 Ｑ Ｚ 樋 た巡 り務口に ＨＱＮ ｩｬＺ ｾ 仮にて能の口

Ｑｰ ｍｾｾ 使 川な し 述凶 ＨＱＮ 鋼 板製足元 ｴ Ｚｴ又

1切符た使ハ J1.. すしのさす

校合木造紋 筋 没凝土主E陵屋根2階建 l事I!

深間 5間半

桁行 15問

主tt 坪 82坪5合

延坪 165坪

む主廊 F

銀中i- 鍛)j Iii昆1疑土陸屋根防水府塗り屋根

ｾｫ 米 Ｗ Ｑ ー プ ラスター塗 廊 ｆ 床 晶ｉ￬袋Ｈ ＱＮ市 ｬ 記

の通り ターピヤー 毛JレタJレ塗さし大惚

村 ｪ ｂ 逃ｾ ｾ他校舎 ｬ こ 準す

附併工事

巡中 ｊｊｊ 弘 品 ｩ￬ 袋 ｾ ｪｾ f也工事 一式

門 加 工 事 一式

排 水 工 事 一式

給 水 及 術 生 工 事 一式

汚水浄化村lj 設備工事 一 式

危 気 工 事 一 式

校M型耳、安民主級自ili 混1疑二kZ堂屋根銅仮l t

建坪 ｬ 坪ｾｾ々 Ｖ 尺 Ｔ 方

中干 潟地f提訴i より軒先迄 11尺 5寸 、高 '5

尺 、粁出2尺 l 寸5分

人命救急川」王将納庫銀筋混I疑土遺卒家

主tt 1棟

主tt坪 l坪 壁 民 6々尺4方

事「面新地盤線より軒 パラペッ ト天端迄

10尺

V 1 2 2 “ 豊 中 克 明 第 3 III 車 校 " 設計・液江悌失建築事務 所 ・S笹エ ‘ 牧野線‘ 中井純
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議

平

床人造石TVf 出 し叉 t: t タイル主主 ( 混用〉

|潜下階段下物置及湯iJ! 1場共屯 J レタル塗

仕上

似 し2. 31潜便所t: t 防水府か施し ;本頂仕

上

l選上納袋

ｉｾ ミ版にて水勾配か附しＡ日 ｪ 水 ｪ 併 や施ｌｩＪ

謎府さし てタ ーピヤー コング リート打

イ'1上1U也l庇等t:t l' 防水j丙塗りにて仕上

樋 刺姐り |均水! 付及 f H盤肘池一塗り に し

て納憾た造 り経口に (:t並行板1こて II[ の口

た作製使ハ Jな し述樋( : t 銅板製足元 (:t瓦

19i管た使} 1')なすしのさす

iI.D: 廊下

針 I N*有力沿海1土陸屋根| 均水j仔塗 り屋根

裏天井プラスタ ー塗廊下床品I i 袋( : t 前記

の巡りタ ーピヤ ー屯J レタ J レ塗ごし大n宣

緋主主主1J 他校舎に準ず

I'W! 骨工司E

運動場負Ii 袋) ' 1; . 他工学 一式

門 坊f 工 事 一式

排 水 工 事 一 式

給水及 ｩｾｲ 生工 事 一式

汚水浄化憎設備工事 一式

1立 総 工 事 一式

校17型 来 安 殿 餓 筋 iJi，i疑土; 企屋根銅板

王下主lt坪 l坪 壁 民-'7 6尺4) j

軒高地盤線より車 F先迄 1 1 R 5 寸、お 15

尺、 車|・出2尺1寸5分

人命救急m具特約五ii

卒家主lt 1棟

建坪 l坪 盟主m.々 6尺4方

軒高新地盤 ｾｬ より軒バ ラベッ ト 天端迄

10尺

縦方主?昆l疑上主宣

設計・ 3良江悌夫建築事務所・施工・牧野組・中井組ー

構

基礎及三t 位

書Ij WFfi 地形 lこして紋筋コ : / )j リート 詑

9ト日I;f上上

"1 セメ y ト色入毛 Jレダノレ l火付仕上 〔色

令指示通り 〉パラペ ッ ト上端及lii iU!I(:t

人主左右i J t出 し塗仕上 パラペ ット内面セ

メン ト屯 J レタ ル塗に して室組l りt:tス チ

ールサッシ ユ使} 1-)外商さ入口/ J i l7. ザ -

J レドアーた使} I) しサッ シユ並ドア ー及

ｊ ｾ 他 の餓 ｝ｽｉ￭ＨＺｴ組、て色 ペンキ 塗り 仕上

Î J 日1;仕上

Eil¥ 1:処l りは腹段高岡i I T i の逝り ペY 斗詮

EE プラスター塗りヌ<(511二"I s ; l ( _( : t指示の

色合 プラ λ ター吹 き付 tJ ' 組前塗り階段

主主制りし布向上

各欲室、迎科欽室、主I縫教室及職員室

等 、 の腹姻りＪ ｾ 羽目 板 張りＡこ して オ

イノレ λ テイν ワニ λ 1l)t(:tワ = λ 塗り lil

並 iこ天;J H:t 7

0

ラλ ター吹 さ手)-(1塗職及

室袋及天井共欽2言問上校長室腰羽目( : t

紅組羽目に て2 天井共右 l司

ｩ秘持 Ｒ堂 ｅ 内 ［庁ｭ郎ｩｉ￭ 日 ￭ｩｪ 腹要司勿 ｾｉ 目 Ｓ 札 ￬ ｌ ｲＺ 組司務司 ｬ口 Ｑ 板 Ｑ張長り ワ= ス

塗よぷ之上皆」及え3天足j升升|十A

の上水性 ベ ン斗塗天タ列 井ｼド ｡ 化 ｾ制組粧 ｊｩｬｉ舵 ｱ世姐 ｴ 大 ｅ泌 佐似 ｬは Ｑ 色プ

ラ λｰ 一→ ｬりリ火〈告付 塗 各 ｦ似必 所 Ｑ腹妥 ｅ笠ｾ ，ド山 ＧＱＱ 色 ｳ タイ

Jルレ1張長り E蛍n及之天7升弁|ドユ共7プ. ラ3兄え タ- 塗y木|ド三紋庁剤郎|目i  

lは1 ペ〉ν〆斗塗 り

床仕上

11潜廊下及講堂附属物授はターピヤー

毛J レタ ル塗り欲室秘堂踊場 Ｑｾ 他共木造

拭板張り Ｑ Ｑ 皆 段 ＨＺｴ木造プロツ Ｉｪ ｾ 長引見所

“ 豊 中 克 明 第 2* 恩 校 "

要憎造( イ〉 所在地 位中 IlI f大字桜塚乾 141時二地

( 口 〕 建 築 以 式 近 代 式

ゃ っ 建 築 物

校舎 鍛筋泌I疑土主主殴屋根

く校舎lk便所〉

深 間 51百i半 、 桁 行 27間半

建坪 151坪2合5勺

延坪 473坪7合5勺

内 禄

1 階 15 1坪2合5勺 普 通 敏室 4

Ｒ Ｑ Ｑｪｾ＠ 151坪2合5勺 同

3 1熔 151坪2合5勺 同

塔屋 20tf- C2ク所分〕

軒高地盤線より粁パラペッ ト天端迄

4 1 R 8寸

塔屋高、屋根l末j坂上端水下線より階屋車1:

mi }Ji迄 9 尺

議堂 餓骨餓百iIi i:昆1疑ニi二 造 陸 屋根卒家主l!

1j}[ ;q' 21'皆 l 棟、議堂 、控へ室 、似所 、

物泣

ｾｉ 悶 1011耳、桁行

主r;坪 230坪

延坪 250坪

内 務

秘 堂 170坪

控へ室、使所、物泣 6つ坪

ｾｉＧ＠ 2 階 物 従 2コ坪

包シ庇ノ建築商品t ノ、算入セル

軒高地盤線より粁バラベ ット天端迄

26尺2寸

附属室、軒高地盤線より軒 パラペッ ト夫

端迄 14尺8寸

l棟Ｓ ［ｾ 皆述

23問

V ' 2 4  



大 演 奏 揚

小 演 奏 場

(スウェーチン) Goteborg 市雷柴堂 建築家 Ni l s Ei oar Eri kssoo 2 5  VI  



遊 歩 場

この音楽 堂 ｬ 工大 小 Ｒｾ 主

の演奏場1e有し 、大演奏

場 l H恵来日∞人た収容、

その舞肇{ : t Or chestra人

員65、叉{ : t 合唱人員 180

3 階 平 面 圃

の演奏た可能さするもの

で潟民に示す如 ｬ く普 通の音楽堂ｾｻＺｴ可 成 ｩ こ

様子が華経って居て 、プ セ = アム、 アーチに岱

ろ昔日分には pipe or ganが設げら れて居る。

:zr.面 、断面困 lこ示す刻1< 、音響率上 より

形態並材料的設計がなされて居 て、後方の

壁 { : t 斜めになって居て、音ーら中央官r; に反射

きてま 、角 度の異なっ Ｑ Ｚ 雨 側の ｾ ｻＺｴ反射によ

りて音た均等に 室内 に分散さ ､ る 。ｾの イ上

上材料{ : t 木材板で、この板 iこは背面 に; 盈岱

iこ木嶋晃p干Tち各板の固有振動周 j切ら童話へ 、

どの音 に謝し ても一様に共鳴 に依り音呈た

2 陪 平 面 阻

府大きてまて居ろ。更にこの渓奏場{ : t 空気調

節の設備が主主( ) I 、 1人 1時間 2 2 - 2 5 m
3

の快

i虚空気が供給されろものである。

倫小演奏;場{: t 収容人員 450で主さして室

内楽演奏のTこめのものである。

(. vl oderne B anf or  men， Apri I， 19: 6)  

階 平 面 困 縦 断 面 国

V I 2 6  (スウェーチン) Goteborg 市雷楽堂 建築家 Nils Ei nar. Eri ksson 



外 観

外 観

1 階 平 面 国

( スイス〉敬曾附属曾館

スイスの" } レン lこめる 、激化、 娯築、

スポーツ等の" @r 館で 、地下室共 4 階 にな

って居 ろ。 こ ，Iこ掲げるのは l 階のプラ

ν である が、最上階tt 運動室さなりギャ

ラ リーが附属してある 。

建築家 Du bach und Gl oo，' 設計

( Das  W erk，Apr .  1936)  

建築家 Dubacb 及 Gl oor 2 7  VI  



九111sso1ini (:t 10数年来全幽 的 に 自 動 車 遁 路 紛

ら、 主要都市 ミラノ 、 アイレンチェ には巨大なろ停

車場た建設す。

Vencz i a ( : t 駁年商l 臥洲屈指 の 大自動車庫 た 設置

し、今。現在の族客隷サ ゲ'7 Iレザーアの改築の 1: めに

ＴＰ の競技設計ｾ募案 Ｑ ｊ･ ｩ 事 ＱＺ 。

Vi rgi li o  V all J t 案 が 1 :等ミ審宣され仁。本設百十(:t

所持i “ 水の古s" のw - 車場さしての締i めて特殊な僚件

た巧に解決 し1: 。即平面圃 に見る主11 ( 乗車口 ( 向っ

て布〕 ミ降車口さの問に前市の交; 湿の最幹線なる火

宙可( カナール ゲラ ν ヂ〉ル取り入れて族客待合場に

直接小蒸気艇やゴ ン ドラの愛着場ら設〈。又委悶 lこ

見ろ 4 牛目 模様のイずい 1: ホ・ リユー ムのある壁画( : t ゲ

エ 4・7・ァ 、ゴチックの代表的傑作なるパ ラツツ升ド

ウカ ーレ〈統領官〉に ヒY トた得1: L の、知l く多分 lこ

凶枠的地方色た取り入れ1: 引にファッシヨ建築の蘭

IoH需主111: ; ちものめり。

( L ' Archi t ett l l1' :1 Itali ana， F t: b.  ｈＩ ｾ Ｖ Ｉ＠

竹内内村T何1「竹何r市;?1T刊 川 「1V日[! 1i1[

抜客待合喝のゴンドラR 着場

平 面 圃

V 1 2 8  ( イタリー) ヴエネチ7 の接客層競技設計 1等案 建築家 Virgi l io Val l . t 



ベ中，- r骨 rrM: J
- =副 同 -

ｾ＠

げ :γ η : u r… サ: 局、¥'. ｾ ＮＢ 峨仲 肝、 ＮＮＮＮＮＮ［ ＮＮ 説、 、川 ・… Ｇ ｊ ［

， 

.， 

外 観

同

外 観 2

1I1林関係の木造建物にはこの磁の術進

的なものが多L 、。 突の笹林署長官舎 L 同

じ。

くDa s B a u meiste，.， A p，・. 19:16)  

階 卒 商 圃

Ｈ ｾｩ ヴ Ｉ 山小屋 Ｑ 等賞遁婁

" ・

J O '  

建築家 Her mann T  uch 2 9  V I  



A ‘ R [ C R [ A T I ON C E. N T E. R  I N NA T C Ht. Z  ｍ Ｎｉ ＩＵｉｓｓｊｐｰｲ ， ｾ＠
W ;"o!' _ . . ; ; ; :  ｾ｟｟＠ ｾ｟＠ _ . . .  _  . a 

慰l祭休養合館の競技設計がを苦表になっ? この( : t 、 1935年 10月18 日lこして 、締切( は: t l円93お6主年f. 1月1げ7 日でdわ〉つ7仁:。

競技設言計十の題目( は: t 1/ 1ロ2，αIわコ人程皮の者都H市への都市慰3梁経休2養芸千令干刊自鈴官 ρ ( “A C o m川1111η川1

f or a  T o wn  of  abol l t  12，00J  peopl eっ さ 云 ふ の で あ っ1: 。 これ は ロ ー マ の ア メ リ カ 美術祭佼 ( T he

Amer i c an Ac a demy  of  R o me) に於げるア ルメ ヱー協令の主催 にか、ろ L のである。

受等入選( : t 賞金300弗 た 獲 得 し れ ョ - ;j・ Jレ大皐内建築大事の 3 人よりなるチームで、それは建築料の

B.  J. Ra be，美術科の A. B t' i ggs 及造園科のR . S  Ki t chcn 等の諸兵の制作 lこか￥ るものであっ 1: 。

買t等入選( : t 、賞金 150弗た獲得しれペン シルイェア大墜及ペンシルペ エア美術撃佼の4人のメム バーより

成るチ ームであっ 1: 。

参等入選( : t 、賞金75弗獲得しれ エール美術事被の 3 人のメムパーよりなろチ ームであっ1:。

倫 lま入賞メダノレが幾つかの撃校へ授L尽きれれ。各設計困( : t 、 それぞれ審ヂIJ に於げる批評記録た附 して 各

際、募者へ主主附されれ。

考究された事項

人口 10，α氾乃至 12，C∞た有する米闘の諸都市 に於げ る公衆精品t ¥I の liJ 11紛ら受( J 1: ( Publi c spri ted) 市民 (工 、

あらゆる IIIJ Mi に閲して彼等枇千干の刺食ら亨有す代〈袈術及慰祭休養機関の間後及助成 に闘する 一つの試案

さして比の合館の建設か決定し 1: のでわる 。敷地牧得に閲しては、駐車場さしての税金や利子等の不例によ

って市有 に鰯しれ土地利用た保件さしれ。労働力の供給に閲 しては、失業救演事業局より之れた行( : t しめ

る幕。令官官建築敷地ご して遁貨なろ 土地が賦奥されるなら 11."、 rli 民(:t 、建築家、潜家 、彫刻家及主主閲家等

の参加に備へろ準備やなし且つ建築設等の支梯た 引き受げる事の賛成ら僚件ごして居 つ1: 。此の建物 (:t郷

土的の演劇の上演、音楽の波奏、ダ y ' ス及沿道展覧令等の催した奨励すろの が、目的で ある故、出来得る

限り康範囲に於て 一般の興味ル 引き且つ安値な集合場さなる事が希望されて居ろのであろ。選定され1:敷

地( : t 幹線道路から少 し移動し て居る 一l亙廓の土地 で 康 さ ぬ0' x  2CO' た有す 。周囲 (: t 小規模なろ小賀商庖さ

第 2 階級程度の住宅が雑然さ建ち並ぶ地峻 lこ面して居ろ。 くAmet . i can Ci ty， Apt' i l ， I  !' 36)  

V I 3 0  ( 7 メリカ ) 慰祭休養曾舘競技設計入選圃案 建築家 B. J. Rabe 外 3 人



，

 
、
‘

‘
h

e

f

t

 

ァ

一
l

I

l

t

、

ベ;i

F  

ー 、 “ ・ ＮＮＮＺＮｾｾＮ

.岳、一

.， 

!  

園 j
景配

国函平F昔

向②・・

田 昌U 四 回'J.. c. 凪 II I1U. (ι

この砲の建物には 、 ｦ ｧＨｪｾ

的な しのが愛好されろ傾向

カ<; 1) ろ。

( Das B au l11cister， Apt ・

ＱＹ ｾ Ｖ Ｉ＠

VI  

3 1  

圃

建築家 Gui do Gorres 

置配

タンネンベルグの青年宿泊所 1等賞遺棄



3 階 平 面 圃

L' P， 

2 階: 平面圃

L 目 5' 10' 15・

1 階 卒 面 圃

V 1 3 2  ( アメリカ 〉八リウツ F の住宅

外 観

犬 紡及成人 し1: 娠 、それ に 突 然の訪問l草子ル

泊 め得る 1:' げの設備ル持 っ てl汚iろ。

卒面i i:t Ｒ Ｑ ＾ 皆 に ｬｾ られ Ｑ ＺＱ 貨ぃ ｲＮ ... ;附，. : : 食堂さ干Jt

よき大きの炊事場ごら1 ¥' 心ごし、 1階に l工島王室

3  ＱＱ 品所 、 その ｬ� のバ λ Ａ 午 ｉ 姥 室の ｬ つ ｩ Ｚｴｾ零翠か

ら直銭入ろ伐 になって照り* 客 !l i丹lであ る。

是ド階 i: tネさ L て倉庫 、 それにー斤J J e見i J 主す

す ラ ｚ 芝 、夏 の水 浴の匁の壊込みの ｉＩＧｾ 柑 ｬ さ が

ih ろ。

基礎i: t 餓筋 コンクリ ート 造 、長ド11抑制: t 3

11十戸正の セメン トλ フ プ に l的水死F施す 。

弘幸 i: t ノイトラ ー流の級官・の λ"' " ダー ド・

ソ貢 ームル骨ごする締めて摂快 な総 迭 で わ

る。

ｬ 投 Ｕ ， α ｘｬ ＿ｾ、 ＲＰ ， ＱＹＵ ， 立方 ｩｬ ｴ Ｈ 、 ｬ 女方 ｬ 吠Ｇ ，［［ ［ ［ り

;j'{. J25セントである 。

Ｈ， ａｲ ｣ ｨｩ ｴ･｣ｴｬｬ ｲ ｾ Ｑ＠ F OI "[ I  111 ， "¥Pl 'il ， IH36)  

建 築 家 Ri chard J .  Neut ra 



'F珊

外 観

女' i ' ら使って居ない街身婦人の佐宅。客室

l 室わり。

角に慾ル取って探光ご換気さら充分なら し

め、且湖の眺望た怒にして居る 。

アメリカの古い家具が節附の松の羽目板さ

よ. ' ( 調和して居ろ 。

外壁! : t 木造羽円板張。

工 費4，気)()弗。

( At' chi tectl l 川 FOt' l I 川

( 7 メリカ ) Helen c1arke の住宅

。

B' P，' 

2 階 平 面 園

(む

O 5 '  10' 15'  

1 階 平 商 哩

3 3  VI  



V I 3 4  ( 7 J リカ ) 可動性住宅巴してのトレーター

この型の毛 ーピ J レ・ハウス l工、比の5

月から米貨 12∞弗ー 15' JO弗 に市販さ れて

ゐるもので、この種の必須録件であろ可

動出来ろ{主ぴさ云ふ駄で{ Uト岡映f J l j 等で

馴染みの Jfr調 トレーラーには望遠りはない

が、この設計ーでは住宅さしての用途ら第

一義的に、時に は意の趣くまま に附属 車

さして牽引しても (91げるさ 云ふ民主か興味

わる駄である 。自 動車に率引されてゐる

道中でl工、家具 さか線、ゆ る設備、衣食住

必需品が満載されてゐるので、映fJ l i lこそ見

れろト レー ラーの放に この 中で梁めない

が 、 目的地に着げ It" ＱＶ ｾ 尺 ｸ 6.5 択の此の

車惚ｻＺｴｾ潟クー ス か ら 飛出す潟ｾ機 の各

部の絞に20択 x 14択 に展開され、牛H幸聞

の内に寝室が2室それに居間・玄関完備し

れ厨房に分1: れる 。

霊童 重量 1. 2 噸 ・銅製管J伏材の架憐

に、外 壁l工程合金銭虫里子止 め、内部{ : t "" 

］ア板貼付 、 ｾｻＺｴ自動車慾式のがラス板

引戸 さ轟除 スグリ - y 取付、厨房さ玄関

; : : 1 J ，. 貫く縦噺商にま穏構が骨組 さ れ て ゐ

て、 この雨契 l二潟民にみゑ る蝶喬二釣の折

純み墜さ屋根が仕舞込まれてゐる 。

翠盤 官Z気冷蔵庫 ・式集rr料理 務 ・給水

槽・自動給湯装置 .1県所 ・配膳室 ・食卓 ・各

種の捌 ・ 椅子 Ｖ 脚 ・疲 ｾ 4!if ・石炭周 ス トー

7・等 、定主主設備さして{ : t 110Volt; : : 停車し

1: 場合 {:t自 動車の特設授危機から依・給さ

れる 12Voltの 2 系統 lこ配線 されてゐる 。

トレーラ -ffi

この設 計:ts.{:tト レー ナーの将来の動向

lこ草わ、て述べて猶 H 族行 ・キャン プ等 こ

の使用が普遍して くるさ 、自然さ 族 行 J レ

ート が成立し て 、 随 所 l二トレー ラー 市

が、 トレーラー愛好家の手で牛永久的 lこ

建設される事 lこなるこさ { U象!Vl 出来ろ。

現に昨年 フロリダのあるトレーラ ー市 {:t

ω( ) ( ) 釜た突破 し1: こさか ら推し て今 シー

メン( : t 15∞主主p超過する 事 { : t 疑へない U

、2・

、- 0  

l i J . にロマ Y チメムの工業化さ 云』、 こさ

なし に、日 本 でも可動性住宅の l 型 態さ

して十分時代の寵児1: り得る 資絡がある

さ思へる。

くAr chitect ural Record， Ma y  1936 より〉

自動車・航空機型態践軒家 W. B. Staut 



スベイ λ た如何 lこ上手に利用す るかさいふ こさ l: t 建築の卒百 計輩、殊 1: ，J、住宅の設計 lこ治っ

て最 L必要な事柄であるが、こ、に掲げられ1: 、船室や屯ーター ・ホ・ ート、飛行綬の客室やトレ

イター 、叉( : t 路傍で簡単な食事ゐ採ら- t t ろ食堂車等の 11.¥11収l:t 、最小限度住宅の設計 lこ於て 、ス

ベイスの鹿納 lこ大いに参考になろ。

Il1論小住宅の厨房に屯ーター ・ポ ート の炊事室やその! 益使用すれ 11 . 主婦の不満足廿買ふ こさ必

定であるが、 それ等の室の配尻 、家具の排11J等か研究する こさに依って、スペイスの取扱方 lこ

就いて啓授てまられる，引が多し、。

但し 、能率的な プラン 常に必 ずし L: 氾汁、の Lのさは l浪ら 1.:." 、。又スベイ λ らコムバクト に，f IJ

ｭ すれ ＱＱ する程工ｾのＡｻｬ官ＺＱＨＺｴおくなる。従って、 Ｇｊ 、住宅の設計にこ、に掲げられ ＱＺ 例た参考に

する場合、こ の11J1た充分念頭 にi泣くこ之が必要である 。

1. 1 等 船 室

3等般室が寝室の』貸さご して忌小限度ではあるが、闘 lこ示し 1: 如き 1:等舵室でし僅 lこ11 !!J{ 角の

面積の rl' に:I'P入 2 側所、化粧室、手洗場各 l 個 所、大人JF] 寝室 2 個さ l 個乃至2閲の椅子さがm

; 怠包られてA i ろ。

2  

5  

小住宅卒面計董の 1資料 3 5  V I  



5  

2， 食 堂 車

巾 4 1!J( に司王の iくさ1:' ・(j の奥行た持つ 1:部分に 1 日寺に2 0人餓りの人数た収容し、残在最の前i分に

調理場か設けてそれ1:' (j の人! 肢に食事ら供給すろ 11:*丑になって舟ろが、これも よか最 L能 率 よ告

配置の I 例である 。

普通 の小住宅 の議所Ｈｾ 、Ｚれ た参考にすろこさ ｬ こ依って幾分 そのたきら減 少 し 得ろであらう 。

3， トレＮｦｾ民ー

これl工会〈、基礎の代りに. ! I ! のf .Hv 、1: 移 動 し得る小住宅である 。 l七さ18i ! J ( の車憾の中に 4 人

の人々の眠ろ場所さ ｷ 入さ調理設備さか備へて ｪ 元ろ 。 Ｑ ｅＡｌ寝室の部分Ｈｾ護 ｬ ｾ 食堂及居間に利用

ぜ られ 、 調理場Ｈｾ最 小限度に ＭｴＩ ｊ 詰められて舟ろ 。

4， 飛 行 機

ｾｹ リ ー ・ ドレイ Ｗ アツ λ 設計のダグラス機の内昔 Ｑ ［ て “ 主主 ｌｾ ｧ まのあ る部分はその炊事室 であ

る 。 倫 その他の部分に草 ｩｘ［ ｶ 、てし 、 スペイスの縮小は これ以ｉＺ ｬ ｾ 不可能主 言 λ 、 引まで行って尽ろ ｯ

ｮｕｉ 也事 ｬ こ 耳 元附げら れれ テープル ｬｾ 机さ も なる し食事 さ ｌＱＮよろ。精子 ｬｾ 夜間寝 室 互に後ろ 。 Ａ司じス ペ

イスか 場 合に賂 Ｎじてｾｾつ Ｑ Ｚ ｬ］Ｑ 的 に ｊｩｪ ふるさい λ 、 こ さ ｬｾ 、 ｉ ｊ 、住宅の面積節減のゑ に非常に必 ＧＱ｛Ｎ ＱｴＮ

V l 3 6  巾住宅卒面計壷の 1資料
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9  

7  

LR 

BR 

8  

口口口

10 

こごであ る。

5. モーター・ポート

日 間

L LR 

11 

屯ーター ・ポ ートに至つては両iJ 主主の諸例より し一府住宅 lこ主r-、。そ れら)，¥J 航 のJ¥J l 問中その 中

で生活が出来ろ絞 に、 A!i 閥 、寝室 、此 lこ食事 lこ闘する設備が倣って居る 。

闘 Ｑ ＺｴＺｫさ ＳＸ ｬｹｾ のｾ Ｍ ＿Ｍ ・ ポ ートでわろが 、 Ｘ 人が 生 活出来る設備がゐ る。炊 事場 Ｑ Ｚｴ約 ＱＶ Ｇ Ａ，ﾭ

ブj 択のJ.$i きで、調理妻 、流 し、ストープ 、t令減庫 、羽11出、棚等がJ収附げられて尽る。

6. 調 理 室

園示の単位1:t J acques  F er nand L ev y の設言|で あるが 、使対しなし、場合 (:t) i'. illl Jの家具の

昔1I分に見えるもEに作られて居ろ 。そ れ はス トー プ、流し、冷議庫、屑拾場 、物入等よりな り、水 そ

の他の蓋かすれば居間の家具さなる 。よ昔1;1こ設げられ1: ガ ラ リ1: t 換気の目 的 である 。

以上の如き幾つかの仔IJ 1 J ，. 参考にして、アパートメ Y トの l 戸分叉1:tホ テルの 1 ｾ室た上 手 ｬ こ 配置

するさ次の如告 しのが得・られる。

7. アパートメ ν トの l 戸。 Ai問米夜室。感; t f ( : t主( : t Mの中 に仕込主れ、夜 1:tJ，! ;. 附の 中lこF

される伐になって居る 。食堂さ肇所主 1:t 1 室で、 日位低い ) i 捌で lo¥1-1:J 1られて居 る。

1 1 ¥住宅平面計置の I 資料 3 7  Vl  



V ' 3 8  

12 

日 14 

13 

15 

B. スライデ y ゲ・バーテイシヨ〆の利用。i ! I ( : t 居間ご駿室さの間た隔臨し 、夜( : t バーテイシ

ヨ ::/1J，. 解放して寝室1，J，oJli <見ぜろ 。

ＹＮ 上のスライデ ｹｾＮ ・ パーテイシヨ ｹ の代り ｩ こ折畳み式間仕切か用 ｕＱＺ 場合。

10. 同様の既置にアオルダイ ν ヶ・4 ツトた用 U1: 場 合

11. 3室のアパ ー トメ y ト。食事の際 に(:t肇月rr の引戸 1e袋室のブJ へ抑しやって寝室た閉鎖して

肇所た聞く。その他の時に( : t 釜所ル閉ざす Z 寝室( : t 居間のアルコー 7・の後になる。

1::>. 最小限度の疲室その 10 4つの袋妻 、2つの抑入、そして 1 つの浴室が極めて狭い場所の中

l二取 られて居る。

13. 巌小限度の寝室その2 。ホテルの隣接ぜ る寝室の 11?1J。

Ｑ Ｔ Ｎ 寝肇 Ｒ 肇 ｬ￨ 縦 ｬ こ ｾＱｌ ぺ面積ラセイプしれ敵隷巴風の疲室さ、最小限度の肇所及浴室。

15. I室 に居間 、食堂2王室所た策 111: 例。こうし 1: 質例( : t 過々 小住宅 lこ見出されろが 、室の形

がi直tZであろ こさら必要さする。間仕切の省略が非常に室面積の節約 lこ役立つさ言ふ貨

例 。

( Archi t ect ural  F or m， Apri l ， 1935)  

* 住宅平面計壷の 1資料
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人口の都合集 Li'(: t市中人口 の過密之、人口の都市郊外への膨脹さなり、市内の級地 L 回閣総地 L商工業用地叉 t::t住

宅地 さして$. ¥¥統制 !こ侵蝕包 られ、加ふろ に煤煙、度決等l二依 る空気の汚染わり 、都市生活t::t 盆々不自 然不健康さなろ

現状である 。

都市環境の改善、就中級地1111題が 高日目てまられる lこ至つれの t::t'，1;然て' わる。

この要求 lこ降、ずる都市環境の統制改善事業の第 l 回報告が、今回東京市監査局都市計輩7ぶから出版d られ1: 。短し

て 「東京市古級地計輩J ｴ 言ふＩｾ y  7 レツト である。

次 lこその内容の梗概た掲げる 。

1. 東京緑地計壷匡域

東京騨た中心さ して牟径約5明fの地域。一省線山の手線主要務た基貼さして 、片道賃金 1 [圏、 1 時間行程程度 た 以

て米京市民一般の慰幾範囲さして居 る。

東 京 府 府 f 1  [国但大島以外の諸島ら除く。

神 奈 川 婿 様吉宮市、川崎市、横須賀市、卒塚市、橋樹郎、都筑部、久良岐部、三浦郡、鎌倉郷、中1m、愛甲郡、高

座 ｭｾ 、 津久井郡。

埼玉! 畷 浦和市、川越市、 )11口市、北足立郡、北葛飾郡、南埼玉郡、入間部、比企郡、秩尖fm。

千 葉 鯨 千葉市、市川市、東葛飾郡、千楽部、印熔郡、君津郡 、市原郡、安房郡。

以上の面積約 ＹＶＲ Ｎ ＰＵｾ ｉｊ タ ール Ｈ 約 ＶＲ Ｔ 平方旦 〉 倫この閣外ではあるが 、 ＱＱＱ 紫水明の地さ して 待 ｬ こ東京 ｊｾｦ 大 島、千葉
j採安房部、埼玉j際秩尖fmた も包含¢しめて』苫 る。

2. 縁 地 の 分 類

東京市の緑地計壷
東京市監査局都市計量諜報告

3 9  VI  



* 京市では「線地」た突の刻1< 定義し;火の刻l く分類して居る 。

「線地主( : t 尖の本来の目的が空地 lこして宅地商工業用地及頻繁な る交遜用地の主JI < 建蔽ぜ られざる永続的の ものや

謂ふ。 j

くロ〉聯絡這路

A 普通緑地

1 公 園 公衆慰幾ノ目的ヲ以テ凶又ノ、公共悶* 豊ノ純毛筆 λ J レ園地ヲ 1iT

7  

4 大公図 書官市}tj 住お全般 ノ慰 梁 ノm=- 供 スル屯ノヲ詳17

( 1) 普渇公園

遊戯 、 運動 、 観賞叉 ノ、 激 化 ノ川］供ス ｊ レ屯ノ Ｗｾ ＱＧＱ Ｗ

く2) 蓮動公園

主トシテ巡動ノf H = - 供 A ) レ王 J 7 1  ｊ ｉ ｾ Ｑ＠ 7  

( 3) 自然公園

主トシ テ 自然ノ ｪ 弘光 ］ 浴スルノ用］供 スル℃ノヲ ｾ ｉｾ ｬ 7  

ロ 小 公 園

( 1) 近隣公園

老若一般ノ慰幾/ 用 = 供 ス J レ屯ノヲ nH7

( 2) 児童公園

( 1) 少年公園

主 トシ十四・五歳以下ノ先堂ノ慰築ノ )11 =- 供 λ J レ屯ノヲ消 7

( 2) 幼年公園

主トシテ十 一 ・ 二 段以下Ｏ先輩ノ慰梁ノ ｭ ニ 供ス ｊ レ毛ノ ヲｾ ｜ｾ 7  

( 3) 幼児公園

主トシ テ準齢前ノ幼gl ノ! む、楽ノ mニ供スノレ屯ノ 7 ，WI フ

(3) 街 閏

主 トシ テ修示、 ii J ! 立叉 ノ、休養等ノ )H=- 供スノレ 屯ノヲ ，1¥' 17

公園品準ス: J 1 ，モ J

行楽道路

市民ノ散歩、遠足、登山、乗馬 、 ドライプ等= j，血 λ J レ道路及慰

築系統ｊＺ必要ナ ル道路ヲ ｾ ｉ ｾｦ 7 但 シ航 路 ヲ含ム

( -1 ) 患築遵路

主トシテ恕梁ノ) l } =- 供 ス ル 屯/ 7  ｾ ｮ＠ 7  

主トシ テ慰幾系統聯絡ノ周 二供 λ J レ屯ノヲ ;i11Y  

く1 ) 白然公物 エシテ 線地トシ テ認定シ タル屯/

1'1J  山岳、 民野、水流、湖沼 、海演等

( 2) 直接公衆ノJ l -J =- 供ス ルIltJ叉ノ、公共同問ノ 施設エシ

テ給地ト シテ認定 シ ( J )レ毛ノ

2 & 苑

4  第ー覆 { 医長全斗トノト認ム ノレ墓苑ヲ 員1'1 7

ロ 第 = 種 史践墓地

，、

キ特寺殊墓地ヲ 謂 7

第三種 第一積・第二種以外 ノ墓地 = シテ認定シタ

ｊ レ毛ノヲ ｾ ｜ｾ 7  

3 公開緑地

傍草1I ヲ目的ト セズ公衆ノ胤 ニ供 シ得 J レ級地 = シテ

公園叉ノ、墓苑= 非ザル屯ノヲ 自¥'1 7

.. J駆ー寝

(1 ) 紳最上境内地及附嵐 苑地

く2) 寺院例; 堂境内地及共ノ F付属苑地

ロ 第 = 種

V' 40 東京市の緑地計量

例 道路 、旗揚 、河川、運河等

(3) 常時叉ノ、臨時 = 公開セ ラJ レ、凶x ノ、公共闘惚ノ 施

設= シテ前協以外ノ級地トシ テ認定シタル毛ノ

i自J 水源林地、帝大槌物園、，I } } 校附Jti 苑地等

，、 第三種

圏叉ノ、 公共闘mt =- ｾ ｉ ，サノ レ者 ノ終 生幸 三 係 ル 苑池 ヲ ，Ｑ｜ＧＺ 7  

( 1) 共同国 法人叉ノ、組合ノ絞笹= 係 ノレ毛ノ =; ｾ ＱＧＱ Ｗ＠

(2) 私 国 側人 ノ絞後= 係ル屯ノヲ 1111 7

4 共同緑地

特定人 ノ用途= 供 セラル、総地 ヲ"117

4  拳校園 皐校r:HJl あノ i死地ヲ I117

( 1 ) 一定ノ面的 ヲ有 ス ル 屯 /

東京市監査局都市計壷 報告



ｾ 噌傍恥 Ｎ

狭 山 景 園 地

( 2)  ￯￬￭ｧ Ｉ ， ｾ以 外 Ｏ 屯ノ ロ 第二f童 小庭 園 ノ集合 l孟主主ヲ1; ¥'/7

ロ 闇値圏 倶梁昔li 叉ノ、付肩l等 ノ料轡 = 係 ノレ 屯 / '" シ 2 保 存 地

デ給地 トシ テ認 定 シ グノレーじノヲ ;; 14 7

共同緑地品準スゾLモ J

分 直 園

4  第ー穫 公学問符 n:ノ他 ノ公法人ノ終怯 -=f系J レ

モノヲ，1¥' 17

ロ 第二種 犯人 ノj何笹・ヱ1#，'レ℃ノ 7 ，W: 7

5 遊 園 地

修不IJ ノ目的 ヲ以 テ公衆慰梁 ノJI-J -= 供 スル毛/ '7，1¥': 

7  

B 生 産緑地

1 普 遍農業地E

4  第 ー種 主ト シテ問問 叉ノ仰 い、シ テ使) l J .スノレ !亙戚

ヲj117

ロ 第 二 種 主トシテ 問 ト シテ 佼川 ス ル ｼ 匝 域 ヲ ｍ ｾ Ｚ 7  

2 林 業地区

主 ト シ テ 林業 ヲ 経 営 ｾ ￃ '.1，孟蛾ヲ ，W17

3 牧野地区

主ト シテ放 牧 、 採草ノ :均 三使 JJ.] スル11，1;域ヲ 1117

4 漁業地直

主トシテ漁業 ノ;匁 = 使J l -Iλ ルI;n; 域ヲ 1117

C 緑地二準ズルモ J

1 庭 園 公私専用ノ庭閤ヲ，iiai フ

4  第 ー種 街 立的 大庭園 ヲ，iI '17

3.  東京市縁地計董調査委員禽

法11! 命令 -= ｦ ＯＨ リ ｉｾ 然状 態Ｏ 保存セ ラノ レ 、 ｟ｉ Ｚ 地 ヲ 訓 Ｗ

4  第一種 主 ト シ テ ｻ 社目指ノ ｲ ｾ 白 然状態 ノ 保 存セ ラ ル

、 u 出ヲ"ili フ

( 1) 天 然保護区域

( 2)  (. 1) 以外ノ 史以 名勝天然 記念 物 ノ指定地叉 ノ、似指定地

＼ ＮＮＳ Ｉ 史 』氏 名 Ｉ Ｑ 持天 然 記 念物 ノ ｩｾ ｾ 存 ニ閥 シ 主務六 Ａ豆 ノ 定 メタル

地域

く4) J乱数林

( 5') 風王土地|芯

(6)  ｾ ｾノ イ 也

ロ 第二種 主 トゾテ 産 業 ノ 匁 白然: J 長芯 ノ 保存セ ラル 、上

話! ヲfi¥47

( 1) 魚ド1'11呼・

( 2)  ｾ ｴ Ｚ ノイ也

，、 第 三 種 主 卜 シテ 保安 ｾ ｊｾ ノ 他 Ｏ 匁自然状態 ノ 保存 セ ラ

ｊ レ 、 土 地 ヲ ｾ Ｑ Ｇ ＱＷ

( 1) 保安林 ( 風致林及魚河'f 林ヲ| 徐 夕、

( 2)  rj 月懇市111浪叉ノ、禁 止 地

( 3 、砂 防指定地

( 4 . 河 川法 二{ わレ俄利仰! 日民地

Ｈ 主要 Ｒ 基地 ｗＺＺ ｊｊＮＮ Ａｦ ｩ 港ｾ港 ノ 境域

<.( 6)  ｾ ｴ Ｚ ノ イ也

東 京 市に於いて｛工、級 地 青 ｮ 住 民 施のｾｾ［ 1  ｾ 長さして、 Ｒ 設正 ｮ ｬ ｾ 企 ￭ｬｩ の 根幹 ｚ な る 〈 さ ｗＺ :!Ii_資 料の蒐集 d 裏側 言l i U案 の作

成 ;: Ｑ ＮｬＧ ｾ ｔ＠ ￜｉ っ、わっ Ｑ Ｚ が、 大 略 そ の完 成 た見 Ｑ Ｚ ので ｉｬ ｦ Ｑ 利 Ｑ Ｐ 年 Ｕ 月 Ｓ Ｑ ｬＭｬ ＩＮｬ Ｈ 京 ￯ＱＺ純血 Ａｩ ｾ Ｑ 誼 ｬＨｬ｜［主 主 委員 令 規程由 Ｎ 怒令ぜられ 、

同年 11 月2a n ｉ こ Ｈ ＺＺｴ令 長 、 高 ｉｊ 令 長 、 委員 、 幹事 、 書 記 等の任命ら見、問 年 Ｑ Ｒ 月のｊＱ ＱＱＱ ｬＧｊ 委 員合 ｬ こ 於て 、 ぅ ｴ づ ｾ ｲｾ 1獄試薬

さし て扶: の長園地設定に闘する 議案 が議決ぜられ1:。

名
ffl j  区 域

| 地

上奥 多摩献呆園抱 1凶zF惣1郡n耶t川 仏内附I肘村 ノ全剖跡氷川村 パ村部ノ |山1I梨乱糊 i似I際訴北削俗附附i沼伊留釦l郎刊m制l丹波蜘ILI 村 / 1
27

，4∞八 タ ト レ

会 、fJ、1:r 村 ノ 1.郎 、| 司山梨1mif，'¥' 金 l 昔日

L1 ｬＡ ｪ Ｈ 致問地 ｼ 凶 多ｊ￯ ｾｭ 氷川村パ背 ｬ￭

桃 山 妹 園 地 ll EHキ多守取舵箱恨 ク崎幸引村吋 1i 畑材、 勝 好村、創 出合ノ各 i都 北 多摩川村 I

ＱＱＱ 、 火 ｾＱｬ 村 米 村 ノ各 l音!i

Ｑ ＳＷ ，Ｎ ｾゃ

東京市の緑地計量 東 京市孟 査局 都市計憂諜 4 1  VI  



倫間目、 ｾ Ｑ 披 議案 に ｦ 火ろ最園地内の歩道 ｬ こ闘して ぷ Ｒ 批議案が提出競決［て まら れ Ｑ Ｚ 。 それに依って 、日

版 、土奥多窓 、狭山の各鼠園地内の遊歩這31路線延長 416 粁が決定包られ、その幅員が 3 米以上ミ規定ぜ

られ?二 。

向同案 ｱｊ の狭山武闘地 ｢Ｇ 、東 京総 地 ｾ ｉＧ 童埼玉 ｅ 射市計室協 紙作 ｬ こ於て決定 ､ られ ＱＺ 山口呆園地主、 百 十重上

不可分の関係 l こめる放た以て、同景園地内遊歩道の音|査に謝して 、6 路線幅員 3 米以上延長 17粁数の附併

希望議案が第 2 就議案の附; 梓)1犬項ごして決定ぜられて l品ろ。

更に同日 ｾｾＳ 紋議案さして東京市域内の遊歩道以外行楽道路さして、

聯絡遁路 幅員 6 米以上 、15路線 、延 長 129粁

慰禦遁路中歩東費量問遁路 幅員 6 米以上、 2路線、延長27粁ル議決# 定して居る。

4. 英 他

そのf也、 二のバンフレツト lこ{ : t 東京た中心ミする闘係'訂版のE装備計m案さして 、京京M下かはじめ 、神

奈川服、埼玉焼、千葉l係に於げる景園地、行楽道路、聯絡道路、慰梁道路等に掬する決議案か掲げ、最後

に絡地計査の根本さなろべ告各種の調査研究資料、何IJ へ11. "さたの刻I -d- L のが渇載されて居ろ。

都市の必要さする線地面積の標準

各国首ｾｲＮの級地面記 Ａｴ 表

日・英・米 ・舗に於げる都市公園面積比較夫

東京市所要級地面積表 くl高別〉

東京市内線地分類別現有量一覧表等

井 の 頭 公 園 ( 自然公園〉

V ' 4 2  東京市の縁地計重

cr東京 iti ミ級地計蛮」より 〉

東京市監査局都市計塞諜報告



此 駐 ｬ こ ｾｲ ｾ 介 する Ｓ の目 ｬｦ￭￯ＧＨ 住宅計 五 室案 ｛ Ｚｴ 、 公従 事 後局 ＱＱ Ｚ 宅 ｭ［ の財政的俊助 の ｉ ｾ になろ ｌ ので 、 その規範 的

計直樹笈 tJ' 建築家 lこよって製悶され1: Lのであ る。

ml j l i lJ 、王袋路:3，2-50，Oao弗 ら擁すろ シ力コ・の T ，' u l l1bll l l Pa r k 住宅地 計輩案 で あ る。 此 の計登( : t 446家 族

のn めに 21慌 の ゲ - /レプ住宅ご刻郎屋住宅及 3 階乃至 41慌のアパートメ y トや設備する L のでわる。

fj' i 2 j州、 ¥¥' ayne，Pa.  Iこ於げる公盆 事業局! 二よろ不衛生地 区改善への f士宅言|・重案であろ。

Ui 3 j州、 シ Y シナヲーの所211 “ sasi n" に於て 、議rr Ｖ ， ＵＰＰ ，∞ ｏＮ＿ ｾ で事業が開始 ｚ れ ＱＺ 公盆事業局によろ

不 ￭［ｾｩ Ｎ ， ｌ 地 ｉｍ ｾ の改善計百 ｦ で 、此の計 道案は こ れまでの ｐ ｜｜ ・ ａ によ る計22案の島大な L の、の内 l つである o

Jl ll ちdi にJ さげる忌怒のスラム 16 7・口 ツグら改造し 、 1，279の 部給家族への最新式の{主主f: 地 Illil . l " 造成する計輩

て> if ) ろ。 ( A n' c，'i ca n C it y， A p，'il ， 1!-J 33i  

( 7 メリカ ) 公盆事業局の廉債{ 住主宅計董 3註剖上幻I P川3刊刊可1れ¥｜ Ｎγ Ｎλａ Ｎ一Ｎ ＮＮＮ一 ＮＮＮ Ｎｐ ｵ九Ｚ ｾ ｵ ｬ川 ｵ叫山 ｩパ ｢ ｬ汁 ｬｩ 比 ｣ ¥れ1γ'0 1' 1山町川l'け山'1



1929年 、7990弗の正札付で R adiant " 'all ey の住宅が始めて世 l二宣 体ぜ られ、永曾有の大衆が人:青li diーか

ら 1 時間の行程で自動車た ドラ イプし て集つ 1:。責出入 i:t ラワ y ヂル製の浴室 ・ロ マ ンチ ックで静かな制

饗室等ZvE主沓議の 幻想に誇た感じっ〉 これた指示 し1:。 バンガ ロー 風な 5 室よりなろ これ等の住宅は この

地の 前途の方向さ指導さや示す目的で建て られ1: もので 、開拓者1:t 20ヶ月 lこl ∞3戸ル資り携ぴ、その後 l:t

一切掬係しなかっ1: 。

Rad山1 t V all ey のI I i 1nfl直l:t 一見し て評償し得な u、。先づ共民主lこ暫 く住居 しなげれ 11.' わからなも、。或 11、

閉角張つ1:浮縞綿布のカーテ ンら開げ 11.' 、 どの家 し|司ーの建築線に線、ての家が接してゐる こさがわ t ' リ、

或夜 、隣人が 1週間 lこ2 皮位 l:tコ y ド、 ピーアミキヤ ペ ツや料哩し てゐる 二ごが 自然 にわ b吋 、而 L彼等

の認聾 l:t殆 ど戸外 に洩 れな い こさ に 気が 付 くで あ ら う が 、容易 lこ気の付かない見落 Lわる 。R adi ant

V a11ey より程遠か らぬ所 に、 祭校、商I書、映道館等の存証主売上，見付 げ ても 、誰も このi!I くに大都市に あ ろ

抜な遊蕩場等のあるj : 長黙ら輿へや うさ しない こさ、即 ちこれでわ る。

この家屋の賢官11:t 7990弗であ るが、則金 8∞弗、 月賦57') 11の似法 しめる。其の 内容は 、7190弗に射する

年 6分の利 子 35.95弗、8α わ に射 する火災保険料1 . 05 弗、抵?;t 低下支椀金 20弗 さなっ てゐろ が 、更 に年々

199 弗の諸税金谷支梯l:t ればなら ぬ放 、こ のJti 告文面の57弗に 区際上 73. 58 弗 さなる わげでわ る。 而 して

合こ の他に街路、公共施 設及 び街路照明 に針すろ 受盆材質槍金 さして5∞邦夫p収 めれ ばなら ね。

( T he  A rchit ectl ll 'a1  F Orlllll ， A p，'il. 1936 よリ〉

V 1 4 4  ( 7 メリカ ) ラテ:7 ント・バレー佳宅群



ロツグ (:t "J 成ノ三でわるが 、' I q こ袋路 ( Cl Iトde- 闘の

があり 戸毎 に 殻(j らn 1: ガ レー ヂlこ主li 絡し 、月Ii キ

に小 公園があろ 。y . . 普通この伐な場合全敷地の35

乃至 40バーセ ン トスp 街 路に mυ られて ゐ る が 、

この 111]" て' はそれが伎に 2J パーセ ン トでわり、 家 屋

(:t必す・し L全部が悶伐の伐 式で ts. ν が、大量生産

法に従 υ可成 の草IJら収めてゐる 。

( T he  Ar chi t ec tural  FOI ' l It11 ， A I) I " il  i  9:: 6 及

L ohlll ann:  T hc  p，'jnci pl cs of  C ity Planni ng よ

り1

向、税近、斯か る住応r : :j/lIT( :t 'Ill:JiL各地に於て慎

重に考慮ぜ られるに至り、柏、ヤ模従的 d L られ る

佐宅 ｉｉ 手 の出現 し漸 ｾ ｪ ｊ Ｚ の 鍛 Ｑ Ｍ＼，， ＱＱＱ 加 しＪつ ＱＺ 。 惑に

其の蚊例1-<" 簡単にお{介 して お) ｾ＠ 1支ν ご忠ふ。

1. 八レラウ 位 置 ドレスデン の地 方。 1908年創

設。面 積 215 ｾＩｊ タ ール 。 最 大 ｊＡ ｫ 容 Ｙ￭ ￭ 10，∞ 0乃

至 15，α)() 人。目 F人口 2，1∞家庭鍛460
0

2， -; ・J レンピーユ f立控パー ミハム の 北 凶 6 料 。

1879年 創 設 。 現 在 日 ∞戸。

3， ポート、 サンライト 位 ift リバ プー ノレ Fi付近。

1888年創設。而a' i222ヘグ タール 。

ｒ｡､｢ ｾ ｲｮ＠ 1圭 宅 群

Nc¥¥" J 己，'sey 州 の R adbll .-n (:t個人的後不IJ事業

さしての住宅地iJ! 鐙 lこ比 して 、公 共施 設さしての

それが如何 に現代住宅群計輩 に有利な ろから威示

ぜ る一見本であろ 。 こ の 地 (:t Ne w Yor k 市の

ｾｬ｡ｮｨ｡ｴｴ｡ｮ＠ からが:J 1  時間の行路、 27粁の距艇に

位し 13∞エーカーら占めてゐるが、現在 317 戸の

家屋 lこよ って 占 められてゐる商品tはその ゆ 150エ

ー カーに過ｾ｟ＧＱＮよし、 。 ＱＹＲＸ 与先 づ ＷＴ ∞弗の皐償で変

り出 され1: Lのであるが、現在一般 の 6 室家屋の

定 債1:t 89∞弗さなってゐる 。 l! P金 1335弗、 月賦

64.45 弗 其 の 他一 切不要之云ふのが此虚の待微で

ある。

Radbl l .-n l:t ｾ官市住宅協合 Ｈ ｃｩｴｹ H Oll sing  Co -

"porati on  i の手でm，l: I:され1: t ので 、特筆すぺ き

事項l:t 、現代 自動車交通時代の要求に巧 l二合 致 し、

符 ｉ ｊ へ Ｑ ＱＮ Ｇ 子供が ｉ ｊ 、 ｾｽ佼 に遁 墜する際 ｬ こも自動車道路

下の院選1-<" 利用d しめ 、官(:-C!: て騒音ら極 度 lこi盛滅

ぜ しめん さ-c!: 1.>，!lUi であろ 。 A 遁に 取 り固まれ 7

( アメリカ ) R adburn 住宅群 4 5  vr  



4  アー λ ウイツタ 位置ヨークの附近。 1904年創設。 面政49. ' タタール。人 μ 3，0:>:) 。家屋以 700。

5  レツ チ ワー λ 位; 毘 ロY ド Y より 57粁。 1903年創立。首ih't 1，823 -̂ ｊｪ タ ール 。 最 Ｉｾ ｾ ｩ 容人口 Ｓ Ｓ ， ＰＰＺＩ 。 近

き将来に住宅3，349戸 、商! 占 157戸 、工場36戸 、仕事場62戸 、人口 13，5OJ ;:: なる見込。

6. ウ : r . ) レヰ y 位置ロ y ド トより 3勾守。 1920年目IJ 立。菌防965^- タタール。最大牧容人口 40，0): ) 0 1926年

の建築物 1，675戸 、中、商 工 業J TF8戸 、人口 5，020。

7  サ二サ イド 位置 """y ノ、ッタ ν より 15分。 1924年創設。現花 1，∞コ家族。

8.. マリ モ Y ト 位校シ Y シナチの東方 15粁。 1923年創設。面も'( 170 -̂ Jj タール。 収容人口 9，∞o。

ｸ 、 我凶 ｫ 阪府に於てし最近の昔Ａ￭Ｂ ｦ ｬ ￭ ｪ 十苫卒 業さしての小 ｼ 仮 ｉ ｕｔ 倍 ｴｴ 宅ら ｾ ｦ ｩ め 相治以前より定紋合祉、 二 Ｑ ＭＮ 地

千川上Jl: のイI!!. の合肩上の手 によってなれる郊外の ー岡地の住宅終後砂 く1.. ｶ 、 。 ｾ ｴ のＱＧｻに Ｘ .. h 、て (: t 術大ν l こ改良

す ぺ 告知邸 Ｚく なし、絞笹 地 ｌ 相 Ｇｬｾ Ｎ 存花するが 、 ｾ Ｎ ｾの主な ｌ の Ｑ Ｚ･ 記放によって炎示すれば次の 如 し。詳細なる

全 俊 夫 (: t 他日の稿に誠ろ。

大阪府下主要{ 主宅終畿地一覧表

創設半月 面 樹、坪 〕 現 在戸数 呪在人口

A  プミ耳ミ 3，5  50，0):) 695 5，450 

B  lI i{ 手11 5. 90，00J  464 2，3:)5 

C  大正 15 150，0∞ 450  1，200 

D  大正 13. 49，0:>:) 4α3 2，∞コ

E  大正 13. 60，00: ) 390  1，350  

F  明治44. 10 34，816 335  1，650  

G  II{{ 利J 9.8 27，317 266 1，315 

H  fJ{{利 I 5.  40，00: ) 230 1，0:):) 

明治42.3 三7，0:):) 220 1，10:) 

大正 13 19，42コ 220 1，320 

K  H丹羽J 6.1 71，3つo 200 1，00: ) 

V I 4 6  
住居群奉考資料



- 建 築 時 報 ・

大 阪 都 市 計 董 地 域 追 加 愛 夏

( 昭和11年6月J O日より施行)

惜 し が き

藤
主主

日

数年五k銑立調査令縮けてd Hこ重要案イtl二fこる大阪昔rl i l i H喪地域 も、今川の追加盟夏となっ

て共の成果ぞ得fニ。 これで愈大|坂昔Ildl '計書地域も確立せられたことは買 に喜びに i甚えな い

今この追加盟更に就て記述するに日つ t 先づ地域 fC' }j きりる従来の経過盤遁4甘え& ぺてから今

但|のイ' HC}支びたいと足、ふ。

1・ 地 域 制

地域制は現代都市計呈刊J ) p ; ーも重要な施設のーであって、郁i li 的諸施設は総て之れに )1国略

し て行はれるのである。従って古 ｉｬ､ｩ の ｩｾ ｪ，Ｚ終併等に及悼す［［怒号［ｾＨま砂 くな し、 。 故 ｋ 再々はよ

くその内 1容を了解しJ l; の車llj 品iJ lのあるところを十分琵揮するやう) ) めねばならぬ。

地域制は土地の利川能率ぞ増注するために住民地域、rl' fi 業地域、工業地域の三地域が折

半せられたのであるが、法治 JIJI ，'.l i域内 lて於ては 三地域が指定されたときその何れにも桁定

されぬ蕗の法の1m接に川注の制限ぞ受ける所謂米指定地と栴せられたものと都合 4経矧に

依 っ て川途を制限して話 ｲｬ Ｇ ､ｩ 構成 に基本秩序ｾＡＭＧｨＱＭへゃうとする ＱＭＧ 的 に ｉｕ で居る の である。

地域の桁之、設a : 叉は腔 I Uまdi 街地建築物r去に依って行はれるのが版WJであるが郡 山計

五 Ａｾｉ ｉｉｉｉｉ［ 域内に於ては者 ｉｬ､ｩ 計 義法治 ＱＰ 保却 Ｑ 羽 のが ＡＮ ￭ｬＺＺ ｦｃ 依っ て 者 Ｑｉ ､ｩ ｾ Ｇ Ｑ ・ Ｓｅ の施設として之ぞれーふ

ことになって日る o Ll!l ち 1: 務 A I日之を決定し内|湖の認可 Jり でて ;lt示される のである 。

2. 地 域 指 定

大|以ms､ｩ 計 ＱＮ ｈＧ ，ｾ域内 ｬ りをりる Ｇ ､ｩ 街地建築物法 ｉｃ 依る地域指定のイ Ｇ ｛ＺＨ立、大正 Ｗ Ｖ ｛ ＧＮ Ｖ ＩＱ大阪 ､ｬ ー

に到し京 ［ｪ Ｍ ｾ Ｇ ｬｬｩ ｬｩｬｬｪｾ ｩ 訣正保令 ｴ Ｎ･ｩＡｦｾ 川せられた時より以来 Ｉ Ｎｲ ＪｦｬＧ ｾ ，澗沓 を 訂ひ 、 之 ｩ ζ Ｉ ，Ｉ［ ｾ＠ J(.f ，Ii' ，;;:; J"j 

IC於て数l O[ ! of) 1'1: ￟Ｚり調 査 研究を作成し大正 ＱＰ Ｕ ｰＲ 片 ＲＷ ハ 首 Ｉｉ､ｩ ｾ 十卦 ａ 阪地 Ｉｊ ・委ｌＭｬ合 の 決議 ｬ と

Ｑｦｾ り之ぞ合長の折名した特別委 ｈｉ 亡附託し、特別委片は前後 Ｗ ｊＱＧＩの来議を重ね賓地調 査を 主主

て大正 13年9月29円の合議を: / p; : 終 とし成案ぞf } t .この で、大IIミ14.11ミ1 )，J 30 11 大阪府知事よ りl付

"1 せられたのである。内務んI11は之そ審査のートー大l E 14
5
1
o
3  )-J  20 11 1111 d  ｩ ｾ 十塾 大阪地 Ｉ ｊ 委 ＱＱ 合 の
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審議陀付した。委員舎は本案に付慎重な審議ぞ経て同年 3月23 日最後の委員舎に於て結局

一部修正して之そ議決し、宜ちに内務大臣に答申せられたので大正14年3月27日内閣の認可

を経て周年4月6 日内務省告示第66競を以て同年5月1日より施行の旨公布せられたのである。

3. 第 1 回 塑 更

共後 3 回の盛夏ぞ見ナこのであるが第 1 回の襲更は昭和5年4月19 日内閣の認可を受げ昭和

5 年7月 1日より施行せられた。之れが盛夏の理由とする所は地域指定後東成郡及西成都 l乞

属する 44タ町村が市域に編入せられたため、匝界、l町名町界の愛夏あり 、同15年 6 月郊外と

の連絡を困るために大阪府知事の執行に係る都市計書街路事業の決定、昭和2年2月には高

速度軌道の計垂等の決定ぞ見、更に昭和3年5月新市域に封ずる都市計-聾の施設として街路

運河、下水道、公園 、墓地等の計重確定する等幾多の土地問輩に 則す る方-策の貫現を見fこの

で、是等の施設計童に順悠すぺく、既定地域の一部に盤更や加へる必要が生じたのである。

4 ・ 鏑 2 回 塑 更

第 2 回の襲更は昭和6年10月3 日内閣の認可ぞ受け昭和6年11月1日より施行せられに。 そ

の盤夏の理由は土地の現献 と 勝ｾ在費 Ａ 珪の趨勢より して 更に一部を襲、夏するの必要を生じた

のである。

5・ 範 5 回 塑 更

第 3 回の盤更は昭和7年7月20日内閣の認可そ交り昭和7年8月10 日より施行せられ思豆地

の市域編入 l' L . 伴って之を工業地域l亡指定すると共K 西市岡 lUT附近の輩肢の献勢に鑑み現イE

住居地域の一部を商業地域に盤、更し、併せて都市計-童街路の一部盟: 更の結瓜と 土地|品;;!BJ整

理の完成に閥l併し地域の盤更を必要とするに至ったの である。

6 ・ 今 回 の 追 加 費 更

今回の追加盛夏案は昭和 111':戸3 月初日都市計重大阪地方・委員合に附議せられ 3 月25 1:1特

別委員合に附託せられた。特別委員舎は質地視察を途け悦重審議の結よp : ド記の希望そ付し

原案を遁蛍と認めたのであ る。

希望事項は、 1. 昭和 11年3月20 日内務省阪都第25競付議に係る大阪都市計垂街路追加設

夏の件中1等大路第3類 tf，，58披線( 足代線〉の雨側を路線的商業地域となすこと 。 2. 昭和 11

年 Ｔ 月 Ｑ 日大阪市の ｉ ｾ 域に編入せられた港匝新稿崎町二丁目及南海 岸通 三 丁目地先並此花 ｬ 電

機島町地先公有水面埋立地を工業地域となすことである。

4 月25 日本委員舎に報告 し本委員舎は特別委員舎の報告通り原案を議決 して斑ちに合長

より内務大臣に答申せられたので下記の如く告示せられたのである。

大阪者rs市計壷地域遁加盛夏の件
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内務省特示第325競

大正 Ｑ Ｔ 年 Ｔ 月 Ｖ 日内務省 告示第 Ｖ ＶＱ 虎大阪 都市計整地域追加 盟Ｚ夏 ノ ＱｾＺＢ ｻＡ，和 ＱＱ 年 Ｕ 月 Ｑ Ｘ ＱＭＱ内閲ノ

認可テ受ク昭和 11年 6 月1011ヨリ之テ他行ス共ノ地域テ表示シタ J レ凶面ハ大阪府雌及大阪

市役所ニ備へ世 キ縦' 舟ニ供九

"日和11咋5月211:1

内務大臣 湖 惑 之 輔

これぞ表示した地域の略図は次のilli りであ る。

今回の盤、夏は前記の如く 既に指定以来 3 固に亘 り同部的控夏冶)mへて主IUこが、都市的施

設の充質せる現状と施行の宜Ｊ ， ｬｔｖと鑑みて貫 ｩ Ｇ ｾｪ に遁 臨 せ き Ｇる憾がある ので 、 之をｾ更して 大

大阪の固滑な琵達制悶せんとするものである 。

即 ち今 回の盤更に劃する哩111 とすると ころは 大正 14年 4 月決定 しに大阪の地域を 、指

定後満11年間賞施して米大経験と共の聞の者Il; li 的事的の製: 選、地域に |射する法令の改正母i;

ｋ 基［ｾ全面的の裂・夏ｩＧなしたのである。

今回襲: 夏内容を大別すれば大酷四つとなる 、tfH は指定前時よ り蛮江主の傾向 著 しく 盤、化

したの K 備へゃうとするもの、 2in は大阪の工業都 "it こる性質よ り再検 討 して駒栄の工業

蛍躍に供へむ とするもの、弟 3 ，ま地 Ｉｊ ・的商業中 心地 の 創 設であっ て之れに依って ｕ 常 生 ｲ ｬｾ Ｇ

の利伎と慰梨 K 備 へむとするも のである 。

第 Ｔ ，ま境界整理のための盛夏で指定岱時地域の境界が水路小径等のものが 、共 後 ｉｾ ｩ Ａ 地 主

理等に依って地物の消滅、 h誌は街路計量の決定等に依り境界 そ明確にする必要を認め 、同

部 的に鐙夏ぞ加 へ られたものである 。

共の外路線的商業地域に就ては 、工業地域叉は未折定地内の路線的商業地 域は工業の蛍

肢 に佼なら しめるた めに 、之れそ削除 したのである。叉住居地域K 於ては必要に肱じて数

線 ぞ遁加した。

而して路線的 I刷業地域の奥行に就ては現行の地域に於てはそ の指定のみ-法が建築総i亡接

する建築物の敷地となってゐる ため に奥行が一定 して日 らぬの で、そ仰がために地域のj玉

川j て凶滑を快く嫌あるにめ に、 今回の鐙更に於ては一定の奥行そ定め 、住居地域及米指定

地 にイEる ものは道路敷地の 境界線と之 より 22;に後退せる線と の間 にある敷地在 l作j業地域と

し、これが工業地 域に在る ものは15米と 定め られたのである。

ｾｻＺの結果建築物の敷地が Ｒ 種以 卜Ｎの地 域 ｬ 亡 跨る場合は 、 建築物の地域的制限及本地の ｪ Ａｩｊｬ

|民K 就 ては市街地建築物法;; (1，16係ノ 2 の規定に依り制| 恨の0 : 1敢なるもの κ 依るのであるが

特別の事IBある 場合は行玖官出の司ニ可を受りれば之れに依らさ' ることが出来るのである 。

叉今回の盟= 更に於て も向は所調えと指定地と栴せられるものが 、キ11首存イ仁してあるが、こ

れは矢張り一種の確定 しに地域と考へられる もので一種の税工業地域と見られるものだ、

名稿は法令の側係卜. 依然未指定地 とrpし不確定であるやうに見えるが内務省 i ' C於て も一程
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の地域と ｌ て取 ＱＩ 立ひ ｪｭ ＧｾＺｾｾ の時 期に名前 の盟Ｚ 更を行はんとする意向のゃうである 。

今 [111の迫力H挫更に於て特にi : J : 意すぺきは大阪府知事の市街地建築物法ートーの取i伎に於て米

桁宅地内のごl: J1t泊 地 VCi : t しては 、 di街地建築物法施行令弟 3 保但許、同令弟 3傑の 2日l ろ1

ｾＧ ｾ Ｔ＠ ｾ［虎 Ｑ ＱＳ Ｎ 許 之副目別してｬＡｘ［る保 ｦ ｬ Ｚｾｊｬ ｴｩｬｬ する工場に到し ては版動機 馬Ｉ Ｉ 数ぞ緩 和す る Ｉ ｩ ｻｉ［ Ａ￲Ｉ

ゃうである。その詳細 は近く大阪j { 'J 令 を以て 公布te>L ることであらう 。カ、 くして折定と j主

川雨々 相待って :1-.地釆IJmトーの完全を思j せんとするものである 。

次に今岡追 加 盟、更せら れた位置 ｋ 就てその概略 ぞｪＡべ れば米指 定 地陀 ｍｾ す る 北部 の ｬ 吹川

IIIT 、!31津村、小令根村の一部は千 Ilt ll l々麓に枕し土地の現駅住民の川 K 供せられるものが

多く 、 叉束 部守口、 今 Ｇ ，ｊ ｊ 、 ｍＡｦ 江 、 橋 ぐ ｩ 、皇 ｾｾｭ の ＭＭ［ Ｚｹ ， は佐官 地として 蛮 肢 の 傾向慰 著である

から Ｑｕｊれも之 を住民 地域に 盟Ｚ夏 し 、 Ｑ Ｎ Ｑ Ｎ Ｑ 央主 ｊｆｩ を ￯ ｬｩ Ｚｊ ｊＩ を ｾ ｉ Ｚｴ心 とするド福島のー問地及大ｼ坂暁 ｬＧ 付

近は既 1'[ ifcj 業地として賞展しつつあるので之ぞ/ i ' fi 業地域K 鐙 夏 、大m ll 1'[ 及 H欠1: 11  II1Tの一部は

jjil l' 崎川流域の工業地域に接続して共の地勢工業 K 過 し、中本 11IT、大今 ml llT、深 江、中減、

天王[ rJ 1/町- f?? には現 l亡特種工場が集 中の傾向 にあるばカ、 りでなく i賄|怖守2来l長毛消者翻都|日) i山b市 輩 迩i何可の覧成

之ぞ旨}比Lる1<:亡於てtはま卜片昨巾7ト何'cI部元今，下j内，; 11川町11町l汀Iカ、らヨ子コ:. If¥、粉沼、 陸 井111'[ ｉ て至る十 三 間 ｙｒｾ 川 ｟ｾＱ ＱＱ ，ととも に好都 Ｑ

の 1: 定地7こることが徐想せ られるので之を工業地域医製: 夏し 、叉木正、仁1-' 津、大仁川 を合

む- f i!? は大阪瞬」立中津5AinTに近く木津 川浬M、安治川、 六11¥1 家川 に悶まれる四九傑のー闘

地と ｾ ｴＺ Ｑ 亡既 ｬ 亡諸工場 符集してある から之ぞ工業 地域 ｋ 盛夏 せられた の である 。

住民地域に属す る北部浴崎、鶴野 、茶屋、草山、小r策、道本の各II1Tぞ含むー岡地は大 阪

騨に近接し叉中江、錨巾 、)11上 IIITのー困地は交通の俊民自むので尚業地として盤肢の傾向

が寺干しい谷11I11' j ; t 近一帯及歓拠地として繁栄 しつつある件i部 111王1111 の一部とともに何れも之

を商業地域K 盤更せられたのでああ。

r業地域及所謂末指定地に属する路線的 iffi 業地域 ( 大正問 、新阪堺電鎖沿線 、* 本、四j L

係体法 ＷＯ 面Ｉは之を ド ｪｬｊ 除して工業的登肢に似ならしめ、ＭＧＩ Ｏ 住居地域に於ては必要 ｉ＼Ｚｾ し

て之密政線追加し、更に地方的集国商業地域を l吹!日 、大和 IJ j 、森小路、者11岳、大今1f t 、HI

ｪ 益、 玉 川、四口 島の 八箇所に 設 けて日常生活の利伎と ｊ 担当 ｴ ｾｖｃ 備へ られ た 。共の 外教筒所に

於て地域の境界を明確にす るために同部的K 些少の鐙更を加へられた。

向昭和七年以来;)(阪市仁編入あった住吉同柴谷 II r[ 苓ー口 III T及此花陀楼鳥 IIIT島屋川地先 j } 有

7}<-'1雨現定地を工業地域に迫力n指定し 、境界の整理vc rXIって中1U
( 内部布施111[ より 大阪ili .Li{ ｾＧｩｴ＠

*，1に編入があった院域は之を所謂末指定とせられたのである。かくして迫力n盤、夏せら れた

各種地域の盛 夏前との開係制而を掲けれは次の5ill りである 、地域は叉面積の配分立し冶4!}

る必要がある 。

地域種)]11 I盛 夏 後 面 積 | 全 面 積 釣 |鐙 夏 前 面 積

|くんグターノレ) 1 百 分 比 |くん

住 宅 地 域 I 6，726 I  31. 0  I  ゅ 2 I  

全 面 積 封

百うす よじ

30，5  

百分比噌減

増 0，5
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商 業 地 域

工 業 地 域

未 指 定 地

百十

3，345 

9，177 

2，470 

2 1，7 17 

15.4 

42.2  

11. 4  

100. 0 

3，054 14.1  
。 1. 3

8，116 37. 6 
。4. 6

3，832 17. 8 減 6.4

21，594 100.。

制H考 . 鐙夏後に 於け る絞ti 日積の増加はIli 域に編入せら れた公布* i市川立地の而積( 123へ

クタ ー J レ〉である。

以ト.の迫Jm饗夏に依って大| 以有rn/ J 討委地域も愈確定 したのである が、之れが決定 l亡至る

までは大阪都市計ー豊委n合は種々重要な調査を遂けてある。

この調 査 は内務 大ｾの 折 示も あり叉地域質施 の 者 Ｑ Ｕ￯ ｬ ｩ 的事↑ ＱＱｪ の推移 ｋ ｪ｜ｬ ｊ し再吟味ぞなすの

必要J -，鋭意調査を進めたのである。本調査を湛めるに 抗って前大阪府都市計益課長 ( 現群

馬鯨皐務部民) 川崎男氏の様 i舎内解の元に迫力11務17: を引て兆の賀行をなすに至ったのであ

る。之等の基本的調査を列記すれば: ; 7 ，の通りである 。

V I 7 0  

大阪都市計壷地域指定後の推移調査

釣 1. 土地及人 口 ｋ Ｇ ｾ 討する 調者

1. 土地而荷人口 |好!係

2. 水質調査

3. 人口符度悶

tn  2. 工場l乙悌lする』澗資

1. 工 場調判

ィ 、 大正 ＱＱ 年 ＶＩ Ｍ ｊ 現代工場法油川 一 ｊＺ 場 ｩ ￭ｐ ｾ ＢＧ［Ｇ ｬ ｩ ＺＨ 地域桁定前 〉 ロ、昭和8年11月現イf工場

法適則工場訴 Ｓ ｾ ｩｩ ｾ ハ 、 ｉ ｲ， ｾ 和 ＸＧ Ｑ ミ Ｑ Ｑ 月現 ， 作者 一 ｉ ＺＺ Ｈ ｩ符ｊＺｾ弘前 Ｓ Ｉ Ｑ［ Ｍー

2.  工 場分布回

九 大 正1I 年6月現{ I : 工場分布11・w地域指定前〉 ロ、昭和8' f ＱＱ 刀現イ ｦ 工場分布｛，ｾｾ

3. 工場 ｾ突 部 ｩ 帯

イ、大正10' f. 6月現布煙突調子'i : ロ、 ｮ ｻ ｬ 和 Ｘ ￳ ｦＮ ＱＱ 月現イ Ｑ Ｚ 問 突誹 Ｓ Ｚｾ ｬｩ Ｚ

4. 工場斑突分布防|

ィ 、 大正 ＱＰ Ｖ Ｑ ｾ Ｖ 月現 約 煙突分布悶( 地域桁定前〉 ロ 、 ｮ ｾｻ 和 Ｘ Ｕ ｦ ＱＱ 月現ギ「煙突分布岡

5， 工場開係調ヲ?内 縁

ィ、工場数及符度 ロ、桁定地域前ニ於 J レ工場数 ノ、 、許築地域前 ニ於 J レ了ー場数

ニ、業態前ニ依 J レT_ :場数 ホ、討二本地域前ニ依: ) レ: $態前二1:場敷地及工場数

6.  工場生産額調 ) Ii:

ィ、工業生産相ぷ年統計 ロ 、 工業生ｾ額Ｈ "({平日7年度) I l fJ*m前

7.  工場』長年統計表



8. 地域 ニ釘ス J レ不適梓? で場調帯

@  ｭ Ｓ 主ｾ物ニ ｍ｢ ｊ ス ｊ レ ｩ ｩｖ ｊ 刊 一

1. 建築物用建前現況脳l

ィ 、 大正 Ｙ Ｑ ｛ＧＭＱＲ 月現イ Ｑ Ｚ 建物 ｭ［ 全 ｱｬ 現況 ｉ ， ｾＺｋ 地域指定￯Ｍ ｶ ｩ Ｉ 口、昭和 91r: 5月現布建物m

途別現i冗悶

2.  建物機芯別現i兄悶

3. 特殊iiH業建築物調査内本

ィ、百貨氏 、中央卸古市場 ロ、重要前ir，t; ハ、 銀行 ニ、 合枇

4. 特程前j業建築物分布図

5.  特殊建築物調書 内本

ィ、百貨庇卸賀市場 ロ、劇場活動官民館前装場観物場活動寝具 ノ撮影場 ハ、

室而積ノ合計 502: 1'-)J米 テ超過ス ; L 自動車Jjlf ニ、塵芥島理場 ホ、汚物品理

場 へ、火葬場 ト、 産掛物品註珂場 チ、射場品現場 リ、禽寄側主場

6. 特殊建築物分布岡( 防火地問ト併用)

@  第 4 住居ニ附ス J レ調査

1. 到J掠・者住宅分布調査( 使用人員百人以上ノ代表的ノモノ)

内 溶

ィ、官公街ノ勤掠・者住宅分布調査 ロ、銀行ノ勤務者住宅分布調査 ハ、合枇ノ

勤務者住宅分布調査 ニ、新開通1: J  ;Mj)持者住宅分布調査 ホ、商屈ノ勤務者

住宅分布調査 へ、 百貨庖 ノ勤努者住宅分布調査 ト、ピ J レデインクー勤務者

住宅分布調査 チ、車庫

2. 勤持者住宅分布閲

3. 工場附属住宅経営地調書( 大阪府下〉

4. 不良住宅調査

5. ー不良住宅地分布悶

@  第 5共ノ他ノ 重要調査

1. 電気事業( 電燈、電力、 i電熱) 調査書

2. 電力供給範囲岡

3.  水道供給範囲固

4.  大阪市ニ於ク J レ踊i 合施設分布岡

ヨたに参考のため今回の指定費更と六大都市の地域表ぞ掲け、る。
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六 大 都 市 地 域

地 域 Hl )Jll l m[ 秘|全??針 I JiI!i .ff I!'- H  F-I I  
「八グタ ー ル」 λ  分比 施行年 月日

摘 ｾ＠

大 正1581575礎差夏，k  
五.... ?  ... f主 居 地 域 22，016.01 54.2  大 正 14. 2. 15 "  15.9.1 夏

f J 刊1 4.5 点 |

商 業 地 域 4，793.40  1l. 8  大 正 14.2. 15 11 6. 8. 1 点

工 業 地 域 13，057. 89 32. 2 大 正 14. 2. 15

"  
8. l. 24銘文

禾 指 定 地 727. 27 l. 8  大 正 14. 2. 15
fI 

10.8. 7鎚反

合 40，925. 75  

五1 者1I {主 居 地 域 6，300. 83 47.6  プミ耳ミ 13.4. 1  f1t{羽17. 4 1鎚克

商 業 地 域、 1，520. 66 1l. 5  大 正 13.4. 1  
11 

8.7. 16縫1; [

工 業 地 域 4，056.20 30.6  大 正 13.4. 1  

未 指 定 地 1，36 l. 98 10.3 プミl EI 3.4. 1  

メ口入
百十 13，239. 67 

火 阪 住 民 地 域 6，726. 00 3 l. 0  大 正 14.5. 1  /I( {羽1 5. 7.1鑓疋

商 業 地 域 3，345.00 15.4 大 正 14.5. 1  
) )  

6.1 l. 1後厄

工 業 地 域 9，177.00 42.2  大 正 14.5. 1  
) / 

7. 8.1鎚克

未 指 定 地
2，470. ( 氾 1l. 4  大 正 14.5. 1  

) / Ｑ ＱＮ ＴＮＲＵｾ 盛夏

ぷロ弘、 21，7 17. 00 

様 演 住 居 地 域 8，896.20 65.8  大 正 14.9. 1  ｈ 召 和 ＴＮ ＵＮＱＵｾ 盛夏

商 業 地 峨 1，566.61 1l. 6  大 正 14.9. 1  
1/ Ｘ Ｎ ＵＮＱＵｾ 盛夏

工 業 地 域 2，065.45  15. 2 大 正 14.9. 1  

未 指 定 地 3，985. 12  7.5 大 正 14.9. 1  

合 言十 13，538. 18 

市ド 戸 住 居 地 域 3，596.70  6 l. 5  大 正 13.11.1

商 業 地 域 740.49  12.6 大 正 13.I l. l

工 業 地 域 1，108.44  18.9 大 J E13，11.1

米 指 定 地 .  406. 61  7.0 大 正 13.I l. l

dロk  言1・ 5，85 l. 25 

名 古 屋 住 居 地 域 8，024. 63 48.2  大 正 13.1 1. 15 l昭和 8.12. 4縫夏

商 業 地 域 2，229. 09 13.4  大 正 13.11.15
11 

10. 4.5畿支

工 業 地 域 5，986.11  36目。 大 正 13.1 1.15

未 指 定 地 3ヲ1. 07 2.4 大 正 13. 11.15

メE台Z、
言l' 16，631. 40 

( /l {{平日 11、5、25 [l f，布〉
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法 制 委 員 舎 ( 第3{ffl )

H年 4月28 11午 後6時 - 6l1p O分

f9i 協合倶楽部室

日 ｜Ｑ 庁Ｚｾ委一員 長 池 田

幹 ｊ ｊ ｾ キｾ ;) 1'  

1. 本タ! : t 出版作少理主につき松;/ 1二幹事提案に係ろ

研究 /ll l mに付 協議し: 次回か5) ] 511' こ開千干のこさに決

定の上散令す 。

住 宅 委 員 曾 Gti5回〉

時 4 月2 8 口午後68，¥'30 分 一8D.!'

所 協合倶楽庁r; 室

出 席 ぷ 委 員長 石 川

幹 事 伊 藤 、 矢 問

委 員 荒 木、 玉 置

協議事項

借家住宅の研究に若手各委員の研究値目ら協議下

記の逝り決定

イ、現花f昔話〈の調査……. . .. . . . 荒木

口、現花借家の約管状態… …・・宮 J協

ノ、 、宅見花アパ ートの調査… ー・・ 貴賓院

= 、不良住宅の調査. . .....・ H ・. . . 単位

ホ、住宅組合法の研究…・・・…・矢 田

へ、新しい集合住宅の研究… ・ ・新 名

法 制 委 員 曾 〈第4回〕

H.r. 5月5 1.1 午 後6日幸一9[1.1' 30分

所 協合倶楽部室

出席ｾ 委員長 池 問

幹 事 キｾ ;/f 

委 員 t芋 問、 本 悶

委 員 伊 点、 正:J 木、 Wl 口

協議事l J l

1. 建築に闘すろ映; 品目録完成及試潟の fl

2. 建築講座開設に闘する件

材 料 委 員 舎 C%i 5同)

B，f 5月7F/ 午 後78.1' - 9時20分

所 制円ピ J レf具梁庁1;

出席者 委員長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 良 楠瀬、作ih1 ‘ 高附 、道悶

1. 本タ l: t 防水 itrll の技術家小田 正夫氏ら招聴防7 ] ' (

鮒に闘する質疑際空手島重ね研究す

都市計童委員舎 〈第3回〕

時 5月8/:/午 後6:Jf3S分 別 是

所 協令倶楽部室

出席者 委員長 烏 弁

幹 事 編 知

委 員 亀 井 、 村 井 、 元 吉

協議事項

1. 都市 /llj 組合議第2議題「建築敷地並住宅に闘す

ろ Ｇ ｊ ｾ 項」 に 付討議す

常 務 舎 ( 白(j 9回〕

時 5月 11 日午後6時一 7時30分

所 協千平f具梁昔1;室

出席fi 理 事 片岡令長、安井副令長

常 務 北:Ij' [主記 、阪口 主記 、rt '深主記

内藤主記、加lf E1主計、清水主計

烏悶編輯

議 事

協議事項

1. 5月例令 に闘する件

1・ 者/11打美委員令設置 に1#. 1する建議案作製の件 2.  材料委員千? の傍滋! 許可願に謝すろ回答案の件

2. ｾｪｪ 火地区完 成 、 Ｑ 足進 ｬ こ闘すろ建議案作製の件
3.  rI 本*・ J レトラ y ドセメ y ト同業合より小住宅

イ、防火地 区内建築物におし税金の隠滅か匁し

設計図案J懸賞募集依頼 に闘する件

特ろ規程f f ] U定に闘すろ建設

4. 法制l委員合委員長より要求 に係 る経1: ' ( 支出の

口、防火地 ｉｾ 内建築物 ｩ こ釣し補助金規程制定に 件

闘する建設 5. 陳列場看純人時? 員の件

日幸

所

5月5 日午後6時一8日告却分

建築材料陳列場

教 化 委 員 舎 〈第 l 周) 6. 名古屋汎太平洋卒和博覧合より 出品ガ依頼に

出 席 お 委 員長

幹 事

永

篠

深

闘する件

7.  品/I JJlI] - 昔1; ＨｾｲｩＶＨ ，ＪＩ愛更に闘する件

8.  合員詮衡

報

. &.  

同
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1. 編鵜幹事合規程の件

住 宅 委 員 曾 ( 第6回〉

日長 5月15 日午後6B#30分 - 9時30分

1玩 協 令 倶 楽 部 室

出席 者 幹 事 矢 悶

委 員 荒 木、 問 問、 良 資 院、

新 名 、 宮 脇

協 議 事 演

1. 借 家住宅に闘ずる研究後表並住宅一般にイサ討

識やなす

災害強度委員曾 〈第2回〉

時 5月19日午後6時30分- 8時30分

所 協令倶楽部室

出席; x. 委 員 山田 、渡 部 、 篠 原、 中島、矢田

協 議 事 項

1. 地 盤沈下 lこ闘すろ研究 に付討議す

都市計童委員曾 〈 貿 ｾＴ 回〉

時 5月22日正r.後6時40分- 9時30分

所 建築材料陳列場

出 席 者 委 員長 鳥 井

委 員 亀 井、 村 井、 元 吉

協 議 事 項

1. 全閣都市問題千円是提出 Iiljlill に付研究討議す

曾 員 動 静

入 曾 者

曾 員

井 上 利 男 肴 普通賛助員より榔格

糸井直太郎君 同

小川 光 一 君 同

大 嫁 錦三主主 同

1毎 妥 郁 夫 君 同

笠弁書rr十ilf l君 悶

川合 安 卒 君 同

川 間梅ヲ ｾ ｭｬ 君 同

木村正太郎主主 同

北野 事3君 同

閣 枝 幸 男 友 同

11、1.l I.l!J J太 郎AI 同

佐竹 信号た君 同

佐冷水義夫君 同

嶋 昇 次 郎 君 同

高橋 7菟君 同

V 1 7 4  

高橋 i iU寺 普 通賛員より締格

戸川屋 進一君 同

友 淵 司「え延ヰl |司

中川 了文.  .fl 問

中 島 八日li J l 問

中 村 耳IJ j [ XI 同

q' 村 英夫R 同

夏秋留次郎.  .71 同

凶.閃 億三..p，
同

林 間瀧次郎沼 同

服 部 正 巳沼 同

卒 l.l l 床 治 殺 間j

水 野長三郎 方 同

宮山時 磁..p，.
同

村 岡 繁 規 宥 同

森 本 治ー沼 同

安秀〈 正号 ｾ ｪｫｦ 同

山岡 ｾ 三 君 同

山本宗一郎君 同

山 本 正重 君 同

吉 岡 東 京 同

手j ] 岡猪三 郎 君 同

伊 藤 匁吉 君 Ｚｬ ｕ 匹釣鐙 ＱＱＱＱＲ パ Ｙ Ｈ 設計監 Ｇ ｾ子 〉

石田 !E[ 一席 最111
戸市兵庫区制l 岡山甲3 丁 目大林 組

出張所く株 式令枇大林組〉

石 橋三 凶ニ沼 がf 下型中町桜塚口29 ( 日本生命 保

険株式令制;経緯課〕

藤 原 弘三震 尼崎市灘波南遁 2 / 6 5坂本究司方

( 長谷 部竹 腰建築事務所〉

松 村 弘 之 君 北 庖J，l ! 野図 l町 l ノ90梅宮ア パ ー ト

く大阪府建築課)

if{壁 博 君 北区善源寺11汀10ノお吉 岡大徳方

森 島 絢i夫1ヰ Jl ! ! 茅! 森小路間1649古谷倉義方〈悶中

正義建築事務所〉

地 方 曾 員

問中亀太郎京 普通賛.l!J J l ( より事事絡

制野 政夫草寺 同

本間切三 二君 同

惑 美 保 磁R 金 津市川上新町3 / 3 4( 石 川l孫土木

子i! U毒絡f系〉

特 別 賛 助 員

m. 宮 義輔君寺 住吉区北 国透 町91 ノ3く日本金具株

式 令iiu:)

* 111 源 磁 君 住吉隠千終 PI J l O ( 株 式令枇新潟鍛



普 通 賛 助 員

火夕、 ｩｾ ｾ tf ;能- 11

黒 河 '11三41-

松 本 幸 夫 お

TlrrJ 全児;r，

舎 員

岩井純 ｾＨｗ

特 glj 賛 助員

ｉ ｾￎ［ 山奇 術松沼

普 遁 賛 助 員

大久保喜彦沼ー

佐 野 公 夫Z

曾 員

絞 耳1) 夫沼

菅 津 英 夫R

大森 五四見方

廊!I!f ｾ安定 ｒ

伏 見 孝 悌 沼

加藤 章fril-

加 藤 ; J J X二万

ri'i '零 吉 郎 沼

枝岸 組主主

尾辻 百ミ巳肴

君

R

，

R

R

作

詩

的

美

規

金

弘

繁

野

林

坂

問

問

小

勾

村

問中 直主主

工所大阪出張所〉

III' I' } '  di林 11111，:; :出}IIIII[ Ｘ ノ ＵＵ ｾ 会本ｬｬｩＺ

Z経由ド務所( 必本建築事務所〉

守川勝普通寺 11町第" 日市肉料理fmじ

拶 科( 第 11a' f I 肉料理的i工務 科〉

凶法川| 高姫島町 1739川楠 組 内 ( } I)

楠 組〉

最'I '}ヰ III 品'I'} 寸l花加納!日]' 2 ノ 58松iili 工

務 ! 占内( 松 ifll て務応)

退 曾 者

鎌田副次郎刀

嘉村春五fif t!干

雨符ヲ: 直; f l

韓 居 韓 勤

木 FWJ 三郎沼

股}， 昌三-R

兵庫J係川遁1市立花村塚口上慶長

西淀川区大仁本 II)r3 ノ 4 2'ilt気工士

養成所大会組作業 所

北区 rド野 II) J 2 ノ3 0

天王寺区石ク 辻 町92中島謙蔵方

:lI U定川l亙三闘本町 151

北区曾根崎上4 / 2 1( 加藤尚 J; ! i 洋家

J l mo  

組 問 d1枇話。IJ 消-水*J l ; I L 州支 庖

東淀 川 ｬ ｾ 三 凶本 ｉｉｉｊＵＷ 美Ｇｩ ｊ 媒 ｉ 勾 〈 定

三国329)

{主育区北 田 透 11汀852

尼崎市杭措置堂後 19 ( 尼崎市役所生幸

終課〉

府 下三 烏都千里村片山351

JIof 下三 島郡富岡 11) ]"7

住 吉 l高阿倍野筋4 ノ 51 木全方

京都市治京 Ｑ ｾ 嵯峨深谷 ｉｉ ｉ ｊ 愛宕念。 Ｑ｜

寺凶賢建透物修理事務所

山口 j採防府 11 ) [ 鎖紡防府工 湯述 築 事

務 所

地 方 曾 員

黒木源次I l II君 紹l河市商新 11) 5庄字潟2 4

千 野 繍 助Z 川崎市復 11) ]'9

前 IEI 宗安R

77川 'I，-_(l

11111 JF_K -I l  

太宰 ニTi l I-I I

主主藤 口)..fl -

和 岡市地行東町51fl: 了198 ノ3

市j精 rlI 岩A' I'II 汀前橋工業祭校内

ＧＺＧｊｪｾ｜Ｉｩ釜 山 ｊ 的Ｚ｜ ＴＭ Ｑ Ｑ Ｑ｛ Ｓ ノ Ｔ Ｙ

徳 ，¥bdI 伊 賀 11) [ 2丁目上問ブj

天 ぷ寺 ｉｾ ＺＧＺｬＺ 玉前 ＱＰ ｛ＹＴ

失 di 吉 ini lll J 市松葉6 ノ 4

名 古展 rJnl! 1芯大久手町 l ノ 4 7

熊本市新屋敷 11IJ4ω

滋l' l !'係彦根11汀平岡26 ( 滋賀j際立彦

被工 Ｚ ｾ事 佼 〉

波 法 13h盟主主11) [1. 135

和歌山市小松島l遜 l ノ2 ( 前回建築

J;: 務所〉

}r!! 1忌中宮町480

場 di 南三国丘 II) J I丁目

凶宮市本 11汀4 4

市|リ守TI1紳j寸|亙明 石 II) J 4 1大林組え丸

山張所

* 京市赤坂限来rr坂町第 l 師岡総理

昔11工務科
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